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1. はじめに 

1.1. 研究の概要 

 本研究の⽬的は，筆者が開発した移動式配信システムを導⼊したハイフレックス型実習
授業を対象に，多様な受講⽅法で複層化する学⽣の学習意識の特徴を，アンケートとインタ
ビューで明らかにすることである． 

1.1.1. 研究期間および調査期間 

• 研究期間：2023 年 10 ⽉ 2 ⽇〜2024 年３⽉ 29 ⽇ 
• 調査期間：2024 年３⽉７⽇〜３⽉ 29 ⽇ 

1.2. 研究の背景や問題の所在 

 2020 年に発⽣した COVID-19 の感染拡⼤と感染管理のため ICT を活⽤した授業形態の
模索が全世界で続いている［岡本, 2020］．ICT を活⽤した授業形態はオンライン（同時配
信）型，オンデマンド（資料配布）型，そしてこの⼆つとオンサイト（対⾯）型を適宜組み
合わせるハイブリッド型がある（e.g. 中村, 2020; 北海道⼤学⾼等教育推進機構オープンエ
デュケーションセンター, 2020; Columbia University, 2020; Ida & Henry, 2016）．そしてハ
イブリッド型は，ブレンド型とハイフレックス型に分かれる．ブレンド型は，授業内容に即
して教員がオンライン，オンデマンド，オンサイトを選択する．ハイフレックス型ではオン
ライン，オンデマンド，オンサイトを並⾏して実施する．ハイフレックス型授業は，受講⽣
が「⾃⾝の状況に応じて受講⼿段を３つの中から柔軟に選択する（北海道⼤学⾼等教育推進
機構オープンエデュケーションセンター, 2020）」ことが可能である．そのため新しい授業
形態として注⽬されている． 

 また近年の世界的な異常気象により，筆者が所属する札幌市⽴⼤学がある札幌市でも猛
暑や暴⾵雪など急激な気候変動によって外出や移動が困難になる機会も増えている．
COVID-19 の感染管理が緩和された現在でも，受講⽣の体調や天候の変化に柔軟に対応し
た学びを実現させるハイフレックス型授業の開発は重要である．しかし開発は始まったば
かりで課題も多い．特に受講⽣⾃⾝で参加⽅法が適宜変更できるため，従来とは異なる学習
過程が⽣じる．実習授業では３つの受講⼿段に応じた作業場所や道具の確保には限界があ
り，ハイフレックス型授業の実施は難しい．さらにグループワークなどの協働的な活動への
参加にもオンラインでは多くの困難がある［籔⾕, 2022］． 

 実学系の⼤学では，演習，実技，グループワークなど実習が伴う授業が多く，専⽤の道具，
機材，設備の使⽤も多いため，ハイフレックス型授業の実施にさらに⼯夫が求められる．札
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幌市⽴⼤学デザイン学部は，2020 年度から 2021 年度まで作品制作の授業については，感
染対策を徹底し対⾯型で実施した．グループワークは，オンライングループウェア，ビデオ
会議システム，オンラインホワイトボードなどのネットサービスを活⽤したオンライン型
で実施した．2022 年度からは，ネットサービスも併⽤しながら主に対⾯型の実施を選択し
ているが，地域の感染状況の変化によって実施⽅法を柔軟に変更する授業も多くなった．筆
者は札幌市⽴⼤学デザイン学部で，スケッチ，アイデア⽣成，協創，グループワークをテー
マにした授業を担当している．どの授業も 2020 年度から感染状況と授業内容に合わせてオ
ンライン，オンデマンド，ハイフレックスを織り交ぜながら実施してきた［福⽥, 2022］．こ
の模索は現在も続いている． 

 例えばスケッチの描き⽅を修得する実習授業をオンラインで実施した際は，教員のスケ
ッチする⼿元をカメラで⼤きく写し，スケッチのポイントを話しながら，学習者らがチャッ
トで投稿する質問に答える仕組みを試した．オンラインホワイトボードに作品を並べ，複数
⼈で同時に書き込みながら対話する作品鑑賞会も実施した．複数台のスマートフォンを使
った授業やセミナーの中継，筆者がウェブカメラとマイクを持って屋内外を移動し，調査地
域の様⼦を学習者らに⽣中継するフィールドワークなども実施した．グループワーク授業
のオンライン化の過程では，場所や時間に依存しない学習者らのグループ活動の成果から
新しい協働の可能性を⾒出した［福⽥，2020a］．学習者は，授業の実施⽅法の急激な変化に
も柔軟に対応していた．筆者が担当する札幌市⽴⼤学デザイン学部の授業「協同デザイン
１」は，デザイン制作でのグループワークの意味を実践的に考える内容である．2020 年度
の授業からオンライングループワークに変更した．約 70⼈の学習者がランダムに編成され
た 14チームに分かれ，メンバーの特性を知り，オンラインの遊びを提案するまでをオンラ
イン上で全て実施した．学習者はチームメンバーとの対話，受講⽣全員との対話を，個⼈の
創作活動を起点に段階的に繰り返した．この活動から，他の学習者の様々な視点に出会い，
新しい視点を獲得して学びを深め合う対話プロセス「多視点を活かした学びのレイヤー（図
１）」が形成され，オンライングループワークを成⽴させていたことが分かってきた．協働
的な学び場は，対⾯やオンラインを問わずに参加者の多様な視点を活かす対話プロセスを
導⼊し，相互学習を促す仕組みが重要である． 
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 感染症や天候の状況，学習者の授業参加の変化，オンラインを⽤いた新しい協働的学習な
どに実習授業の仕組みを対応させるため，実習授業のハイフレックス化とその授業の配信
⽅法の模索を始めた．しかし，ハイフレックスで協働的な活動を実現するには，多くの課題
があった．筆者は，2020 年度から 2021 年度にかけて担当した授業，学会イベント，⼀般向
けイベントなどで，ハイフレックス型の配信を複数回試みた．授業では主に作品の発表会を
ハイフレックス型で実施した．教員，受講⽣，ゲストスピーカーが参加⽅法を対⾯かオンラ
インを選び，様々な場所から授業に参加した．学会のイベントでは，現地の参加者と全国の
オンライン参加者とのワークショップや講演会を⾏なった．これらの経験から，ハイフレッ
クス型は柔軟な参加⼿段に対応できることが分かった．しかし，オンライン会議アプリケー
ションのみで実施すると，参加者は傍観しがちになり司会やファシリテータが参加者の⾏
動を促す場⾯が多くなった．そのため参加者同⼠が協働的な活動になりづらかった． 

 対⾯とオンラインの参加者の映像と⾳声が，どこでも綺麗にスムースに⾒聞きできる⽅
法を模索する中で，参加者の発⾔のしやすさが参加⽅法に依存することを特に実感した．参
加者らのシームレスな対話を促すためには，配信機材やネットサービスを⼗分に整備する
ことと同時に，配信の内容，場所，参加者の特性などによってその整備を容易に変更できる
柔軟性が必要である．特に⾳声は，遅延やハウリングがなく聞き取りやすくするだけでスム
ースな対話を促せることが分かった．そしてテキストチャットとオンラインホワイトボー
ドは，その⾳声の対話を補⾜していた．参加者の気づきをテキストとスケッチで随時表出し
合うことは，受講⼿段に関わらず対話のポイントとそのポイントの変化が把握できる注視
対象となっていた．これらの対話をさらに補⾜するのが対⾯会場や参加者を写すカメラ映

図１：多視点を生かした学びのレイヤー［福田, 2020］ 
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像だった．特に複数台での多視点映像が，参加者の様⼦を多⾓的に伝える⼿段として機能し
ていた．同時配信終了後，⾳声とカメラの動画データ，テキストチャット，オンラインホワ
イトボードをグループウェアで共有した．オンデマンドでの参加者は，これらのデータを随
時確認し，テキストチャットとオンラインホワイトボードに意⾒を追記していた．チャット
テキストとオンラインホワイトボードは対⾯，オンライン，オンデマンドの３つの受講⼿段
を仲介するメディアとなっていた． 

 対⾯実施時には⽐較的平易に実現していた協働的な対話プロセスをオンラインで実現す
るには，さまざまなネットサービスと配信機材の使⽤⽅法とその組み合わせの試⾏錯誤が
多く発⽣する．特にオンラインネットサービスを⽤いた協働的な活動では，現場と資料を写
すカメラ映像だけではなく，余計な雑⾳が⼊らない明瞭な⾳声通話，匿名で気軽に投稿でき
るテキストチャット，参加者全員でメモの書き込み可能なオンラインホワイトボード，参加
者全員で資料と記録の作成・更新・共有が可能なグループウェアなどが，参加者らの対話を
スムースにする⼤きな⽀援となっていた．参加者らの参加⼿段に偏らないスムースな会話
を促すには，⾳声，チャット，メモ，映像を参加者の参加⼿段に沿った仕組みの構築は⼤切
なことが分かった．それと同時に，オンライン，対⾯，オンデマンドという場所，時間，⼿
段が異なる参加者それぞれの協働的な思考と態度の特徴にどのような違いがあるかを知る
ことと，場所，時間，⼿段の変化の柔軟に対応できるハイフレックス配信環境を整備するこ
ともさらに重要であることも分かった． 

 ハイフレックス型配信の環境整備では，まず配信機材の精査に取り掛かった．通常のオン
ライン配信では，特定の空間に機材を固定設置して使⽤する．しかし，実習授業の内容に応
じた配信と受講⽅法，そしてその内容に応じた学習者らのスムースな学習活動を実現する
には，⼈数・内容・場所に柔軟な対応する仕組みが望ましい．そこで，2020 年から様々な
場所でハイブリッド授業を試みた．例えば，札幌市⽴⼤学芸術の森キャンパスのアリーナ，
アトリエ，実習室，屋外などである．配信は，ノート PC１台とネットサービスを組み合わ
せた⼩規模な構成から，様々な配信機材も加えた⼤規模な構成までいくつか試した．この試
みでハイフレックス型配信の可能性が⾒出した．しかし，配信機材の運搬，準備，調整など
の⼿間と煩雑さが課題となった． 

 さらに様々な授業で配信⽅法を試したことで，配信の⽅法，配信機材の違い，受講⽅法に
よって，学習者らの集中度，意欲，授業の印象に違いが出ることが授業後のアンケートや学
習者へのヒアリングで分かってきた．学習者は，実習授業であっても対⾯参加がもっと優れ
た受講⽅法とは考えておらず，授業内容に適当だと考えられる参加⽅法を適宜選び，その参
加⽅法に応じて，教員と他の受講⽣らとの対話の⽅法を常に模索しようとする様⼦が読み
取れた．しかし，参加⽅法の違いによる活動状況，参加意識，授業理解度の変化は把握でき
なかった． 
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 以上の模索の中で，参加者の参加⼿段，活動の実施場所に応じて配信機材やオンラインネ
ットサービスの構成変更が容易で，短時間で準備ができ，移動配信が可能なハイフレックス
型配信システム「協創ワゴン（図２）」を構想・開発し，デザイン学部の実習授業やイベン
トに導⼊してきた［福⽥，2022］．協創ワゴンの試みは，対⾯やオンラインを問わない「協
働的な創造活動（以下，協創［福⽥, 2020b］）」の可能性を⾒出す活動でもある． 

 ICT の活⽤によって変化した授業形態は，学習者の授業参加意識も変化させているはず
である．さらにハイフレックス型授業は，教員と学習者らが異なる場所，時間，⼿段で授業
に参加し協働するため，対⾯授業やオンライン授業とも異なる学習過程が発⽣するはずで
ある．しかしハイフレックス型授業での協働的な学習過程を解明する研究事例はあまりな
い．そこで本研究の準備段階として，協創ワゴンを導⼊した授業の学習者の学習意識を把握
した［福⽥，2022］．筆者が担当する実習授業「アイデア⽣成プロセス」を 2022 年度に受
講したデザイン学部⽣ 100名（デザイン学部１年⽣ 97名，２年⽣１名，３年次編⼊⽣ 1名，
４年⽣１名）を対象に意識調査アンケートを実施し，67 ⼈から回答を得た．回答を分析し
た結果，ハイフレックス型授業では，その⽇の学習者⾃⾝の活動状況に応じた受講⽅法を適
宜選択し続けたい意識が学習者に芽⽣えていたことが分かった．さらに回答者の中から研
究協⼒に応じた４⼈の学習者に，受講⽅法の選択に関する意識を確認するデプス・インタビ
ューを実施した．インタビューの結果，学習者は⾃⾝の能⼒，特性，状況と教員や他の学習
者らとの関わり⽅を考慮して，学習効率が最も⾼いと⾃⾝で判断した受講⽅法を選んでい
たことが分かった．つまり，ハイフレックス型授業に参加する学習者らの学習意識は，他の
授業形態に⽐べ，多様で複層的になる可能性を⾒出した． 

 以上のことから，受講する場所，時間，⼿段が異なる学習者らの学習意識の違いをより詳
細に理解することが，ハイフレックス型授業の協働的な学習過程を解明する⽷⼝だと捉え，
本研究の着想を得た． 

図２：協創ワゴンの試作例（2022年２月の状態） 
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1.3. 先⾏研究の概要 

 オンラインと対⾯会場を繋ぐための情報機器の選定とその運⽤⽅法［岡本, 2020］，ハイ
フレックス型授業システムの構築と学⽣の受講⽅法の選択要因［本⼭ほか, 2021］，ハイフ
レックス型授業での対⾯とオンラインによる学習効果の違い［上岡ほか, 2023］などは検討
されている．さらに，オンラインならびにハイブリット（ハイフレックス）型学習での協働
性の検討［籔⾕, 2022; 筆内ほか, 2022］，実習授業のハイフレックス型への移⾏の試み［出
村, 2021］なども検討されている．しかし実習授業のハイフレックス型学習において，異な
る場所，時間，⼿段で参加する学習者らの学習意識の違いを詳細に調査した事例は⾒当たら
ない． 

1.4. 本研究の実施⽬的とその意義 

 本研究の⽬的は，筆者が開発した協創ワゴンを導⼊した実習授業に参加経験のある学習
者を対象に，意識調査アンケートとインタビューを実施・分析し，受講する場所，時間，⼿
段が異なる学習者らの学習意識の違いを具体的に理解することである． 
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2. 移動式配信システム：協創ワゴン 

2.1. システムの概要 

 筆者は，授業に参加する場所，時間，⼿段が異なる学習者らを対象としたハイフレックス
型のデザイン実習授業を実現するため，配信機材と授業実施⽅法の柔軟な変更が容易な移
動式配信システム「協創ワゴン」を開発しデザイン実習系の授業に導⼊してきた［福⽥, 
2022］．協創ワゴンは，⾞輪と⼿押しハンドルがついた運搬⽤ワゴンに載せたノート PC，
スピーカー，⾳声と映像の切り替え機，ポータブル電源に，複数のマイクとカメラ，ディス
プレイまたはプロジェクタを接続し，オンライン会議などのネットサービスを組み合わせ
た移動式オンライン配信システムである．試作時は，台⾞に配信⽤機材を積み現地で接続し
ていた（図３）．試⾏錯誤を重ねた結果，機材構成の更新と運搬⽤ワゴンを導⼊したことに
よって，ネット回線が利⽤できる場所であればどこでも移動し，対⾯とオンラインの学習者
をリアルタイムに繋げるようになった（図４）． 

 対⾯会場で表⽰する資料，教員・学習者の声は，オンライン会議アプリケーションを介し
てオンライン学習者らも同時に⾒聞きできる．オンライン学習者は，対⾯会場の教員や学習
者の様⼦を複数台のカメラで⾒られる．オンライン学習者の顔や声も対⾯会場で⾒聞きで
きるため，対⾯会場とオンラインで会話も可能である．配信した映像と⾳声は全てクラウド
サーバに記録・保存する． 

 筆者が担当する実習授業「アイデア⽣成プロセス」で学習者の活動成果を鑑賞する対話会
で 2021 年度に試験導⼊し 2022 年度から本格稼働した．2024 年度５⽉までに複数の授業や
イベントで，約 20回程度運⽤してきた． 

 
図３：試作時の協創ワゴン（2021年度の授業の様子） 
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2.2. システムの構成 

 協創ワゴンは，配信に使⽤する機材とネットサービスで構成されている． 

 機材構成は，授業の規模と内容で変更した．少⼈数（数⼈〜20⼈程度）の授業では，360
度カメラ・卓上スピーカーフォン・移動式液晶ディスプレイを組み合わせた（図４：下段右），
⼤⼈数（20 ⼈〜100 ⼈程度）で座学や制作をする授業では，複数台のカメラ・数本のハン
ドマイク・プロジェクターを組み合わせた（図４：上段左，下段左）．どの授業タイプもオ
ンライン参加は PCやスマホで⾏なう． 

 ネットサービスは，チャット（Microsoft Teams：以下，Teams），データ管理サイト
（Microsoft SharePoint：以下，SharePoint），アンケート（Microsoft Forms：以下，Forms），
オンライン会議（Zoom），リアルタイムコメント（CommentScreen），フリーサイト構築
（Google サイト）を利⽤した．授業内容を Google サイトにまとめ，授業情報の連絡と個別
相談は主に Teams のチャットを利⽤した．学習者らは SharePoint で作品の提出や管理，授
業配信の記録動画を閲覧した．学習者らの出席確認と意⾒収集は Forms，授業の配信，配信
の記録，対⾯とオンラインの交流は Zoom，授業配信中の Zoom上に学習者らが匿名で⾃由
に意⾒を投稿するのに CommentScreen を利⽤した． 

図４：協創ワゴンの使用例（2022,2023 年度の授業の様子） 
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 授業「アイデア⽣成プロセス」では，学習者らが制作した作品を鑑賞する鑑賞会をハイフ
レックス型で実施するため，協創ワゴンを導⼊した．学習者らは，Google サイトと事前の
授業で活動内容を確認し数週間かけて作品を制作する．完成した作品を SharePoint に提出
し，他の学習者らの作品を全て鑑賞し，活動の感想を Forms で回答後，対⾯かオンライン
で鑑賞会に参加した．鑑賞会では全作品をオンラインと対⾯それぞれの会場で改めて鑑賞
した．鑑賞後，授業運営をサポートする⼤学院⽣（ティーチングアシスタント：TA）が気
になった作品をピックアップした．ピックアップされた作品を制作した学習者と TA が対
話しながら，作品の内容を深掘りした．学習者と TAはオンラインと対⾯どちらで参加して
も対話が可能である．TAは複数の作品をピックアップし，それぞれの作者と対話を繰り返
した．他の学習者らは，TAとピックアップされた学習者の対話を視聴し，気になったこと，
感想，意⾒を CommentScreen で随時コメントした．筆者は，ピックアップ作品，
CommentScreen のコメント，Forms の回答，複数台のカメラで写す対⾯会場の様⼦などを
スクリーンや液晶ディスプレイに表⽰し，鑑賞会を進⾏した．それと同時に，この表⽰と対
話の⾳声を，オンライン参加の学習者に向けて⽣配信し，配信動画をデジタルデータで記録
した．記録動画は，授業後に SharePoint に保存し，学習者らと共有した．記録動画は，鑑
賞会に参加した学習者の振り返り資料になるだけではなく，鑑賞会に⽋席した学習者の学
習の資料にもなった． 
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3. 研究⽅法 

3.1. 研究デザイン 

 協創ワゴンを導⼊した実習授業の参加経験がある札幌市⽴⼤学デザイン学部の学⽣を対
象者としてアンケートとインタビューを実施した． 

 アンケートは，項⽬選択式と⾃由記⼊式の回答⽅法を混在させた意識調査とした．学習者
の体験した受講⽅法，受講⽅法ごとの学習意識を収集し分析した． 

 インタビューは，アンケートの回答を基に受講⽅法によって異なる学習者の意識や本⾳
をより詳細に明らかにするデプス・インタビューとした． 

3.2. 研究デザインの選択理由 

 実習授業に導⼊した協創ワゴンによって実現する場所，時間，⼿段が異なる受講⽅法が，
学習者らの学習意識に⽣じさせる変化を具体的に理解することが本研究の⽬的である． 

 そこで，ハイフレックス型授業の受講⽅法（受講タイプ）を，オンライン，対⾯，オンデ
マンド，上記３つを全て体験したハイフレックスの４つのタイプに分けた．実際に選択した
受講タイプと受講⽅法ごとの学習意識（受講⽅法の選択意図，効果，実感など）を，複数の
学習者からオンラインアンケートで収集した（意識調査アンケート）．このアンケートの分
析によって受講タイプ別の学習状況の特徴が明らかにできる．次に異なる受講タイプによ
る学習状況の違いを理解するため，学習者から場所，時間，⼿段が異なる受講タイプが実現
した学習過程を具体的に聞き出した（デプス・インタビュー）．これらの調査を通して本研
究の⽬的を達成可能と考え選択した． 

3.3. 分析⽅法 

3.3.1. 意識調査アンケート 

 調査対象者は，筆者の担当授業「アイデア⽣成プロセス」の 2023 年度の受講⽣であるデ
ザイン学部⽣ 100名（デザイン学部１年⽣ 98 名，３年次編⼊⽣ 1名，研究科１名）を対象
とした．授業「アイデア⽣成プロセス」ではハイフレックス型授業を５回実施した．5回の
授業の参加状況を動画記録で確認すると，対⾯ 15~20 名程度，オンライン 70~80 名程度，
そのうち複数名が対⾯とオンラインどちらの経験がある様⼦だった．授業の記録動画の再
⽣回数は１本⽬ 24回，２本⽬９回，３本⽬７回，４本⽬３回，５本⽬２回だった． 

 以上のことから授業参加者の半数程度から協⼒が得られると４つの受講タイプの協⼒者
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を集めることができると判断し，募集⼈数を最⼤ 50名と設定した．最⼩実施⼈数は，４つ
の受講タイプの協⼒者がいることを条件に 10 名程度と設定した．実際は学習者 19 名から
応募があり，全員の協⼒が得られた． 

 協⼒者には，調査協⼒が授業終了後の実施であり，今後の履修授業の成績評価にも影響し
ないこと，同意を撤回し途中辞退が可能なことを書⾯（図５, ６, ７）と⼝頭で複数回伝え
て，Forms で協⼒の同意を得た（図８）． 

 アンケートは記名⾃記式質問紙調査法を⽤いた．アンケートは Forms で筆者が⾃作した
（図９, 10, 11, 12, 13, 14）．アンケートは PCやスマートフォンなどで回答した．アンケー
トの配布は，Teams で筆者が協⼒者に個別チャットで URLを渡した．協⼒者は個別に URL
にアクセスしアンケートに回答し送信した．調査項⽬は，授業形式体験（選択式），座学・
実習で望ましい授業形式（選択式），対⾯型，オンライン型，オンデマンド型，ハイフレッ
クス型の授業の良さ（選択式：５件法）・経験（⾃由記述），ハイブリット型授業のツールの
効果（選択式：５件法），インタビュー協⼒の可否（選択式）などとした． 

 協⼒者の特定を防ぐため，回答者への謝礼およびデプス・インタビューへの参加は，アン
ケート回答後のメッセージに表記する筆者のメールアドレスに協⼒者⾃⾝でアクセスし対
応してもらった． 

 

図５：意識調査アンケートの研究協力依頼書（全３ページの１ページ目） 
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図６：意識調査アンケートの研究協力依頼書（全３ページの２ページ目） 

 

図７：意識調査アンケートの研究協力依頼書（全３ページの３ページ目） 
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図８：意識調査アンケートの研究協力同意書 

 

図９：意識調査アンケートフォーム（全６ページの１ページ目） 
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図 10：意識調査アンケートフォーム（全６ページの２ページ目） 

 

図 11：意識調査アンケートフォーム（全６ページの３ページ目） 
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図 12：意識調査アンケートフォーム（全６ページの４ページ目） 

 

図 13：意識調査アンケートフォーム（全６ページの５ページ目） 
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図 14：意識調査アンケートフォーム（全６ページの６ページ目） 

 

3.3.2. デプス・インタビュー 

 インタビュー対象者は，アンケートの協⼒予定者 50 名の中から 30 名程度の募集を想定
した．アンケート回答後のメッセージに表記された筆者のメールアドレスにアクセスした
協⼒者のみ参加可能とした．意識調査アンケートから協⼒者の減少が予想されるため，４つ
の受講タイプがいることを条件に，最⼩実施⼈数を４名程度とした．実際は学習者６名から
応募があり，全員の協⼒が得られた． 

 協⼒を依頼し同意が得られた学習者のみを対象とした．協⼒依頼時に調査協⼒が授業終
了後の実施であり，今後の履修授業の成績評価にも影響しないこと，同意を撤回し途中退席
が可能なことを書⾯（図 15, 16, 17, 18）と⼝頭で複数回伝えて，協⼒の同意を得た（図 19）． 

 インタビュー⽅法は，協⼒者を４つの受講タイプに分け，１グループ４〜５⼈，計６グル
ープ程度のグループインタビューを予定していた．しかし協⼒者が６名だったため，個別イ
ンタビューに変更した． 

 聞き⼿は筆者が担当した．インタビュー実施の⽇時調整は，Teams で筆者が協⼒者に個
別チャットで⾏なった．実施形態を協⼒者の希望で対⾯とオンラインを選択可能とした． 

 インタビューは半構造化⾯接法を⽤いた．インタビューガイド（図 20, 21, 22, 23）はア
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ンケートと同じ項⽬とし，アンケート回答の理由や詳細を発⾔するよう促した．インタビュ
ーの場所は⼤学構内のプライバシーが確保できる場所もしくはオンライン（Zoom）とし，
インタビュー時間は 60 分程度とした．インタビューでは，協⼒者を⽒名と対応させた番号
で呼称し，⼈物の特定を可能な限り避けた．インタビュー内容は協⼒者の同意を得て IC レ
コーダーなどで録⾳した．録⾳した発話は全てテキストに起こしてデータ化した． 

 

 

図 15：インタビューの研究協力依頼書（全４ページの１ページ目） 
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図 16：インタビューの研究協力依頼書（全４ページの２ページ目） 

 

図 17：インタビューの研究協力依頼書（全４ページの３ページ目） 
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図 18：インタビューの研究協力依頼書（全４ページの４ページ目） 

 

図 19：インタビューの研究協力同意書 
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図 20：インタビューガイド（全４ページの１ページ目） 

 

図 21：インタビューガイド（全４ページの２ページ目） 
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図 22：インタビューガイド（全４ページの３ページ目） 

 

図 23：インタビューガイド（全４ページの４ページ目） 
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3.3.3. データ分析⽅法 

 アンケートの選択式部分のデータは記述統計を算出した． 

 アンケートの⾃由記述部分およびインタビュー調査のデータは，質的帰納的に分析した．
アンケートの⾃由記述部分およびインタビューデータからトランススクリクプトしたテキ
ストデータを作成し，意味内容の類似性に基づきカテゴリー化した． 

 カテゴリー化には，⼤⾕（2011）の SCAT（Step for Coding and Theorization）を⽤いた．
観察やインタビューなど定性的研究のデータ分析で広範に利⽤される⼿法に「グランデッ
ド・セオリー（Glaser & Strauss, 1967）」がある．グランデッド・セオリーは，観察やイン
タビューで得た結果からテキストデータを作成し，特徴的なキーワードをコード化し，その
コードの意味内容の類似性に基づきカテゴリー化していく⼿法である．SCAT は，そのグラ
ンデッド・セオリーの⽋点を補い，容易にデータ分析ができるように発展させた⼿法の⼀つ
である． 

 ⼤⾕（2012）によると SCAT は，マトリクスの中にセグメント化したデータをそれぞれ
（１）データの中の着⽬すべき語句，（２）それを⾔いかえるためのデータ外の語句，（３）
それを説明するための語句，（４）そこから浮き上がるテーマ・構成概念の順にコードを考
え付していく４ステップと，（４）のテーマ・構成概念からストーリーラインを紡ぎ理論を
記述する⼿続きで構成されている．分析⼿続きが明⽰されるため分析が容易で，⽐較的⼩規
模データにも適⽤が可能な質的データ分析⼿法である．そのため多くの先⾏研究で利⽤さ
れている［e.g. 松浦・岡部, 2014］． 

3.4. 研究の質・妥当性の確保の⽅法 

 アンケートの⾃由記述部分およびインタビューデータのコーディングは筆者が⾏い，本
研究に理解を⽰す専⾨家に検証を依頼し厳密性の確保を⽬指そうとした．しかし，本報告書
執筆時点（2024 年 5⽉）では，専⾨家の協⼒は得られていない． 

3.5. 研究対象者，サンプル数，選出基準，選定⽅法 

• 研究対象者：札幌市⽴⼤学デザイン学部の学⽣（「アイデア⽣成プロセス」2023 年度受
講⽣） 

• サンプル数：アンケート 19名，インタビュー ６名程度 
• 選出基準：協創ワゴンを導⼊した実習授業に参加経験のある学⽣が本研究の対象であ

るため，本学デザイン学部学⽣が対象とした． 
• 選定⽅法：協⼒依頼書（図５,	６,	 ７,	15,	16,	17,	18）を基に，札幌市⽴⼤学デザイン学

部の「アイデア⽣成プロセス 2023」Teams で参加者を募集した． 
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• 実施期間：アンケート 2024 年 3 ⽉ 8⽇（⾦）〜18⽇（⽉）， 
     インタビュー 2024 年 3 ⽉ 18⽇（⽉）〜22 ⽇（⾦）， 

3.6. 実施場所・機関 

 アンケートは Forms で実施した（図９,	10,	11,	12,	13,	14）．インタビューは Zoom を⽤い
て，プライバシーを確保して実施した． 

 データの保存と分析は，札幌市⽴⼤学福⽥研究室に設置する PC で⾏なった．なお本 PC
は，パスワードログイン認証と SSD の暗号化を実施済みである． 
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4. 調査・分析 

4.1. 意識調査アンケート 

4.1.1. 調査 

 意識調査アンケートの実施期間は，2024 年 3 ⽉ 8⽇（⾦）から 18⽇（⽉）までである．
アンケートの配布は，Teams で筆者が協⼒者に個別チャットで URLを渡した．協⼒者は個
別に URLにアクセスしアンケートに回答し送信した．19名が PCやスマートフォンなどで
回答した．回答時間の平均は 14 分 9秒だった． 

 アンケートは記名⾃記式質問紙調査法を⽤い，Forms で筆者が⾃作した（図９, 10, 11, 12, 
13, 14）．調査項⽬は，以下の 13問である． 

1. 授業形式体験（選択式） 
2. 座学で望ましい授業形式（選択式） 
3. 実習で望ましい授業形式（選択式） 
4. 対⾯型授業の良さ（選択式：５件法） 
5. 対⾯型授業の良かった経験（⾃由記述） 
6. オンライン型授業の良さ（選択式：５件法） 
7. オンライン型授業の良かった経験（⾃由記述） 
8. オンデマンド型授業の良さ（選択式：５件法） 
9. オンデマンド型授業の良かった経験（⾃由記述） 
10. ハイフレックス型授業の良さ（選択式：５件法） 
11. ハイフレックス型授業の良かった経験（⾃由記述） 
12. ハイフレックス型授業のツールの効果（選択式：５件法） 
13. その他（⾃由記述） 

 アンケートの回答で選択式の質問（質問１，２，３，４，６，８，10，12）の結果を図で
⽰す（図 24, 25, 26, 27, 28, 29）．そしてアンケートの⾃由記述欄（質問５, ７, ９, 11, 13），
「５．対⾯型授業の良かった経験」，「７．オンライン型授業の良かった経験」，「９．オンデ
マンド型授業の良かった経験」，「11．ハイフレックス型授業の良かった経験」，「13．その
他」の結果を表で⽰す（表１,２,３,４,５）． 
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図 24：意識調査アンケートの回答結果（全６ページの１ページ目） 
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図 25：意識調査アンケートの回答結果（全６ページの２ページ目） 
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図 26：意識調査アンケートの回答結果（全６ページの３ページ目） 
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図 27：意識調査アンケートの回答結果（全６ページの４ページ目） 
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図 28：意識調査アンケートの回答結果（全６ページの５ページ目） 
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図 29：意識調査アンケートの回答結果（全６ページの６ページ目） 

 

表１：意識調査アンケートの「５．対面型授業の良かった経験」の回答結果（下線は筆者） 

5-01 友⼈の課題の取り組み⽅と⽐較がしやすいため，より良い学びの姿勢を得られる． 

5-02 友⼈の様⼦を⾒ながら作業ができ，勉強になる． 

5-03 実際に作品を制作する授業では他の形式よりも対⾯授業の⽅が優れていると感じた． 

5-04 実物を⽬にすることで質感やサイズ感が理解でき，よりその作品についての考えや感情が⽣ま

れる．本⼈がそこにいるとその場で聞くこともでき，ものを指しながらスムースな対話ができ

る． 

5-05 実験の動画を⽬の前で流してもらえたり，ポインターで詳しく解説していただいたりする授業

では，対⾯型授業の⽅が理解を深められると思いました． 

5-06 直接作品を⾒合ったり，周りと楽しんで対話ができる． 

5-07 質問がしやすくて会話も広げやすい．オンラインだと，何か質問したくても，⾃分だけの声が

全体に聞こえてるのかとかうまく聞けなかったら嫌だと思ってほとんど質問することはなかっ

た．対⾯の時は，他の参加者や先⽣に気がついたことをどんどん聞けるから楽しく他の⼈の考

えや経験にふれていました． 
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5-08 周りの⽣徒や先⽣とコミュニケーションを取りながら活動ができる．1 ⼈で考え込んでしまい，

新しい視点を持てない時に他者の⾔葉が助けになった経験が多々ある．また，⾃分のデザイン

を⾔葉にすることで，様々なアイディアも思いつくことができた． 

5-09 周りの⼈と対話ができ，理解や仲が深まりやすい． 

5-10 その場で疑問に思ったことを教師にその場で質問し，解決することができた． 

5-11 実際に講義室まで出向いた体験としての記憶が残りやすい．分からなかったら先⽣に簡単に聞

くことができる． 

5-12 友達と話しながら，また周りの様⼦を⾒ながら学習することが出来る点． 

5-13 作品の制作者に，表現の意図を直接聞くことができる． 

5-14 オンラインだと，他のこともできてしまう環境にいるので集中しにくいけど，対⾯だと周りに

⼈がいるのでちゃんとしないと，と思えて集中できた．質問しやすいので，理解を深めれた． 

5-15 友⼈と授業の後に授業についての感想を⾔い合うことがしやすいこと． 

5-16 対⾯だと先⽣が話したことをその場⾯として記憶していたので思い出しやすかった． 

5-17 実習の授業でやることがよく理解できなかった際，すぐに隣の友達に聞くことができた． 

5-18 アイデア⽣成プロセスの対話会での，各⼈の思考プロセスや作品の背景などを直接聞けたこと． 

5-19 思ったことをすぐ誰かに聞いてもらえるので，学びが定着しやすい気がしてお得な気分になっ

た． 

 

表２：意識調査アンケートの「７．オンライン型授業の良かった経験」の回答結果（下線は筆者） 

7-01 授業前後の時間を好きなように使いやすい． 

7-02 ⾃分の⼼地よい空間に整えて作業ができる．ストレスを感じない． 

7-03 画⾯を通して授業に参加しながらも，先⽣や TA に質問ができるのは対⾯とオンデマンドのい

いとこ取りでとてもいいと感じた． 

7-04 体調等で家から出るのが難しいときもオンラインであることでその場に参加でき，声を発さな
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くともチャット等で会話ができること．リアルタイムであるということが活きていると感じた． 

7-05 天候がすぐれず登校しにくい⽇でも問題なく参加でき，学校が遠くてもゆっくり起きられるの

で健康や⽣活リズムの⾯でも快適に過ごすことができたと思いました． 

7-06 鑑賞する際は，他の⼈の作品をよりじっくりみることができる． 

7-07 好きな場所，好きな姿勢で受けることができるので，画⾯を撮ったり，メモを取ったりするこ

とを気にせずできていたので，対⾯よりもインプットするときに良かったと思います． 

7-08 他者に頼らず⾃分⾃⾝の思考を深められるところ．⼀緒に作業しているとどうしても友達のア

イディアに引っ張られてしまうから，オンライン授業はその点において利点があると感じる． 

7-09 気負わず参加でき，イメージやアイデアが膨らみやすいと感じた． 

7-10 体調不良の時などでも⾃宅から出席することができ，授業について⾏くことが出来た． 

7-11 ⾵邪で⼤学への出席が難しい状態でも参加できる．外へ出かける⾝⽀度の⼿間がない． 

7-12 場所を選ばないため，外せない⽤事に出席する中や席選びや席がないといった事態に対して懸

念する必要がないこと． 

7-13 対⾯では，周囲の邪魔になるので，気になった作品を⾒続けるのを遠慮していたが，オンライ

ンでは⼀つの⼀つの作品を⾃分のペースで鑑賞できる． 

7-14 遠い⼤学にわざわざ⾏かなくても授業できるので，その後の時間を有効に使えた． 

7-15 家が学校より遠い時は，とてつもなく早い時間に起きる必要がないこと． 

7-16 ⾃分 1 ⼈の落ち着いた空間で気楽に授業を受けることができたのが良かった． 

7-17 スマホで授業を聞きながら途中でトイレに⾏くことができた 

7-18 デザイン史での，先⽣が⽤意した資料やスライドの⾒やすさ．対⾯のクラスで⼤きいスクリー

ンで⾒るよりも明らかに⽂字や写真が⾒やすい． 

7-19 他の⼈の活動を参考にする前に，まず⾃分の持っているものだけで課題に向き合うとどうなる

のか確かめる事ができた時，よいと感じた． 

 

表３：意識調査アンケートの「９．オンデマンド型授業の良かった経験」の回答結果（下線は筆者） 
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9-01 オンデマンド形式は受講したことがありません． 

9-02 好きなタイミングで授業を受けられる． 

9-03 何度も視聴できるので学習経験の⾯においては他の形式よりも優れていると感じる． 

9-04 ⾃分のペースで好きなタイミングで授業を受けることができるということ．そして⾒直せると

いうこと．対⾯やオンラインだと聞き逃したり回線が途切れてしまったとき困ることが多いが，

オンデマンドなら好きなタイミングで好きなところを⾒返し，理解の時間を取るために⼀時停

⽌することもできる．中⾼⽣のころ授業を理解しようと⾃分の中で咀嚼している間に進んでし

まい何を逃したのかも分からなくなることが多くあったため停⽌，リピートができるのはとて

もよかった． 

9-05  ⾃分のペースで受けられるので，授業がある⽇でも他に予定を⼊れて柔軟に動くことができ

たり，いつでも授業を⾒返せたり，復習などもしやすいと思いました． 

9-06 あまり経験したことないが，好きな時間に⾒れる⾃由さ． 

9-07 課題に追われているときや他にどうしてもやらなくてはいけないことがあるときにオンデマン

ドになると助かったー！！と思います．その場合後からやることになるので仲間がいないとあ

まり楽しくはなかったです．作業するときは 1 ⼈でしたほうがはかどるのでオンデマンド形式

がありがたかったです． 

9-08 何度も振り返られるところ．⾃分のペースで学習を進められるため，学びの機会をたくさん与

えられているように感じる． 

9-09 時間を⾃分で調整することができる． 

9-10 他の課題がない，余裕のあるタイミングで受講することが出来た． 

9-11 時間の⾃由があり，⾃分で考えて効率的に授業を受けることができる．その他オンライン授業

と同じ． 

9-12 体調を崩し画⾯を⾒ることすら出来ない時があっても回復してから後⽇リアルタイムで受けて

⼈と同じだけの内容を学習することが出来ること． 

9-13 分からないことや気になったことがある時，授業の動画を⽌めて調べることができる． 

9-14 動画なので，わからないところを何回も繰り返し聞けたところ． 
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9-15 体調が悪くても，少し元気が出た時に気楽に⾒れること． 

9-16 授業を夜に⾒ることで，⽇中に⾃分のやりたいことをやる時間が増やせた． 

9-17 オンデマンド型授業が時間割に組み込まれた⽇にアルバイトを⼊れて，別の曜⽇に学習するこ

とができた 

9-18 構成の授業で，オンデマンド型だったことにより，⾃分のペースで作品作りができた．特に，

私は他の⼈と同じペースで授業時間内で作業をするのが苦⼿なため，助かった． 

9-19 授業内で気になる事があったときに，先⽣の話を何度も聴き直せるのでじっくり考える事がで

きてよいなと思った事がある． 

 

表４：意識調査アンケートの「11．ハイフレックス型授業の良かった経験」の回答結果（下線は筆者） 

11-01 ⾃由に話しやすい空間で友⼈と受講できること． 

11-02 様⼦を⾒ながら⾃分に合った⽅法で取り組める． 

11-03 その時によって柔軟に授業形式を変えられるのは多忙な⼤学⽣にとってとても便利だと思う． 

11-04 体調を崩すことが多かったときでも対⾯以外の選択肢があるということは⼼の余裕に繋がった

し，どちらでも充実した授業は受けることができたためよかった． 

11-05 ⼈によって好きな参加の仕⽅ができるので，柔軟に動いやすそうだと思いました． 

11-06 ⾃分の⽬的や状況に合わせて選択ができることで，参加がしやすく，より授業に向き合いやす

い． 

11-07 その時の⾃分のコンディションで選んでいるから，元気のない⽇はいやいや対⾯に⾏かなくて

もオンラインで静かに参加できるし，他の⼈と交流したいと思う元気な時にはもちろん参加で

きるし誰かいるので，対⾯でもオンラインでもベストコンディションでいられることがよかっ

たです． 

11-08 学習内容や，⾃分のアイディアの進捗によって必要な時間の使い⽅を選べるところがとても魅

⼒的に感じた． 

11-09 私は，どの回に何をしたかをよく覚えておけた．切り替えをして授業に取り組むことができた
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ためよく定着できたと思う． 

11-10 前後の授業の有無で受講する場所を選べるため，出席しやすかった． 

11-11 ⾃⾝の状況に合わせて参加⽅法を選べることで，学習効率のアップだけでなく⼼の余裕にも繋

がる． 

11-12 授業形態を⾃分で選べるため⾃分の都合に合わせて学習を⾏えるため学習に対してのめんどく

ささなどが軽減される． 

11-13 場所の制約がないこと． 

11-14 ⽤事でその場にいけないってときも授業受けれるし，対⾯で理解を深めることもできるのでい

いとこどりができる． 

11-15 やり⽅を学ぶときは対⾯で，作るときはオンラインという⽅法を取ってくれた授業はやりやす

かった． 

11-16 受け⽅を選べることで，体調不良の時でも⾃宅で参加できてよかったと思う． 

11-17 雪で登校が難しい⽇にオンラインで授業を受けた際，対⾯の⼈たちの様⼦も⾒ることができた

ためやるべきことが分かりやすかった． 

11-18 前後の授業や空きコマとの都合がつきやすかった．前後の⽤事が少し⻑引いても，遅刻して教

室に⼊らなければ…という気持ちがなく，助かる． 

11-19 誰かと考えを共有し合いたいときは対⾯，⾃分でじっくり課題に向き合いたいときはオンライ

ンといったようにその時の⽬的で授業の受け⽅を変える事がよかったと思った． 

 

表５：意識調査アンケートの「13．その他」の回答結果（下線は筆者） 

11-01 （未回答） 

11-02 （未回答） 

11-03 （未回答） 

11-04 後期の授業は，同時に進んでいる他の授業で気づいたこと，学んだことが活きていると感じる

ことが多かった．今後もそう感じることが多くなりより深い考えができるよう学んでいきたい． 
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11-05 （授業に関係ないプライベートに関わると思われる回答のため削除） 

11-06 （未回答） 

11-07 オンラインだったらインタビューに参加できます！ 

アンケートへのコメントなど⾃分のアクションに対して反応してくれる授業が参加してる感が

あって好きです． 

11-08 （未回答） 

11-09 （未回答） 

11-10 （未回答） 

11-11 １年後期の授業はオンライン授業やオンデマンド授業が想像よりも多くて驚いたとともに，⾃

分としては嬉しいと感じた．ハイブリット／ハイフレックス型授業が増えると⾃分の状況を考

慮した授業参加ができるので嬉しい． 

11-12 私はレストレスレッグス症候群なのですがもっとオンラインやオンデマンドが増えたらストレ

スなく授業を受けられるのになと思っています，あとこの症候群の認知度があがれば良いなー

と思っています（´-`） 

11-13 （未回答） 

11-14 ⾃分の作品に対して他の⼈から意⾒をもらえたことです．⾃分は周りがすごくて劣等感を感じ

てたけど，⾃分の作品をほめてくれたとき，もっと⾃分に⾃信をもってもいいんだな，とおも

いました．他の⼈の作品を⾒る機会がとてもじぶんの成⻑につながった！良いところを吸収で

きた． 

11-15 情報リテラシーⅡの授業で，先⽣か TA の⽅たちと⼀対⼀で⾃分のデザインについて話せると

きがあって，それが 1年授業を受けた中で⼀番印象に残ってていい体験をさせてもらえたなと

思っています．また，⼼のしくみの授業で毎回授業最初にコメントに⼀つづつ回答してくれて

いて，楽しかったし授業を聞きたい気がもっと出ました．数⼈にフォーカスするやり⽅より，

全員に少しずつ対応するやり⽅のほうが個⼈的には好きなんだと思います． 

11-16 （未回答） 

11-17 レポートも作業もなく，配布資料に授業内容が全部書いてある座学の授業は眠い 
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11-18 （授業に関係ないプライベートに関わると思われる回答のため削除） 

11-19 ⼤学や授業によって出席の取り⽅が異なるという⾼校との変化を受けて，出席の取り⽅の違い

で授業への意識も変わって来たりするのかなー？とふと疑問に思いました． 

 

4.1.2. 分析 

 多くの回答者らは「対⾯」，「オンライン」，「オンデマンド」，「対⾯とオンラインが選択で
きる（ハイフレックス型のこと）」の授業をそれぞれ体験していた（問１：図 24）． 

問１．これまでにどの授業形式を体験したことがあるでしょう？（複数回答］ 
対⾯のみ 15⼈（25%］，対⾯とオンラインが選択できる 18⼈（30%］，オンライン
のみ 13⼈（22%］，オンデマンド 14⼈（23%］，その他０⼈（０%］ 

 様々な実施形式を経験した上で，座学と実習ともに「対⾯とオンラインが選択できる（ハ
イフレックス型のこと）」での実施を強く望んでいた（問２, ３：図 24）。 

問２．座学で希望する授業形式（複数回答） 
対⾯のみ２⼈（８%），対⾯とオンラインが選択できる 15⼈（63%），オンラインの
み３⼈（13%），オンデマンド４⼈（17%），その他 0⼈（0%） 
問３．実習で希望する授業形式（複数回答） 
対⾯のみ８⼈（29%），対⾯とオンラインが選択できる 14⼈（50%），オンラインの
み１⼈（４%），オンデマンド５⼈（18%），その他 0⼈（0%）． 

 ４つの授業形式それぞれで感じる良さの評価（５件法：参加しやすさ，空間の居⼼地，対
話しやすさ，やる気の出しやすさ，楽しくなる可能性，学習経験の忘れなさ）では，対⾯型
は「学習経験の忘れなさ」と「対話しやすさ」が⾼評価だった（問４：図 25）．オンライン
型とオンデマンド型は「参加しやすさ」と「空間の居⼼地」が⾼評価だった（問６, ８：図
25, 26）．ハイブリッド／ハイフレックス型は「参加しやすさ」，「空間の居⼼地」，「対話し
やすさ」，「やる気の出やすさ」，「楽しくなる可能性」，「学習経験の忘れなさ」全てで⾼評価
だった（問 10：図 27）．ハイフレックス型で効果的なツール（問 12：図 28）は，SharePoint
や Teams を⽤いた「作品のオンライン共有」と「対⾯の対話会」だった．効果的ではない
と判断されたツールは，「記録動画」だった． 

 ハイフレックス型授業の良かった経験（問 11：表４）では，『学習者の都合による使い分
け（回答：「状況に合わせて参加⽅法を選べる」，「前後の授業の有無で受講する場所を選べ
る」，「⾃分の都合に合わせて学習を⾏え（中略）めんどくささなどが軽減される」など）』，
『授業参加が困難な時の選択肢（回答：「雪で登校が難しい⽇にオンラインで授業を受け
た」）』，『選択肢がある安⼼感（回答：「対⾯以外の選択肢があるということは⼼の余裕に繋
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がった」）』，『授業内容による使い分け（回答：「やり⽅を学ぶときは対⾯で，作るときはオ
ンライン（を選ぶ）」，「考えを共有し合いたいときは対⾯（中略）じっくり課題に向き合い
たいときはオンライン」など）』，『学習者⾃⾝のコンディションによる使い分け（回答：「（体
調など）⾃分のコンディションで選んで（中略）対⾯でもオンラインでもベストコンディシ
ョンでいられる」）』，『新しい授業参加の⽅法（回答：「⾃由に話しやすい空間で友⼈と受講
できる」）』などのコメントがあった． 
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4.2. デプス・インタビュー 

4.2.1. 調査 

 デプス・インタビューの実施期間は，2024 年 3 ⽉ 18⽇（⽉）から 22 ⽇（⾦）までであ
る．アンケート回答者 19名の中から 6名が協⼒可能に同意した．半構造化⾯接法を⽤いた
インタビューを個別実施した．６名ともオンライン（Zoom）で実施した．内容はアンケー
トと同じ項⽬とし，アンケート回答の理由や詳細を発⾔するよう促した．全てのインタビュ
ーは 60 分以内で終了した． 

 聞き⼿は筆者が担当し，協⼒者を⽒名と対応させた番号で呼称し，⼈物の特定を可能な限
り避けた．インタビュー内容は協⼒者の同意を得て IC レコーダーなどで録⾳した．録⾳し
た発話は全てテキストに起こしてデータ化した． 

 

 インタビュー調査のデータは，SCAT（⼤⾕, 2008）を⽤いて質的帰納的に分析した．ア
ンケートの⾃由記述部分およびインタビューデータからトランススクリクプトしたテキス
トデータを作成し，意味内容の類似性に基づきカテゴリー化した． 

 ６名のインタビュー結果を表で⽰す（表６,７,８,９,10, 11）． 
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表６−１：協力者 Aのインタビュー結果（全３ページの１ページ目：SCAT でコーディング済） 

 

インタビュー_音声_20240319_学習者A
2024.03.22 金 午後 7:23 ・ 27分 58秒

質問 番号 話者 Time 発話 データの中の着目すべき語句
それを言いかえるためのデータ外の語句
（語句の言い換え）

それを説明するための語句
（左を説明するデータ外の概念） そこから浮き上がるテーマ・構成概念

質問１ 1 聞き手 00:00 全を尽くしてくれたんだ。それで十分です。はい、お願いします。はい、じゃあ早速始めていきます。
ちょっとそれぞれ皆さんの受講タイプをちょっと確認しようと思ってたんですけど、これアンケートでも答えてくれてるか
なと思うんですけど、 いろんなタイプの授業があったと思うんですけど、この中で体験してないのってどれかあります
か。

2 A 00:26 全部体験してるはずです。
質問２-1 3 聞き手 00:29 わかりました。じゃあ全てオールマイティで体験した方という方ですね。はい。じゃあ 次なんですけど、じゃあこのハイ

ブリッドとかハイフレックスって言われてる、通常は大体はハイブリッドと言われてるものですけど、どのような印象を持
たれてるかって、これ本当にもう自由でいいんですけど、 どんな印象持ってますか。

4 A 00:52 なんか作る系の科目で教えるターンの時というか、教える授業の時と、自分たちで頑張って作ってくださいねのターンで、
その教える時、

5 A 01:04 対面で作るときは各々でみたいな感じで活用されてるイメージが強くて、 （おそらく対面ではなくオンラインにつ
いて）各々でみたいな感じで活用されて
るイメージが強い

個人の自由度が高い 制作は各自のペースで進めるのが良い 個別空間での独習、同一空間の対話、独
習の進捗を常に共有することの有意性

6 A それはなんかやりやすくてありがたいなって思ってますね。 やりやすくてありがたい 他の授業と比較して良いと感じている 制作は各自のペースで進めるのが良い 個別空間での独習、同一空間の対話、独
習の進捗を常に共有することの有意性

質問２-2 7 聞き手 01:16 なるほど。今の質問、質問じゃない回答にも繋がると思うんですけど、そのやりやすいなと思ったイメージってどうしてそ
う持たれました？

8 A 一緒に同じ場所で人とやってると、そもそも作業スペースがなんか肘ぶつかったり、机の上がごちゃついたりして、 なん
でしょう。快適じゃない。

一緒に同じ場所で人とやってると（略）
快適じゃない

教室で制作すると作業スペースで気を遣
う

各自の制作は制約がない方が良い 個別空間での独習、同一空間の対話、独
習の進捗を常に共有することの有意性

9 A 人と一緒に話せてやれるのはいいと思うんですけど。はい。快適じゃないなって思うのと、 人と一緒に話せてやれるのはいい 教室で制作すると他者との会話が生まれ
る

同じ目標に向かう同志の様子が見え話せ
ることで連帯感、意欲が向上

個別空間での独習、同一空間の対話、独
習の進捗を常に共有することの有意性

10 A はい。快適じゃないなって思うのと、あと、 その先生が教えてくれる授業の時は、その、聞きやすいので。 先生が教えてくれる授業の時は（略）聞
きやすい

対面だと教員アドバイスを求めやすい 独習とコーチングのハイブリット 個別空間での独習、同一空間の対話、独
習の進捗を常に共有することの有意性

11 A 01:52 ハイブリッドじゃない、オンラインでやってて、聞いてもいいよって言われている時よりも、授業で教えてもらってる時に
質問する方が楽なので。

授業で教えてもらってる時に質問する方
が楽

オンラインの質問のしづらさ 対面形式は声かけの敷居が低い 個別空間での独習、同一空間の対話、独
習の進捗を常に共有することの有意性

12 A うん、それはそっちの方がやりやすくて、作業は各々やれた方がありがたいなって思いますね。 作業は各々やれた方がありがたい 作業は各自で自由にやりたい 制作は各自のペースで進めるのが良い
13 聞き手 02:11 なるほど。今の先生に聞きやすいっていうところで行くと、 オンラインでもあれですかね、同じ時間にこう、それぞれの

こう、場所で作業してて、先生もそのオンラインの 例えばズームとかチームスに接続してて、なんか気軽に聞けそうな気
がするんですけど。

14 A 02:34 はい。
15 聞き手 02:34 なんかそれとは今話してたな状況ってやっぱ違うんですか。
16 A 02:40 なんかオンラインって言ってても、なんでしょう、あれをどの授業形態に入れてるかわかんないんですけど、
17 A 特にチームズとかで共有とかせずにほんとに各々頑張ってねみたいな時ってあるじゃないですか。 チームズとかで共有とかせずにほんとに

各々頑張ってねみたいな時
鑑賞と制作は別な意識が働く 同じ目標に向かう同志の様子が分かると

連帯感、意欲が向上
個別空間での独習、同一空間の対話、独
習の進捗を常に共有することの有意性

18 聞き手 02:55 はいはい。だからあれか、オンデマンド的な、オンラインみたいな
19 A 03:00 ですかね。はい。それの時とかは、その、こっちからなんでしょう。
20 A 何かしら、ずっとなんでしょう。オンラインで、チームズがずっと起動して。
21 A いや、でも、 そうですね、なんか私は、人がそのところに、同じところにいて、そのまま話せる方がやりやすくて。 人がそのところに、同じところにいて、

そのまま話せる方がやりやすくて
思いついたらすぐ行動できる、敷居が低
い、臨機応変に対応できる

対面形式は声かけの敷居が低い 個別空間での独習、同一空間の対話、独
習の進捗を常に共有することの有意性

22 A 03:26 チャットとか、うん、チームとか。でもなんでしょう、その、目の前にいない状況が私はやりにくくて。 目の前にいない状況が私はやりにくく 臨場感、他者の様子が常に見える 対面形式は声かけの敷居が低い 個別空間での独習、同一空間の対話、独
習の進捗を常に共有することの有意性

23 聞き手 03:34 はいはい。
24 A 03:35 それで、単に対面の方が聞きやすくて、オンラインだと自分が何か わざわざチャット開いたりしなきゃいけないとかも抜

かして、
対面の方が聞きやすい オンライン時の他者との対話のしづらさ 対面形式は声かけの敷居が低い 個別空間での独習、同一空間の対話、独

習の進捗を常に共有することの有意性
25 A ただただオンラインというだけでやりづらいって感じているの。 オンラインというだけでやりづらい オンライン時の他者との対話のしづらさ 対面形式は声かけの敷居が低い 個別空間での独習、同一空間の対話、独

習の進捗を常に共有することの有意性
26 A やりづらいっていうか、質問とかはしづらいと思っているのかもしれないです。 質問とかはしづらい オンライン時は質問がしづらい 対面形式は声かけの敷居が低い 個別空間での独習、同一空間の対話、独

習の進捗を常に共有することの有意性
27 聞き手 03:52 いやいや、確かにね。なるほど。いや、よくわかりました。

質問３-1 28 聞き手 03:57 じゃあ次のちょっと質問なんですけど。ちょっと今の話にも繋がるかもしれない、全然関係ない話でも構わないんですけ
ど、そのハイブリッドハイフレックス型授業で予想以上に大変だった、困った、難しいと感じたことがあれば教えてくださ
い。

29 A 04:19 あんまりすぐ思い浮かばないですね。
30 聞き手 04:23 あ、それならそれで全然大丈夫
31 A 04:26 そうですね。今すぐ思いつかない。
32 聞き手 04:31 あ、ありました。
33 A 04:33 に。ほんとにこれはオンラインの授業で大丈夫なんだろうかとか、今日は対面じゃないんだろうかっていう不安は若干ある

時はありましたね。
オンラインの授業で大丈夫なんだろうか
とか、今日は対面じゃないんだろうか

参加形態がその都度変わることへの戸惑
い

不定期、流動的、不安感 授業スケジュールの見通しの良さ

34 聞き手 04:42 その、授業が始まる前に。
35 A 04:45 そうです。本当にどっちだっけ。みたいな。
36 A 04:47 みたいな不安は若干ある時はありますけど、今思いつくのはそのぐらいです。
37 聞き手 04:53 ちなみにそういう時ってどう対処してたんですか。
38 A 04:58 とりあえず友達に聞くのと。はい。 友達に聞く 学習者同士で確認し合う 学習者同士の助け合い 情報の集約、情報理解度の促進、他者と

の情報共有の重要性
39 A 前のところのチームズの投稿とかに今日分までなんか書いてる時があるのでそのスケジュールを確認しにいくようにしてい

ます。
チームズの投稿（略）スケジュールを確
認しにいく

教員の提供情報を確認する 情報の起点を確認 情報の集約、情報理解度の促進、他者と
の情報共有の重要性

40 聞き手 05:12 うんうんうん。そっか。ちなみに、そういう授業の時っていろんなお知らせの仕方があると思うんですけど、今言ったみた
いに先週の段階で来週の予告とか場所とか説明してるのもあれば、例えばなんかリマインドしてたりとか、なんかいろんな
方法あったと思うんですけど、これ良かったなみたいなのってあります？

41 A 06:02 毎回
42 聞き手 06:03 うんはい
43 A 06:04 教えてくれるタイプ。1番良かったのは、対面の次にオンラインになる時は、対面の時で言ってくれるのが1番良かったで

す。でも 対面オンラインオンラインオンラインの時とかは、その前の会が対面じゃない時とかも当然あって、その時は毎
回言ってくれるタイプの方がありがたいなって思います。毎回っていうか、

（次回の実施形態を）対面の時で言って
くれるのが1番良かった

授業終わりに次の活動を明示する 定期的、固定的、安定感 授業スケジュールの見通しの良さ

44 聞き手 06:30 次回の予告は。みたいな感じではっきり説明してくれると。
45 A 06:34 そうですね。
46 聞き手 06:35 なるほど。
47 A 06:37 なんか、最初にスケジュールがどんて出されてる時でも、 時もあると思うんですけど、たまに日程が変わったりという

か、1回お休みになると日付がずれるじゃないですか。
48 A で、個人で制作してねっていうオンラインというか、オンデマンドというか、その回が連続で挟まってる時に、今何回目の

どれだったかっていうのがちょっとわからなくなったりして。
今何回目のどれだったかっていうのが
ちょっとわからなくなったり

オンデマンド型は授業回数が把握しづら
い

学習者個人での情報整理の限界 情報の集約、情報理解度の促進、他者と
の情報共有の重要性

49 A 07:02 1番最初のその日付が書いてあるスケジュールのやつも参考にならなくなる時があって。
50 聞き手 07:09 はい。
51 A 07:09 その時は、本当はそういう大きいスケジュールを出してくれるのがありがたいんですけれども。
52 聞き手 07:14 うん、
53 A 07:15 でもちょっと参考にならない時はあるなって思うので、次回は何々ですって言ってくれるのが1番わかりやすくてありがた

いなと思います。
54 聞き手 07:26 わかりました。ありがとうございます。

質問３-2 55 聞き手 07:29 じゃあ、ちょっと次の質問いきますけど、 工夫したことってあります？参加するにあたって、ハイブリッドハイフレック
ス型授業

56 A 07:43 できるだけ机が大きい場所で。 できるだけ机が大きい場所 余裕のある作業空間の確保を心がける 各自の制作しやすい形がある 個別空間での独習で学習者はさまざまな
工夫をしている

57 聞き手 07:47 うん。
58 A 07:48 来る時はそういう場所選んだり、電波がちゃんと繋がるところに行くようにしたりしました。 電波がちゃんと繋がるところに行く 安定的なWi-Fi接続を心がける 繋がりを途切らせない つながり続けるための必須条件
59 聞き手 08:06 さっきの話の前提がありますよね。こう作業する机の感覚というか、こう作業しやすさと、あと繋がりやすさってところで

すよね。
質問３-3 60 聞き手 08:15 はいはい。では、大学生になってからの部分の方が、そういういろんな授業タイプって多かったのかなと思うんですけど、

例えばですけど、このハイブリッドハイフレックス型授業に参加して、 授業に対するイメージって 変化しました。変わら
ないっていう部分もあると思うし、一部分こういうとこだけ変わったとか、いろんな答え方があると思うんですけど、そこ
は自由に考えて構いませんので、どんなふうにイメージが変わったか変わんなかったかって教えてください。

61 A 08:49 自由な時間にやれるというか。 自由な時間にやれる オンデマンド（もしくはオンライン）型
の時間自由度の高さ

自分で受講時間を設定できる 学習内容との向き合い方を主体的に決定
できる

62 聞き手 08:51 はい、
63 A 08:53 なんでしょう。授業中に絶対に作るぞっていう気持ちじゃなくて、その他の休憩時間とかとも地続きでモノ作ったりできる

ので、
休憩時間とかとも地続きでモノ作ったり
できる

作業スピードと時間に制約がない 自分で制作時間を設定できる 学習内容との向き合い方を主体的に決定
できる

64 A あ、なんだろうな、あんまりなんか授業に縛られてる感覚がなくていいなって思いました。 授業に縛られてる感覚がなくていいな 時間割に左右されない作業時間の確保 自分で受講時間を設定できる 学習内容との向き合い方を主体的に決定
できる

65 聞き手 09:16 それは結構ポジティブな印象を受けました？
66 A 09:21 ポジティブもあるんですけど、なんかいやなんでしょう。
67 A 宿題いっぱいやってるなみたいな気持ちのところ。 宿題いっぱいやってるなみたいな気持ち 一人で黙々と作業する寂しさ 制作時間が区切れず多量感をもたらす 学習状況を自己管理することの難しさ
68 参加者

3
09:29 なるほど。はい、

69 A 09:31 そのなんでしょう。いい面も悪い面もというか、あると思うんですけど、でも縛られてない感じ。 いい面も悪い面もというか、あると思
う、（中略）でも縛られてない

オンデマンド（もしくはオンライン）型
の時間自由度の高さ

自分で受講時間を設定できる 学習内容との向き合い方を主体的に決定
できる

70 参加者
3

09:40 うんうんうん。

71 A 09:42 なんか人と一緒にやってるんじゃないんで、どうしても自由やってやれてしまうと思うんで、それがいいと思いますね。 自由やってやれてしまうと思う オンデマンド（もしくはオンライン）型
の時間自由度の高さ

自分で受講時間を設定できる 学習内容との向き合い方を主体的に決定
できる

72 聞き手 09:50 なるほど、そっか。だから、一斉に何か同じことを取り組んで、はい次とかっていう状況とはちょっと違う状況があったっ
てことですよね。

73 A 10:01 そうですね。確かに周りの制作スピードとかもわからないので、勝手に追い詰められたりしないというか、周りの目を気に
してないというか、

勝手に追い詰められたりしない、周りの
目を気にしてない

授業と作業で時間感覚のずれ、自分と他
の学習者の作業スピードのずれ

他者と自分の能力差が気になる 個別空間での独習、同一空間の対話、独
習の進捗を常に共有することには有意性
はあるが、他者と自分の能力差を見せつ
けられる進捗共有は避け、学習者同士が
高め合うことができる方法の模索が必要
である

74 A 自分のペースでやることを学べると思いました。 自分のペースでやることを学べる 他の学習者の進捗にとらわれず、落ち着
いて作業に向き合う

自分の能力とじっくり向き合う 同一空間と限定された時間での作業から
解放される個別制作では、自身が表現を
介して自分の思考に向き合う時間となる

質問３-4 75 聞き手 10:17 なるほど。じゃあ、今の答えとちょっと重複しちゃうかもしれないですけど、そのように変化したのはどうしてかなってい
う、 こういう、 今ちゃんとせ丁寧に説明してくれたんで、重複しちゃう話になっちゃうかもしんないですけど、変化した
きっかけとか、変化しなかったきっかけとか、なんかこう、なんかありますかね。

76 A 10:43 変化したのは、おそらく自分が1人でやる方があっていて、それで1人の自分のペースでもやれるし、あとなんだっけ、あ
れですよね、自分のペースでやれるから自分のペースでやらなきゃいけないっていうことも学べるし、他の人に合わせる必
要がないのが良くて
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表６−２：協力者 Aのインタビュー結果（全３ページの２ページ目：SCAT でコーディング済） 

 

77 A 11:20 そうですね。あと、さっきは言ってなかったんですけど。
78 聞き手 はい。
79 A でも、人の自分のペースが遅れてるかどうかはさすがに普通に気になったり、 どういう風にやってるかとかも気になった

りするので、
人の自分のペースが遅れてるかどうかは
さすがに普通に気になった／どういう風
にやってるかとかも気になったりする

独りで制作すると他者の進捗や行動が気
になり出す

他者と自分の能力差が気になる 個別空間での独習、同一空間の対話、独
習の進捗を常に共有することには有意性
はあるが、他者と自分の能力差を見せつ
けられる進捗共有は避け、学習者同士が
高め合うことができる方法の模索が必要
である

80 A 11:34 会話のきっかけに、というか、他者の作品に興味を持つきっかけにもなって。 他者の作品に興味を持つきっかけにもな
る

鑑賞の集中度がアップする 他者と自分の能力差が気になるからこ
そ、他者の作品の鑑賞が充実する

個別空間での独習とその経過を他の学習
者と見せ合うことは学習意欲を高める

81 A 11:44 なんでしょう。自分が、なんか 授業が司ってる制度が中心でやってるんじゃなくて、自分が中心でやれてるからこそ、自
分のものにも 身近な人の作品にも興味を持ったり、

自分が中心でやれてるからこそ、自分の
ものにも 身近な人の作品にも興味を持っ
た

独習で自分と対話することで、他者への
関心が増す

独習によって自分と他者に想いを馳せる 個別空間での独習とその経過を他の学習
者と見せ合うことは学習意欲を高める

82 A 自分のペースを掴めたり、他人のペースを知れたり、なんか近いところをよく知れた。 自分のペースを掴めたり、他人のペース
を知れた

省察的、鑑賞による他者理解 独習によって自分と他者に想いを馳せる 個別空間での独習とその経過を他の学習
者と見せ合うことは学習意欲を高める

83 A よく知れたというか、知るのに適しているのかなと思いました。 知るのに適しているのかな 省察的、鑑賞による他者理解 独習によって自分と他者に想いを馳せる 個別空間での独習とその経過を他の学習
者と見せ合うことは学習意欲を高める

84 聞き手 12:18 なるほど。そっかそっか。
85 聞き手 12:22 自分で1人でやるっていう環境自体が逆にこれまでそんなになかったってことですかね。
86 A 12:30 そうですね。多分美術の授業とかでしか一緒に何か作るというか、学校で何かするっていうのがここの時はなかったので、

その時はさすがにみんなでその、同じ時間を過ごしていたので。
87 聞き手 12:47 うん、確かに。で、一応時間割通り終わりますもんね。一応その作業時間自体は。
88 A 12:56 はい。放課後とかもやる人はいたでしょうけど、みんなじゃないですし、
89 聞き手 13:03 皆さんの進捗状況関係なく。はい、次時間になったから次の授業やりますねみたいな。今も変わらないけど、 ハイブリッ

ドとかオンラインとかになったら、もうちょっとこう、自分自身で 時間のやりくりができたり、こう自分一人で集中しや
すい状況を作って作業できてるからこその他者の、他の人の作品に興味をも逆に持っちゃったりとかってことがあるってこ
とですかね。

90 A 13:31 そうだと思います。
質問4-1 91 聞き手 13:35 すごいこれは面白いですね。じゃあちょっと次なんですけど、 ハイブリッドハイフレックス型授業と対面型授業との違い

ということで、今もちょっといくつか言及されてたと思うんですけど、 一般的な対面型授業との違いを端的な言葉で示す
としたらなんだと思います？

92 A 14:03 先生。違うな。なんか縛られてるか縛られてないかだと思います。 縛られてるか縛られてないか 対面は授業の時間と空間の制約、貧弱な
制作体験などで時間や行動が拘束される
が、オンラインは学習者らが自由に選択
できる余地がある

情報の取捨選択を学習者が主体性に選べ
るオンライン授業のメリット

多様な受講方法の確保が学びを充実させ
る

質問4-2 93 聞き手 14:10 なるほど。その言葉になったのはなぜでしょうか。
94 A 14:16 なんでしょう。自分が手を動かさなきゃいけないというか、 自分が手を動かさなきゃいけない オンライン授業は学習者自身が主体的に

参加しないと成立しない
別空間からオンラインで参加するから、
自主的・能動的に動こうとする

実習系授業のオンライン化の難しさ／多
様な受講方法の確保が学びを充実させる

95 A あんまり見られてもいないので、縛られてる、他者の目線がないという点で、縛られてない感じがして、自分でやんなきゃ
いけない感じがして。

縛られてない感じがして、自分でやんな
きゃいけない感じ

オンライン授業は参加するだけでは成立
しない

別空間からオンラインで参加するから、
自主的・能動的に動こうとする

実習系授業のオンライン化の難しさ／多
様な受講方法の確保が学びを充実させる

96 A だから、先生のやり方通りに従って、その範囲の中でやってるのと、そうでないのとっていうイメージ。 先生のやり方通りに従って、その範囲の
中でやってるのと、そうでないの

資料を基に内容を話すだけの教員の授業
では、その内容に従う印象がある

教師からの教示を、命令に捉える可能性
がある

教員からの発言に学習者らがコメントし
づらい状態は、教員の説明も学習者らに
は指示や命令と受け止められてしまう。

97 聞き手 15:14 なるほど。ちなみに、どちらが良いとか悪いとかってあります？好みでもいいんですけど、先ほど1人でやる方が合ってい
たとは言ってましたけど、縛られて、縛られてって言い方がちょっと適切かどうかわかんないですけど、みんなでこう、先
生のサポートもありながら、みんなのこう 状況も知りながらやっていくことと、やっぱりその他者の視点がない分、自分
で色々やんなきゃいけないなと思いながらやっていくことっていうのと、 ちょっと先ほどの答えとまた重複しちゃうかも
しれませんけど、改めて、やっぱりどっちがいいとかってありますか。

98 A 15:54 普通に自分が何か作るとかじゃなくて、授業聞いたりするのであれば、普通に対面の方が好きだって思いました。 授業聞いたりするのであれば、普通に対
面の方が好き

対面座学に感じるメリットがある オンライン参加では味わうことができな
い要素が対面参加にはある

他者の話を聞くことを、言葉だけではな
く身振りや表情なども含めた他者の全体
の行動として捉えている

99 A 先生の楽しそうな感じとかが伝わってくるのと、 先生の楽しそうな感じとかが伝わってく
る

座学の楽しみ方は教員の様子を見ること 教員の熱心さが伝わると、学習意欲が向
上する

他者の話を聞くことを、言葉だけではな
く身振りや表情なども含めた他者の全体
の行動として捉えている

100 A 16:12 たまに、たまにというか、授業によっては先生が毎回 生徒が出したコメントについて軽く返事をしてくれたりする時とか
があったんですけど、その時は教室が大きかったんで遠いんですけど、

先生が毎回 生徒が出したコメントについ
て軽く返事をしてくれたりする時とかが
あった

学習者の感想に教員がコメントを返すこ
とに有意性を感じている

教員の熱心さが伝わると、学習意欲が向
上する

他者の話を聞くことを、言葉だけではな
く身振りや表情なども含めた他者の全体
の行動として捉えている

101 A それでもなんか先生のテンション感とかが、多分音声だけじゃ伝わらないものがあると思うんですけど、それが伝わって、
そういうのはそっちの方が楽しかったなって思います。

先生のテンション感とかが、多分音声だ
けじゃ伝わらないものがある

対面だからこそ伝わる教員の態度がある 教員の熱心さが伝わると、学習意欲が向
上する

他者の話を聞くことを、言葉だけではな
く身振りや表情なども含めた他者の全体
の行動として捉えている

102 A で、オンラインは自分でやらなきゃいけない方は自分のペースでやれるし。そうですね。自分のペースでやれるのが好きな
ので、 人が周りにいるとそれだけで気楽じゃないので。気楽でやりやすくてもの作るんだったらそうですね。自分でやれ
る時間がある方がありがたいとは思いますけど、

自分のペースでやれるのが好き 各自制作は、自分のスピードと進め方が
ある

他者の制作が気になる 他者と自分の作業が干渉しないで、自分
の制作にじっくりと向き合いたい

103 A でも対面で先生がその技術とかについて説明してくれる時間も必要だなって感じます。 対面で先生がその技術とかについて説明
してくれる時間も必要

自分のペースで進めながら、不明な点に
はアドバイスが欲しい

独習とコーチングのハイブリット 実習系授業のオンライン化の難しさ／多
様な受講方法の確保が学びを充実させる

104 A どっちも好きですけど、オンラインだけなのはあんまり好きじゃないなと思っています。 オンラインだけなのはあんまり好きじゃ
ない

多様な学び方の有意性を実感 主体的に選択できる受講方法を前提とし
ている

実習系授業のオンライン化の難しさ、多
様な受講方法の確保が学びを充実させる

質問5-1 105 聞き手 17:27 なるほど。わかりました。次の質問ですが、協創ワゴンっていう風にちょっと出してるのは、アイデア生成プロセスとかの
授業で、 ワゴンに色々配信機材を積んで、

106 聞き手 17:43 色々配信とかマイクとかスピーカーとかで、こう、ちょっと授業してた時のことを、ワゴンのことを協創ワゴンって名付け
てやってるんですけど、 ああいう今回フクダ（筆者）がやってた授業のハイブリッドとかの仕組みと、 あと通常他の人た
ちってもうちょっと違うやり方やってるかな。詳しくは知らないですけど、やってるかなと思うので、そういう違いについ
てちょっと体験してたら聞きたいなと思ってたんですよ。

107 聞き手 18:11 1つ目は、アイデア生成プロセスの時に、アリーナでやったり、デザイン実習室１でやったりとか。本当はもうちょっとこ
う、違う場所でもやれたらやろうと思ってたんですけど、今回は主に2つの場所でワゴン持って行って、基本的にはこオン
ラインと繋いでとかで授業をやってみたいなことやってたんですけど、ああいう形で実施された対話会って、 もう全然
ぶっちゃけて言っていただいて構わないので、どうでしたか。っていうのは素直に色々感想とかコメントとかがあれば教え
てください。

108 聞き手 18:32 授業をやってみたいなことやってたんですけど、ああいう形で実施された対話会て、 もう全然ぶっちゃけて言っていただ
いて構わないので、どうでしたか。っていうのは素直に色々感想とかコメントとかがあれば教えてください。

109 A 18:50 どこの教室でもやれて、対面の人もオンラインの人もどっちでも選択可能なっていうやり方ができるワゴンは、 どこの教室でもやれて、対面の人もオン
ラインの人もどっちでも選択可能なって
いうやり方ができるワゴン

聞き手の発話の言い換え、協創ワゴンの
際解釈

協創ワゴンの有意性に受講後に気づいた 学びの特徴は受講後に振り返って気づく

110 A 確かに今考えると他の人はやってなくて、なんでしょう。個性的というか。別物っていうか、新しいアイデアで、確かにそ
れってすごいなって今思いました。

今考えると他の人はやってなくて 当たり前だったことに違和感を持つ 協創ワゴンの有意性に受講後に気づいた 学びの特徴は受講後に振り返って気づく

質問5-2 111 聞き手 19:23 そうですか。はい。 ちなみに多分あんまりそういう意識されてないまま参加されても全然いいと思うんですけど、 メリッ
トとデメリットあったような気がするんですよ。体験した側としては。

112 聞き手 19:42 はい。なんか協創側の方でメリットデメリットってなんか感じました？
113 A 19:46 ワゴンの方で メリットはそのアリーナでやった時は当然対面だけだったんで、そこにいたんですけど。
114 聞き手 19:55 はい。
115 A 19:56 前の方で喋ってる時と、後ろの方のみんなで作品を見て、その後にそのへんに座って話してる時とかあったじゃないです

か。
116 A なんか、私たち生徒がどんどんこう移動しなくても、 その場所でその授業が進むっていうのはメリットだと思います。 生徒がどんどんこう移動しなくても、 そ

の場所でその授業が進む
シームレス、意識や思考が途切れない、
集中しやすい

煩雑で煩わしい状況を避けて集中したい 過密な履修状況、活動の多様化

117 A なんか、行動に境目があんまりなくて。 行動に境目があんまりなくて シームレス、意識や思考が途切れない、
集中しやすい

煩雑で煩わしい状況を避けて集中したい 過密な履修状況、活動の多様化

118 聞き手 20:21 なるほど。
119 A 20:24 デメリットはズームが重くて、充電がすごい消費される。 ズームが重い
120 聞き手 20:30 なるほど。
121 聞き手 20:34 確かに。やっぱ他のアプリとも違いますか。
122 A 20:38 違う気がします。なんかすごい充電が食われて。うん、そうですね。あと、普通に慣れてなくて、ずっと音出ないじゃんっ

て思ってたんですけど、なんかデバイスのオーディオと接続っていうのを押さなきゃいけなかったらしくて。
123 聞き手 20:54 はいはい。はいはい。うん、
124 A 20:58 そうですね。チームズより慣れてなくて、zoomの使い方がよくわからないとかはありましたね。
125 聞き手 21:06 なるほど、たしかに、あれだね。使い方の説明を最初にそういえばちゃんとしてないかもしれないですね。今考えたら。は

い、わかりました。 じゃあ他のハイブリッドハイフレックス型授業もあったと思うんですけど、それと比べた時って今と
同じ答えですかね。もうちょっとなんか違うメリットとかデメリットってありました？同じなら同じで全然いいです。

126 A 21:40 同じだと思います。
質問5-3 127 聞き手 21:43 うん。はい、ありがとうございます。じゃあ、 今その、使ってるそのワゴンの授業をもっと良くするために、なんか体験

者として、もう本当に素朴な提案とか思いつきでもなんでもいいんですけど、なんかアイデアがあれば教えてもらえたらな
と思うんですが。

128 A 21:59 zoomじゃなくてTeamsを使えたらありがたいです。
129 聞き手 22:02 なるほど。
130 A 22:05 そうですね。そのぐらいですね。
131 聞き手 22:07 これはあれですか、慣れたとしても、やっぱりさっきのバッテリー消費量とかのことも考えたらですかね。
132 A 22:15 そうですね。それと、その、teamsっていうアプリを入れてるのに、zoomのアプリをまた入れなきゃいけないのがなんか

邪魔で。
teamsっていうアプリを入れてるのに、
zoomのアプリをまた入れなきゃいけな
いのがなんか邪魔

複数アプリを使用する意図が不明、大量
のアプリを使うことを普段から抑制して
いる

煩雑で煩わしい状況を避けたい心理 学習者は普段から多量の情報に囲まれて
いる、情報を単純化して処理したい

133 聞き手 22:22 うんうんうん。
134 A 22:24 それがなんかちょっと嫌なので。
135 聞き手 22:27 なるほど。
136 A 22:28 1つにまとまってそれだけで完結するのであれば、その授業を受ける時は毎回チームズだと思い込んでたので、 1つにまとまってそれだけで完結する 複数アプリを使用する意図が不明、大量

のアプリを使うことを普段から抑制して
いる

煩雑で煩わしい状況を避けたい心理 学習者は普段から多量の情報に囲まれて
いる、情報を単純化して処理したい

137 聞き手 22:36 うん、
138 A 22:36 ズームだったんだってちょっと思っちゃって、びっくりするというか、あと5分なのに。みたいな。統一された方が分かり

やすいという点においても、チームズの方がありがたいなって思います。
139 聞き手 22:52 ま、確かにそれはありますね。

質問5-4 140 聞き手 22:59 ありがとうございます。じゃあ最後に、全体を通して気付いたこと、感じたこと、この今回のインタビューの内容でもいい
ですし、質問項目でも良いし、さっきのハイブリッドハイフレックスとか、オンラインとかオンデマンドの授業の中のこと
とかでもなんでも良いんですけど、 最後に、全体を通して気付いたこと、感じたことがあれば、あればで構いませんけ
ど、なんかあれば教えてください。

141 A 23:30 個人的にはオンラインの自由にできるところも好きだ、すごく好きだと思っていたんですけど、 でも全部オンラインなの
はあんまり好きじゃなくて。

オンラインの自由にできるところも好き
／全部オンラインなのはあんまり好き
じゃなく

行動が主体的に決められると意識できる
こと

情報の取捨選択を学習者が主体性に選べ
る

主体的、能動的な受講態度、教員との距
離感を学習者が選択できる仕組み、学習
意欲の増進

142 A というのも、おそらくなんか人と人とっていうか、先生の雰囲気とかも。 先生の雰囲気
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表６−３：協力者 Aのインタビュー結果（全３ページの３ページ目：SCAT でコーディング済） 

 

  

143 A きっと対面の授業が入ってないと、 テンション感とか楽しそうなところとか見て自分もやりたいなって思うことが少なく
なるだろうし。

きっと対面の授業が入ってないと、 テン
ション感とか楽しそうなところとか見て
自分もやりたいなって思うことが少なく
なる

対面だから伝わる他者のテンション感 同じ目標に向かう同志の様子が見え話せ
ることで連帯感、意欲が向上

学習者同士の作業状況や制作内容を複数
回共有することはオンライン、オンデマ
ンド授業でも重要

144 A 絶対に対面とかの授業もあった方がいいし、 絶対に対面とかの授業もあった方がいい
145 A ずっと1人でもの作っているよりも、1回ぐらいは一緒にみんなで作ろうの回があった方が楽しく進めるんじゃないかと思

いました。
1回ぐらいは一緒にみんなで作ろうの回
があった方が楽しく進める

オンラインと対面の混合開催は制作課題
でも重要

146 聞き手 24:22 うんうんうん。
147 A 24:24 で、あとは、普通に先生の話を聞くタイプの授業でも、確かにオンラインの方が一限とかだとすごく楽なんですけど、 オンラインの方が一限とかだとすごく楽 オンラインの利便性の良さ 移動や準備の負担軽減が授業内容より優

先される
過密な履修状況、活動の多様化

148 A でもその、広い会場、教室だろうと、先生がその場にいて喋ってる、喋ってもらっている方が楽しかったなってことを思い
出しました。

先生がその場にいて喋ってる、喋っても
らっている方が楽しかった

対面でしか味わえない楽しさ 同一空間で話し手と向き合う喜び 同一空間で味わえる話し手の臨場感に
よって、学習内容に関心が高まる

149 聞き手 24:49 違いますかね。その、同じ空間で、その、生で見れるというかねって。
150 A 24:57 なんか、例えば、家で見てたら、家のモニターの周りにどうしてもいろんなものが置いてあって気が散ったり。 家のモニターの周りにどうしてもいろん

なものが置いてあって気が散る
集中力と空間の影響 同一空間で話し手と向き合う喜び 同一空間で味わえる話し手の臨場感に

よって、学習内容に関心が高まる
151 A 教室にいたら自分の手元にあるものと、周りの人と目の前に写ってるモニターとかと。
152 A あと、先生がいるだけで情報が絞られてるので 集中しやすいというか。 先生がいるだけで情報が絞られてるので

集中しやすい
制約された空間の学びの質 同一空間で話し手と向き合う喜び 同一空間で味わえる話し手の臨場感に

よって、学習内容に関心が高まる
153 聞き手 25:21 なるほど。
154 A 25:23 ないから集中できて話が聞けたりしてるのかもしれないです。
155 A あと、（Zoom配信などのオンライン型授業では）そもそも先生のモニター（教員のカメラ画面）って ちっちゃいじゃな

いですか。 画面全体に占める先生の大きさって。
先生のモニター（教員のカメラ画面）っ
て ちっちゃい

使用機材とアプリのリテラシィが低い
と、工夫した授業参加ができない

UIの制約 情報機器とアプリの習熟度が学修成果に
影響を与える可能性がある

156 A でも自分で受けてる時（対面授業）って視線を動かしてモニター見たり先生見たりできるので。 自分で受けてる時（対面授業）って視線
を動かしてモニター見たり先生見たりで
きる

行動が主体的に決められると意識できる
こと

情報の取捨選択を学習者が主体性に選べ
る

主体的、能動的な受講態度、教員との距
離感を学習者が選択できる仕組み、学習
意欲の増進

157 A なんでしょう。自分で見たいものを決めてみたりできるのがやりやすいというか、楽しいというか、 自分で見たいものを決めてみたりできる
のがやりやすいというか、楽しい

行動が主体的に決められると意識できる
こと

情報の取捨選択を学習者が主体性に選べ
る

主体的、能動的な受講態度、教員との距
離感を学習者が選択できる仕組み、学習
意欲の増進

158 聞き手 26:01 うん、
159 A 26:02 かもしれないです。
160 聞き手 26:05 なんかあれですよね、こう、もうちょっと近くとか大きくしたいってなれば、席を移動しとくとかってのもあるかもしれな

いし、 要は、ちょっと離れてみたいなと思ったら、後ろでこっそり、みたいなことも自分でできるって感じですかね。
161 A 26:25 それというよりなんか、ずっとスライドで、文字がいっぱいある時とか、普通にスライドだけで写ってるものを
162 聞き手 はい
163 A 基本的にオンラインの授業ではそれが大きく出て、 先生の授業、先生自体はすごいちっちゃく映るじゃないですか。 基本的にオンラインの授業ではそれが大

きく（略）先生自体はすごいちっちゃく
映る

使用機材とアプリの制約、情報リテラ
シィの低さは、主体的なオンライン授業
参加を阻害する

参加形態に自由度の高いオンライン授業
の設計、情報リテラシィ教育の重要性

主体的、能動的な受講態度、教員との距
離感を学習者が選択できる仕組み、学習
意欲の増進

164 聞き手 26:42 はいはいはい。
165 A 26:43 スライドの話から始めたけど、なんか雑談始まって先生が楽しそうにしてるなって時は先生見てる方が絶対楽しくて。 雑談始まって先生が楽しそうにしてる

なって時は先生見てる方が絶対楽しく
話者（この場合は教員）の表情や雰囲気
も知りたい

話者の熱量も伝わることによる情報の浸
透度の高さ

不自由なUIだとモニタ越しの授業参加の
意欲を低下させる

166 聞き手 26:52 はいはい。
167 A 26:53 チームスは自分で比率を変えられないので、その、今主題じゃない 元々主題だった、でも今の雑談の主題ではないものが

ずっと大きく映ってるよりも、
チームスは自分で比率を変えられない UIに制約があって、画面表示を自分で切

り替えられないWeb会議アプリ
主体的な参加意欲が減少し、没入感が得
にくい

不自由なUIだとモニタ越しの授業参加の
意欲を低下させる

168 A その、今主題じゃない 元々主題だった、でも今の雑談の主題ではないものがずっと大きく映ってるよりも、 今の雑談の主題ではないものがずっと大
きく映ってる

UIに制約があって、画面表示を自分で切
り替えられないWeb会議アプリ

主体的な参加意欲が減少し、没入感が得
にくい

不自由なUIだとモニタ越しの授業参加の
意欲を低下させる

169 A 体を動かして先生喋ってるところ見た方が その時間は楽しいので、 体を動かして先生喋ってるところ見た方
が その時間は楽しい

対面は身体の操作だけで没入感の向上が
できる

主体的な参加意欲が減少し、没入感が得
にくい

不自由なUIだとモニタ越しの授業参加の
意欲を低下させる

170 A そういう選択ができるのがなんか平面的じゃなくて好きだなって思います。 選択ができるのがなんか平面的じゃなく
て好き

視聴方法の選択が主体的に可能な対面型
授業

対面は固定座席上でも身体操作を伴う能
動的な授業参加を自己完結させることが
可能

一斉授業であっても、教員との距離感を
学習者が選択できる仕組みが学習意欲を
増進させる

171 聞き手 27:23 そこらへんはやっぱり機械とかね、インターフェイスとかだといかんともしがたい制約がありますもんね。
172 聞き手 27:33 ありがとうございます。インタビューの質問自体はこれで以上なので、基本的にはこれで終わろうかなと思うんですけど。

なのでちょっと一旦ここ消しますね。

ストー
リーラ
イン
（現時
点で言
えるこ
と）

・学習者Aは、座学の一斉授業では対面参加、実技系授業ではオンラインやオンデマンドの組み合わせが、自身の学習に効
果的だったと実感している。実技系授業では制作のための空間と時間を確保した個人制作、教員や他の学習者らと制作状況
の確認や意見交換するための対面参加、全学習者の進捗状況をデータで複数回確認できるクラウドサービスを活用し、自主
的・能動的な態度で個別制作、対面参加の方法を模索していた。
対面一斉授業でも、教員の熱量を実感できる状況を学習者主体でつくれる環境であれば、学習意欲を増進させていた。

理論記
述

・個人制作がある実技系の授業では、多様な受講方法を確保して、個別空間での独習、対面会場での教員や他の学習者との
対話、個人制作の進捗を学習者全員で共有することをうまく組み合わせることで、教員や他の学習者との距離感を学習者自
身が選択でき、主体的・能動的な受講態度が醸成され、学習意欲の増進に繋がる可能性がある。個人制作をはじめ個別空間
での独習は、教員が設定した空間と時間から解放される。そのため学習者は表現を介して自分の思考に向き合う時間を獲得
する。
学習者らの制作進捗の共有では、能力差に意気消沈せず、制作意欲を高め合える閲覧方法の構築が必要である。

さらに
追究す
べき
点・課
題

・作業の様子やその結果を学習者同士で共有し意欲向上につながる最適な方法とは？
・情報機器やアプリの習熟度と、オンライン学習の意欲向上とは関連があるのだろうか？
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表７−１：協力者 Bのインタビュー結果（全２ページの１ページ目：SCAT でコーディング済） 

 

インタビュー_音声_20240319_学習者B
2024.03.22 金 午後 7:12 ・ 19分 25秒

質問 番号 話者 Time 発話 データの中の着目すべき語句
それを言いかえるためのデータ外の語
句（語句の言い換え）

それを説明するための語句
（左を説明するデータ外の概念） そこから浮き上がるテーマ・構成概念

質問１ 1 聞き手 00:00 大丈夫かな。動いた。はい。じゃあ 一応今画面共有してるものが大まかなインタビューの内容なので、ちょっ
とこれを一緒に見ながら、質問しながら答えてってもらおうかなと思ってます。 で、まず最初に。インタ
ビューじゃなかった。アンケートでも答えてもらってはいると思うんですけど、今回アイディア生成プロセス
も含めて、他の授業とかでもそうなんですけど、なんかこう、受講したことがあるタイプってどれが当てはま
りますか。

2 B 00:36 対面のみ。ハイブリッド オンラインのみ。自動車学校の教習ってオンラインのみに入りますか。
3 聞き手 00:52 なるほど。いや、もういいですよ。そういうのも全然。はい。
4 B 00:56 じゃあ、オンラインのみのオンデマンドも全部あります。
5 聞き手 01:04 ちなみにこの体験って高校生というか大学入る前までは あれですか。の段階でも全部の受講タイプって経験し

てました？それとも大学生になってからですか。
6 B 01:19 大学入ってからですね。
7 聞き手 01:22 なるほど。
8 B 01:23 何回かオンラインっていうのはあったんですけど、のみっていうのはなかった。
9 聞き手 01:30 はい。なるほど、なかった。大学入る前までは基本は対面のみの授業が多かったって感じですかね。
10 B 01:41 そうです。
11 聞き手 01:43 はい、わかりました。 じゃあ、今年1年間、大学1年生の時に1年間の体験が元になってるかなと思うんですけ

ど、ちょっと次の質問もその中のイメージで全然構いませんので 答えてもらえればと思うんですが。
質問２-1 12 聞き手 01:57 ハイブリッド、ハイフレックスとはあんまり言わなかったかもしれないんで、ハイブリッド授業で全然いいん

ですけど、印象について答えてほしくてですね。
どんなイメージ持たれました？

13 B 02:10 イメージ。
14 聞き手 02:11 はい。例えば大変だったとか面倒だったとか、楽しそうとかなんでもいいんですけど、どんなイメージあった

かなっていうのをまず聞かせてください。
15 B 02:20 はい、なんでしょう。なんか対面だけ、どっちかだけっていうよりかは、自分で選べるっていうのがなんかい

い。
自分で選べる っていうのがなんかい
い

参加する方法に選択肢がある 柔軟な受講方法が主体性・能動性を促
す

自分で選択することは主体性・能動性
につながる可能性がある

16 B いいなというか。なんか 体調とか天気とか、大学から結構離れたところに住んでるので、交通とかも結構止
まったりするのもあるので、そういう時に自分で選べるのはいいなと思いました。

体調とか天気とか／交通とかも結構止
まったりするのもある

参加者の体調、天候、交通状況によっ
て授業参加の方法が変わる

柔軟な受講方法によって外的トラブル
による欠席が回避できる

個人のトラブルだけではなく積雪寒冷
地の交通障害なども、授業参加を途切
れさせる

17 聞き手 02:51 なるほど。あれ、ちょっと待ってくださいね。なんか今変な画面。
質問２-2 18 聞き手 03:13 じゃあ、今ちょっと理由も言ってくれたんで、重複しちゃうかもしれませんけど、改めて、じゃあそういうイ

メージを持たれたのはどうしてかっていうのも教えてください。
19 B 03:23 そうですね。その、高校の時はほぼ対面 だったのもあって、やっぱ体調悪くなったら参加はできないし、で、

その天気とかJRとかが止まったりしてもいけないしってなった時に参加する手段がなくて、授業1個飛んだり
とかしたら、もうその時やったことはもうわかんなくなったりとかして、結構大変だった覚えがあるので、選
べるっていうことで、授業には参加できる ていうのができるのはいいなと思ったっていうこと感じです。

その時やったことはもうわかんなく
なった／授業には参加できる ていう
のができる

欠席した授業内容をちゃんと知りたい 地続きな学びが実現できる 授業参加の途切れが習熟度に影響を与
える仕組みが当たり前になっている

質問３-1 20 聞き手 03:59 ありがとうございます。じゃあ、そのハイブリッドハイフレックス型授業で、 なんかもうご自身の感覚で全然
構わないんですけど、予想以上に大変だった、困った、難しいと感じたことがもしあればでいいんですけど、
教えてください。

21 B 04:16 はい。今回のアイディア生成プロセスの時も、対面の人は紙で 見てるっていう時間に、オンラインの人はその
ファイルを開いて各自分を見てください時間があったと思うんですけど、

22 B チームスの使用というか、 なんか一覧にしてみても、もうなんか全部ちっちゃくなっちゃったりとかして、そ
の1個1個ファイルの開くのも結構大変だったりとかして、

一覧にしてみても、もうなんか全部
ちっちゃくなっちゃった／1個1個
ファイルの開くのも結構大変

オンラインアプリの使い勝手の悪さ 情報リテラシィ教育の重要性／UIの制
約／対面鑑賞の自由度の高さ

身体の動きを工夫することによって向
上する対面の鑑賞に比べ、アプリは限
定された操作での鑑賞のため制約が多
い

23 B やっぱ 対面でざっと見れるっていうような手軽さが実は意外とないのかなっていうのが、結構難しかったし、
大変だったなと思いました。

対面でざっと見れるっていうような手
軽さが実は意外とない

オンラインより対面での鑑賞の良さ 情報リテラシィ教育の重要性／UIの制
約／対面鑑賞の自由度の高さ

身体の動きを工夫することによって向
上する対面の鑑賞に比べ、アプリは限
定された操作での鑑賞のため制約が多
い

24 聞き手 04:56 ありがとうございます。確かにね、それは大変ですよね。しかも画面の大きさとかにもね、左右されたりとか
します。

25 B 05:02 そうなんですよね。
質問３-2 26 聞き手 05:05 はい。 そこの延長戦の話でもいいんですけど、また全然別の話でもいいんですけど、そういう、こう、ハイブ

リッド、ハイフレックス型事業に参加するために、ご自身でなんか工夫したことがもしあればでいいんですけ
ど、 なんかあれば教えてください。

27 B 05:22 工夫したこと。
28 聞き手 05:23 うん、なんでもいいです。ほんとに些細なこととかでも、なんでも良いです。
29 B 05:29 でも、やっぱ1個1個ファイルを開くのは結構時間がかかるので、 1個1個ファイルを開くのは結構時間

がかかる
オンラインアプリの手間のかかり具合 情報リテラシィ教育の重要性／UIの制

約
身体の動きを工夫することによって向
上する対面の鑑賞に比べ、アプリは限
定された操作での鑑賞のため制約が多
い

30 B やっぱ今日は参加できないなって思った時は、前の時間からとか の、自分が上げたタイミングとかで、他の人
のちょっとずつ見るようにはしてました。

前の時間からとか（中略）自分が上げ
たタイミングとかで、他の人のちょっ
とずつ見る

オンラインアプリの使い勝手の悪さや
受講方法によって、鑑賞方法を自分で
工夫するようになった

制約を乗り越えるための工夫が学習の
質を上げる

他の学習者の作品に興味が湧いて全部
見たいと思ったことから工夫が始まる

31 聞き手 05:50 さ、作品をもうとにかく全部見ようみたいな。
32 B 05:54 そうですね、やっぱ結構その他の授業、前回の、その前期の 製図（注：おそらく「表現基礎（描画）」）の授

業だったりとかの時から、やっぱ名前があげられる人、この人が良かったっていう名前が出てくる人は、 結構
なんか偏ってるというか。そう、やっぱできる人の名前が上がってたと思うんですけど、

33 B 05:54 やっぱその文字ハントの時だったりとか、前回までがとってもすごかったわけじゃないけど、今回はすごいっ
て思う人も結構多かったので、

前回までがとってもすごかったわけ
じゃないけど、今回はすごいって思う
人も結構多かった

継続的に鑑賞するから、他の人の成長
がわかる

他者の成長を実感できる鑑賞方法 他の学習者らの成長に興味を持つこと
で、自分なりの鑑賞の視点を持てた

34 B 05:54 やっぱなるべくたくさんの人のものは見たいなと思ってたので、そういう感じにしてました。 なるべくたくさんの人のものは見たい 鑑賞に意欲的になった 鑑賞によって他者の成長過程が分かっ
たことで、鑑賞がさらに高度化した

他の学習者らの成長に興味を持つこと
で、自分なりの鑑賞の視点を持てた

質問３-3 35 聞き手 06:36 なるほど。はい、ありがとうございます。そしたらですね、 そういうハイブリッドハイフレックス型授業に参
加して、授業に対するイメージは何変化したかどうか。変化しなかったっていう話でも全然いいんですけど、
もし変化してるとすれば、どういうところが変化したのかなっていうのをお聞かせください。

36 B 06:59 はい。やっぱ授業はなんか行ってやらなきゃいけないみたいな。絶対にこう 、対面で参加してなんとか受けな
きゃ、それ以外の方法はないって感じだったんですけど、

授業はなんか行ってやらなきゃいけな
い／それ以外の方法はない

他の手段を経験しないと思いつかない 選択肢がないと発想が狭まる 授業参加の途切れが習熟度に影響を与
える仕組みが当たり前になっている

37 B 06:59 どっちでもいいよ、選べるよっていうのは、 やっぱ精神的にもなんか今日は参加できる、できるっていう方法
があるから、じゃあ今日は

精神的にもなんか今日は参加できる 参加方法が自分で選べることによって
意欲が増す

選択肢が多いと発想が広がり能動性が
増す

自分で選択することは主体性・能動性
につながる可能性がある

38 B 07:27 オンラインの方で参加しようかなっていう選択肢があるのは、やっぱ精神面にいいなと思いました。 選択肢があるのは、やっぱ精神面にい
いな

精神的な影響 選択肢が多いと発想が広がり能動性が
増す

自分で選択することは主体性・能動性
につながる可能性がある

39 聞き手 07:35 なるほど。はい。ちょっとそこも含めて深掘りしたいんですけど、 今、精神的ってキーワードは出てきました
けど、そのように変化したのはご自身の考えで全然いいんですけど、どうしてでしょうね。

40 B 07:52 やっぱゆとりがあるというか、選べるというか。 ゆとりがある 気持ちに余裕が増える 選択肢が多いことが精神的安定感をも
たらす

個人のトラブルだけではなく積雪寒冷
地の交通障害なども、授業参加を途切
れさせる

41 聞き手 07:57 なるほど。うん。
42 B 07:58 その対面しかないっていう状態だったら、やっぱ行かなきゃいけない、行かなきゃいけないというか、その、

体調悪かったらいけないから、それはその、授業休んじゃうというか、それに参加できないっていうことにな
るし、

体調悪かったらいけない／授業休ん
じゃう

体調悪いと欠席しか選択肢がなかった 選択肢が多いことが精神的安定感をも
たらす

個人のトラブルだけではなく積雪寒冷
地の交通障害なども、授業参加を途切
れさせる

43 B なんていうんでしょう、オンラインだけだったら、やっぱその、話しながらとか、周りと交流するっていうの
がちょっと大変だったりとかがあって、

オンラインだけだったら（略）話しな
がらとか、周りと交流するっていうの
がちょっと大変

オンラインでは他人と交流しづらい 受講生同士の交流しづらさはオンライ
ン受講のデメリット

44 B どっちかっていうのは、意外と これこうだしなっていう、そのそれぞれのメリット、デメリットとか感じるこ
とがあるので、両方ある と、それが、なんかそれを、それぞれの欠点というかを補い合って、で、それをなお
かつ選べるっていうのがあったからですかね。なんかすごい支離滅裂な話になってるんですけど。

それぞれの欠点というかを補い合って
／選べるっていうのがあった

参加方法が選べることで、それぞれの
参加方法の欠点を自分で補正できる

オンラインと対面を学習者の状況に
よって使い分ける工夫が、学習意欲を
向上させる

授業参加の方法を自分で選択するでき
ること、工夫できることは、主体性・
能動性につながる可能性がある

45 聞き手 09:01 いえ、全然全然。いや、なるほどなと思って聞いてました。はい、大丈夫です。はい、
46 B 09:06 ありがとうございます。

質問4-1 47 聞き手 09:07 じゃあ次が、 今はね、話しちゃったかもしれないんですけど、ハイブリッドハイフレックス型授業と対面型授
業との違いについてちょっと聞いてみたいんですけど、 一般的な対面型授業との違いを多的な言葉で示すと、
なんでしょうか。

48 B 09:31 やっぱり選択肢があるってことですかね。 参加方法が選べる 選択肢が多いと発想が広がり能動性が
増す

授業参加の方法を自分で選択するでき
ること、工夫できることは、主体性・
能動性につながる可能性がある

質問4-2 49 聞き手 09:39 で、その理由も多分さっき言ってたと思うんで、改めてになっちゃうかもしれないですけど、その、言葉に
なったのを もう1回、ちょっとおさらいでもいいですし、やっぱり、その、言葉になったの、なぜかっていう
の、聞かせてください。

50 B 09:52 はい。やっぱ、うん、参加したい。対面だけだと、やっぱ行かないかなきゃいけないというか、行かなきゃそ
れができないし、 行かなかった場合、それはもう、その授業は、その、後から振り返りとかあるかもしれない
ですけど、その日のその授業と、第1回のみんなで受けるその授業っていうのは、その時しか体験できないの
で、

その時しか体験できない 記録動画では味わえないオンタイム体
験の重要さ

同時間で体験することの重要さ オンタイム参加で得られる情報量は多
い

51 B その、その時に、 その体調悪かったとか、何か家から出れない何かがあった時とか、でも、 そのこっちがあ
るからこっちを取ろうとか、そういうことが選べることによって、いいんだ、いけなくても参加できるってい
う安心感というか、っていうのがあるからですかね。

いけなくても参加できる（略）安心感 オンラインでもオンタイム体験ができ
る良さ

選択肢が多いことが精神的安定感をも
たらす

オンタイム参加にはかなわないが、授
業参加を途切れさせない方法が選べる
ことで、学習の継続性が保たれる

質問5-1 52 聞き手 10:56 いや、面白いな。なんか色々逆に言語化されていくと、こっちもなるほどっていうのがたくさんあります。は
い はい。じゃあちょっと次の質問ですけど、 これもさっきちょっと軽く触れてるし、答えを言ってる可能性
はあるんですけど、改めてちょっと聞かせてほしいのは、今回アイデア生成プロセスの授業で、結構こう、配
信の機材を積んで、色々こう、ワゴンで移動してたんですよ。で、どこでもできるように、みたいな感じで、
アリーナでそれを使ったり、デザイン実習室1で使ったりとかしてたりしてたんですけど、 あと、持ってく機
材とかも、ちょっとこう、いくつか変更したりとかして、最後のハイブリッドの時は、モニターまで持ってっ
て、こう、ちょっと、みんなで、こう、 テーブルで座ってやってたりとか、いくつか、ちょっとこう、パター
ンを変えてやったりするの。トータルで、ちょっとこう、今回、研究としては、こう、協創ワゴンって名前
で、こう、 ちょっと構築しようと思ってるんですよね。で、ああいう機材を運搬しながら機材を使っていくっ
ていうことと、他のハイブリッドハイフレックス型授業っていうのはちょっと違いがあるかなって個人的には
思ってるので、そこのちょっと体験された目線で 遠慮なく答えてもらえればと思うんですけど。 率直にどう
でした。こちらに気を使わず、本当に思った通りに言っていただければと思います。協創ワゴンで実施された
アリーナでの対話会やデザイン実習室1での対話会って率直にどうでした。こちらに気を使わず、本当に思っ
た通りに言っていただければと思います。
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表７−２：協力者 Bのインタビュー結果（全２ページの２ページ目：SCAT でコーディング済） 

 

  

53 B 12:36 そうですね。やっぱこの機材を1個1個場所に応じて全部 これとこれをこれを用意してっていうのは結構大変
なことで、その場所を変わった時に今回はこれがないけど。みたいな 感じになってたりとかすると思うんです
けど、ワゴンで全部一体として積んでくことによって、やっぱ運べる全部整った環境っていうのが一個にまと
まってないと、やっぱ見てる時のbgmができたりとか、 そのその時によって音の環境が変わったりとかやっぱ
するのかな。

見てる時のbgmができたり／その時
によって音の環境が変わったり

オンタイム体験の音の重要性 授業の雰囲気づくりでの音楽の有効性 学習者が気持ちをリラックスしながら
学習に集中力しやすくなる授業の仕掛
けづくり

54 B 他の授業をオンラインで受けてても、やっぱ全然音拾ってなかったりとか、何言ってるかわかんなかったりと
かするってことも結構あるので、やっぱ配信機材積んでることで、そういうの全然音声とか 映像とかのストレ
スっていうのがあんまり感じなかったので、そういうのはすごい良かったなと思いました。

（他の授業のオンラインは）全然音
拾ってなかった／何言ってるかわかん
なかった／全然音声とか 映像とかの
ストレスっていうのがあんまり感じな
かった

協創ワゴンで配信された授業は、映像
と音に対して違和感がない

オンライン配信の音声・音質の重要性 オンライン配信で、授業情報の伝達に
音声の質と映像の質が大きな影響を与
えている。

55 聞き手 13:42 なるほど。音に関してはすごい盲点でした。うん、確かに。
質問5-2 56 聞き手 13:54 で、今の話とまた重複しちゃったら、その、重複したって全然構わないんですけど、他のそういうハイブリッ

ド、ハイフレ、ハイフレックス型事業にはないメリットと、あとデメリットもあればぜひ教えてください。
57 B 14:10 そうですね。やっぱものもがあるというか、全部揃った状況、 いつでも同じ状況で、場所を変えても、その全

部その環境があるよっていうのは すごいメリットだと思います。1個1個用意してって、全部セッティングし
て展開して、じゃあやっとどうぞっていうのは、やっぱその場所を変えることに、変えるごとにやっぱそれは
大変。

いつでも同じ状況で、場所を変えて
も、その全部その環境がある（略）の
はすごいメリット

配信場所の状況によってクオリティが
変わらない協創ワゴンの良さ

授業実施場所の自由度の高さ 体験を支える仕組みに興味・関心が増
すことは、学習者自身の学習を俯瞰的
に捉えるきっかけになる

58 B 14:10 作るのは大変だと思うので、それが1個にまとまってるっていうのは、いつも同じ環境ができるっていうメ
リットがあるんじゃないかなと思います。デメリットは特に感じなかったです。

いつも同じ環境ができる 配信場所の状況によってクオリティが
変わらない協創ワゴンの良さ

授業実施場所の自由度の高さ

質問5-3 59 聞き手 14:56 わかりました。はい。 じゃあ、今回体験してもらったそのワゴンで移動しながらのこう、授業っていうのを
もっと良くするために、本当にこれも忌憚のない意見で構いませんので、なんかアイデアがあればぜひ教えて
ください。

60 B 15:19 なんでしょう。なんか私は結構そういう配信機材とかに興味があるので、 なんか授業の最初とか、最初、1番
最初の授業とかの時でも、こういうもので、このこういう協創ワゴンで やって、こういうのやってますってい
うのは聞いてたんですけど、その中身をちょっと知りたいなと思いました。

中身をちょっと知りたい 機材構成、仕組みへの興味 対象と類似した経験があると興味を誘
発しやすい

学習者自身の経験と関連した事柄は、
学習者の興味・関心を増幅させる

61 聞き手 15:46 なるほど。そっか。なんかそう興味持つきっかけとかあったんですか。こういう機材に興味を持たれたきっか
けとか。

62 B 15:56 そうですね。高校の時に放送局に入っていて、 やっぱ全体的にコロナの時期で、その保護者を呼ぶとかそうい
うことができなかったりとか、その、 基本、学校祭ですね、学校祭の時に、そういう保護者を呼んだりとか、
一般の方を呼んだりとかすることができなくて、で高校2年、1年生の時は、学校祭がそもそもできなくて、2
年生の時に かした時も、その体育館の入場者制限とかをかけたりとかして、 全員で見るっていうことができ
ない時に、そのオンラインで、配信で各教室にも流しながら、その体育館とかアリーナでその発表してるのを
見せるっていうのをやった時に、結構、配信機材とかを使ってたので、 そういうのに興味は持ちましたね。

高校の時に放送局／オンラインで、配
信で各教室にも流しながら、その体育
館とかアリーナでその発表してるのを
見せる

自身の過去の経験との関連性から湧い
た興味

対象と類似した経験があると興味を誘
発しやすい

学習者自身の経験と関連した事柄は、
学習者の興味・関心を増幅させる

63 聞き手 16:55 なるほど。結構、じゃあ、苦労されましたよね。多分その高校時代、その、放送局員としては。
64 B 17:02 そうですね。やっぱ何もわかんない状態で、先生方もそういうのに詳しいわけではないので、みんなで試行錯

誤しながら、 ていう形にはなってました。
みんなで試行錯誤しながら 過去の経験の大変さが興味を湧かせた 対象と類似した経験があると興味を誘

発しやすい
学習者自身の経験と関連した事柄は、
学習者の興味・関心を増幅させる

質問5-4 65 聞き手 17:17 そっか、ちょうど同じ時期、まさに試行錯誤してたんで、 こう、同じ試行錯誤してたんだな、違う場所でって
いうのを今思って聞いてました。最後の質問なんですけど、 今回のこのインタビューの全体でもいいですし、
前回やっていただいたアンケートの内容でもいいし、あとはそれこそ授業受けてたの話でも全然構わないんで
すけど

66 聞き手 17:44 なんかこう、気づいたこと、感じたこと、本当にもうなんでもいいです。もうくだらない話でもなんでもいい
んですけど、もし何かあれば最後 教えてもらえればなと思うんですけど、なんかありますか。

67 B 17:58 そうですね、やっぱなんでしょう。後半 体調崩しがちだったんですけど、後期の後半の方がそれでもやっぱ
対面だったらどうしよう、ちょっと単位やばいかもしれない、出席日数足りないかもしれないとかちょっと考
えがちだったんですけど、

体調崩しがちだった 授業参加の選択肢があったことで自身
の体調変化があっても対応できた

柔軟な受講方法が学習を継続させる 授業参加の方法を自分で選択するでき
ること、工夫できることは、主体性・
能動性につながる可能性がある

68 B この授業はやっぱ その方法があるじゃん、じゃあこれでなら出れるなっていうのはやっぱ心の余裕に繋がるの
で、そういうのはすごい 良かったし、

これでなら出れるなっていうのはやっ
ぱ心の余裕に繋がる

授業参加の選択肢があることで、じっ
くりとリアルタイム授業体験ができる

柔軟な受講方法が学習を継続させる 授業参加の方法を自分で選択するでき
ること、工夫できることは、主体性・
能動性につながる可能性がある

69 B そのおかげでなんか安心して授業が受けれるっていう環境だし、 安心して授業が受けれるっていう環境 参加方法の多様さが安心感を湧かせる 柔軟な受講方法が学習意欲を維持させ
る

授業参加の方法を自分で選択するでき
ること、工夫できることは、主体性・
能動性につながる可能性がある

70 B その、話せるっていうような話がどこにいてもできるっていうのがあったので、この授業ちょっと頑張りたい
なって思うことはありました。

話がどこにいてもできる／この授業
ちょっと頑張りたいなって思う

参加方法の多様さが湧かせる授業参加
意欲

柔軟な受講方法が学習意欲を維持させ
る

授業参加の方法を自分で選択するでき
ること、工夫できることは、主体性・
能動性につながる可能性がある

71 聞き手 18:54 なるほど。なんか今ので全てがなんかこう回収された感じがしました。なんかそ、 精神的とか体力的っていう
キーワードがずっとなんか、なんだかよく出てきてたんで、なんでかなと思ったけど、全部今ので回収されま
した。

72 聞き手 19:13 一応アンケート、アンケートじゃないインタビューは以上なので、一旦ちょっとここで録音を切らせていただ
きますね。

clovanote.line.me

ストー
リーライ
ン（現時
点で言え
ること）

・学習者Bは、対面参加を重視していたが、体調不良や雪による交通障害が発生した時はオンライン参加して
いた。オンライン参加または授業記録の後日視聴など、対面以外の参加方法が複数あったことで、欠席による
学習の中断を回避し学習が継続できていた。
・高校の大学祭でオンライン配信経験を持つ学習者Bは、協創ワゴンを用いたハイフレックス型授業の仕組み
を、配信側にいる教員と、受信側にいる学習者の両方の立場で理解しようとしていた。

理論記述 ・授業参加の方法を学習者自身で選択できること・工夫できることは、主体性・能動性な学習プロセスの構築
につながる可能性がある。
・学習者自身の学習体験を支える仕組みに学習者自身が興味・関心を持つことは、学習者が自身の学習を俯瞰
的に捉えるきっかけになる。

さらに追
究すべき
点・課題

・継続的な授業参加を前提としない学習プログラムはあり得るのだろうか？
・情報機器やアプリの習熟度と、オンライン学習の意欲向上には相関があるのだろうか？
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表８−１：協力者 Cのインタビュー結果（全２ページの１ページ目：SCAT でコーディング済） 

 

インタビュー_音声_20240319_C
2024.03.22 金 午後 7:58 ・ 19分 38秒

質問 番号 話者 Time 発話 データの中の着目すべき語句
それを言いかえるためのデータ外の語句
（語句の言い換え）

それを説明するための語句
（左を説明するデータ外の概念） そこから浮き上がるテーマ・構成概念 疑問・課題

質問１ 1 聞き手 00:00 ということで始めてもよろしいですか。じゃあ最初にちょっと確認しときたいんですけど、受講タイプ、今までの授業体験
でどれ体験したことありますか。っていうのをまずちょっと聞きたいんですが。どれ体験しました。

2 C 00:22 これってあれですか。大学の授業全部でですか。
3 聞き手 00:25 そうですそうです。
4 C 00:32 全部あります。
5 聞き手 00:35 はい、わかりました。ちなみに高校の時って全部体験してました？
6 C 00:41 高校は対面のみでした。
7 聞き手 00:45 そうなんですね。
8 聞き手 00:50 コロナのなんか非常事態宣言とかがあった時も基本対面だった？
9 C 00:56 その時は、まず学校自体が休みになって、学校に行かないっていう課題だけが送られてきて、て感じだと。
10 聞き手 01:10 じゃあその時、オンデマンドでもなく、本当に紙の資料が送られてきてみたいな
11 C 01:15 はい、そうでした。

質問２-1 12 聞き手 01:18 なるほど。はい、ありがとうございます。じゃあ早速、大学1年間でこう体験したことの、ちょっとこう、 授業の印象とか
聞いていきたいんですけど、 まずは、ハイブリッド。ハイフレックスってあんまり言わなかったかもしれないですけど、
ハイブリッド型事業にどのようなイメージを持たれてますか。

13 C 01:39 イメージだと、大学生っぽいなっていう。 大学生っぽい 高校までとは大きく異なる授業体験 画一的な学習スタイルからの飛躍 一斉授業の経験が学習意識に与える弊害
14 聞き手 01:44 なるほど。
15 C 01:45 やっぱり高校の時は対面だけだったんで。
16 聞き手 01:49 はい。
17 C 01:50 そういう学校に対面で先生と合わずともしても授業が受けれるっていうのがすごく新鮮でした。 先生と合わずともしても授業が受けれ

るっていうのがすごく新鮮
対面の一斉授業以外の実施形態でも学習
が可能だったことへの驚き

画一的な学習スタイルからの飛躍 一斉授業の経験が学習意識に与える弊害

18 聞き手 01:58 それがあれですかね、次に聞こうと思ってたことないから、どうしてそのイメージを持たれましたかってのは、まさに今
言ったことですかね。

19 C 02:05 そうですね。
20 聞き手 02:07 うん。他に何かあります。ちょっとそれに加えてとかっていうので、追加コメントがあればあればでいいんですけど。
21 C 02:15 どのようなイメージ。楽でいいな、 楽でいいな 参加方法に選択肢があることで、時間を

有効に活用できる
学習者それぞれで行動計画が立てやすく
なる

自分で選択することは主体性・能動性に
つながる可能性がある

質問２-2 22 聞き手 02:21 なるほど。どこらへんに楽さを感じます？
23 C 02:28 楽さは、例えば前後の授業が空きコマだったり、あと移動教室の距離が長いとかだと、 例えばクローバーでいいやとか、

そういう時間の使い方の利便性みたいな余裕とか楽さっていうのが大きいと思います。
時間の使い方の利便性みたいな余裕 参加方法に選択肢があることで、時間を

有効に活用できる
学習者それぞれで行動計画が立てやすく
なる

自分で選択することは主体性・能動性に
つながる可能性がある

質問３-1 24 聞き手 02:52 なるほど。はい、ありがとうございます。 じゃあ、このハイブリッド型授業で予想以上に大変だったら困った、難しいと
感じたことがもしあればでいいんですけど、教えてください。

25 C 03:10 うーん。なんか気になった質問があった時にそれを聞きにくいっていうのはありました。 気になった質問があった時にそれを聞き
にくい

オンライン参加では教員に気軽に声掛け
しにくい

対面形式は声かけの敷居が低い 同一空間では対話が容易

質問３-2 26 聞き手 03:26 あと、工夫したことってありますか。参加するのにあたって
27 C 03:32 工夫したことは、なるべく、例えばオンラインだったらベッドの中では受けないようにしようっていう。 ベッドの中では受けないようにしよう オンライン参加では受講環境を整え集中

力を持続させる必要がある
学習者個人での学習環境整備の重要性 学習者自身で学習環境と集中力を維持す

る工夫が重要
28 聞き手 03:47 ちなみにそれはどうしてですか。
29 C 03:50 やっぱ寝ちゃうんで。聞かないと、やっぱりなんか授業によっては録音が、録画が残んないものもあって。で、資料もすぐ

その日のうちにもらえ、その配布されることもない時があって、そうなるとちょっと大変だった時があったので、そうはな
らないようにだけずっと頑張ってました。

授業によっては録音が、録画が残んない
ものもあって／資料もすぐ その日のうち
にもらえ、その配布されることもない時
があって

オンライン参加では受講環境を整え集中
力を持続させる必要がある

学習者個人での学習環境整備の重要性 学習者自身で学習環境と集中力を維持す
る工夫が重要

30 聞き手 04:20 ちなみに、さっきの質問しにくいって言ってたことに対して、何かこう工夫したりとかしたことありますか。
31 C 04:28 質問はなんか後で先生に聞くこととかもあんましできなくて、チャットとかでは、会った時に聞くか、それか友達にやっぱ

り同じ授業を受けてる子に聞くっていうふうなことはしました。
後で先生に聞くこととかもあんましでき
ない／（あとで）会った時に聞く／同じ
授業を受けてる子に聞く

オンライン参加では教員に気軽に声掛け
できないため、他の学習者らにフォロー
してもらう

欠けた学習過程は他の学習者らと補い合
う

他者と情報共有する方法は口コミで原初
的なままである

32 聞き手 04:51 なるほど。あれですよね。さっきのあった時にってことはこの授業終わった後のどこかの時間ってことですよね。
33 C 04:59 そうですそうです。学校内でとか。

質問３-3 34 聞き手 05:04 じゃあ次なんですけど、ハイブリッドハイフレックス型授業に参加して、授業に対するイメージは変化しました？変化しな
いんだったらしなかったでもいいんですけど、 なんかもし変わったことがあるんだったら、こういうところが変化したと
かっていうのあれば教えてください。

35 C 05:21 うん。私はあんま変わりませんでした。 あんま変わりませんでした 対面での参加が多かったため、ハイフ
レックス型授業でも従来の授業での学習
体験と大きくは変わらない

学習者が自身の性質を理解し、受講方法
を選択している

自分で選択することは主体性・能動性に
つながる可能性がある

36 聞き手 05:26 それはどうしてですかね。
37 C 05:30 うーん。例えばアイデア生成の時とかも授業の受け方って選べたと思うんですけど、でも私は対面を選ぶことがほとんど

で。
私は対面を選ぶことがほとんど 対面での参加が多かったため、ハイフ

レックス型授業でも従来の授業での学習
体験と大きくは変わらない

学習者が自身の性質を理解し、受講方法
を選択している

自分で選択することは主体性・能動性に
つながる可能性がある

38 C そういう、なんだろう、ハイブリッドだからあえてオンラインを選ぼうとかっていうことは自分はしなかったっていうのが
大きくあって。

ハイブリッドだからあえてオンラインを
選ぼうとかっていうことは自分はしな
かった

オンライン参加の特徴を理解しながら、
対面参加に優位性を感じている

学習者が自身の性質を理解し、受講方法
を選択している

自分で選択することは主体性・能動性に
つながる可能性がある

39 C それはやっぱ授業に対してあんまりハイブリッドだからこっちの方がいいとかっていう変化がなかったからなんじゃないか
なって思ってて。

質問4-1 40 聞き手 06:00 なるほど。じゃあ、例えばですけど、次の質問行きますけど、その ハイブリッドハイフレックス型授業と通常の対面型授
業との違いについて聞いていきたいんですけど。はい。一般的な対面型授業との違いを端的な言葉で示すとしたら、 なん
て言いますかね。

41 C 06:32 好きなところで受けれる。 好きなところで受けれる オンライン・オンデマンド型の便利さを
理解

移動や準備の負担軽減が授業内容より優
先される

履修科目が多く過密で、活動が多様化し
ている状況を反映している

質問4-2 42 聞き手 06:35 なるほど。 その言葉になったのはなぜ。って聞かなくてもいいぐらいですけど、あえてちょっと理由を言うとしたら、
43 C 06:46 理由は、すごい納得したのが、Y先生の構成の授業の時に、 オンデマンド形式のことがほとんどで、で、その理由がなんで

かって言った時に、やっぱそれぞれが作業しやすい場所とか、 そのスピード感っていうのが違くて。で、授業内でそれを
できる子もいれば、みんなと一緒じゃなくても自分の部屋でゆっくりやりたい子とかがいるっていう子もいて、そういうの
に対応できるっていうのがあるなって思って。自分もそうだったので、 そこを選べる自由さみたいなのがあると思いま
す。

それぞれが作業しやすい場所とか、 その
スピード感っていうのが違くて／対応で
きるっていうのがある／選べる自由さみ
たいなのがある

実習系授業でのオンライン・オンデマン
ド型の優位性を理解

移動や準備の負担軽減が授業内容より優
先される

履修科目が多く過密で、活動が多様化し
ている状況を反映している

質問5-1 44 聞き手 07:30 ありがとうございます。アイデア生成プロセスの時とかに機材を色々こう運んで、 いつもこう授業してたんですけど、 あ
れちょっと、通称この研究では、協創ワゴンって名前でちょっと今構築しようとしてるんですけど、こういうのと他のハイ
ブリッドハイフレックス型授業との違いについてちょっと聞いてきたいんですが、 協創ワゴンで実施されたアリーナでの
対話会とか、デザイン実習室1での対話会ってどうでした？

45 C 08:10 なんか協創ワゴンが来たことによって、その空間がみんなで話す場になるっていう展開があって、すごい面白いなって思い
ました。

協創ワゴンが来たことによって、その空
間がみんなで話す場になる

移動式配信システムがどんな場所も授業
空間にできる

リアカーで食材を売り歩く行商や移動販
売車と同じように、対面とオンラインか
ら移動式配信システムの元にヒトが集
まってくるイメージ

配信機材を積んだワゴンが対面とオンラ
インをつなげる物理的象徴にもなったこ
とで、学習者らの受講態度にも変化をも
たらした

授業開始前の手続きの習慣化、授業内容
を象徴する機器や装置を設定すること
は、学習者の思考を授業に自然と向かわ
せ、集中力を増進させるか？

46 聞き手 08:23 ちなみにもうちょっとそれ詳しく教えてもらってもいいですか。
47 C 08:28 最近私が個人的に興味にあるものがあって、それとちょっと繋がるんですけど、なんかそれがリアカーでの業商販売なんで

すけど、それみたいに、そのカートが来ることによってそこに人が集まって、でそこで会話が生まれて、で次のことに発展
してくっていう、そのなんか過程がすごい面白いなって思ってて、

カートが来ることによってそこに人が集
まって、でそこで会話が生まれて、で次
のことに発展してくっていう、そのなん
か過程がすごい面白い

移動式配信システムによってどんな場所
でも学習者らと話せることで、新しい学
習が作られる可能性を感じた

リアカーで食材を売り歩く行商や移動販
売車と同じように、対面とオンラインか
ら移動式配信システムの元にヒトが集
まってくるイメージ

配信機材を積んだワゴンが対面とオンラ
インをつなげる物理的象徴にもなったこ
とで、学習者らの受講態度にも変化をも
たらした

授業開始前の手続きの習慣化、授業内容
を象徴する機器や装置を設定すること
は、学習者の思考を授業に自然と向かわ
せ、集中力を増進させるか？

48 C その移動式だからこそ、例えば先生がどっかスカイウェイの途中にそれを置いて話し始めたとして、 で、そこに人が集
まってっていう、もうそれはもう、またそこで授業ができるみたいな、またそれは 目に見えて人が集まるっていう、なん
かなんだろ、ものとしてもワゴンがあるし、それがまたネットで、オンラインで繋がってくっていうのも、その場でできて
すごいいいなって思います。

ものとしてもワゴンがあるし、それがま
たネットで、オンラインで繋がってくっ
ていうのも、その場でできてすごいいい
な

実空間とオンラインで参加する学習者ら
を繋げる象徴として協創ワゴンを捉える

リアカーで食材を売り歩く行商や移動販
売車と同じように、対面とオンラインか
ら移動式配信システムの元にヒトが集
まってくるイメージ

配信機材を積んだワゴンが対面とオンラ
インをつなげる物理的象徴にもなったこ
とで、学習者らの受講態度にも変化をも
たらした

授業開始前の手続きの習慣化、授業内容
を象徴する機器や装置を設定すること
は、学習者の思考を授業に自然と向かわ
せ、集中力を増進させるか？

49 聞き手 09:35 なるほど。あれですね、先輩がお菓子売ってたやつですね、それ。
50 C 09:42 そうなんです。それも最近知りました。

質問5-2 51 聞き手 09:45 そうなんですね。 ちょっとじゃあ話を戻しますけど。はい。今のはコメントとちょっと重複してても全然構わないんです
けど、他のハイブリッドハイフレックス型事業にはないメリットとかデメリットっていうのを感じたことがあれば教えてく
ださい。

52 C 10:05 うーん、デメリットの面だと、やっぱ対面。アイデア生成の時も対面の子が少なくて、やっぱみんなそっちで、楽な方に流
れちゃうのかなっていうちょっとイメージもあって、そこはちょっと残念だなって思いました。選択肢が多いけど、その分
楽もできちゃうみたい。

選択肢が多いけど、その分楽もできちゃ
う

オンライン・オンデマンド型の便利さを
理解／オンライン参加では受講環境を整
え集中力を持続させる必要がある

オンライン参加で高い学習効果を得たい
場合は、対面時とは異なる集中力が必要
になる

オンライン参加の学習者の集中力や参加
意欲の変化を、教員は把握できない

53 聞き手 10:32 メリットってなんか他にありました？
54 C 10:35 メリットは、そのハイフレックスってあれですよね、シェアポイントとかも入りますか。
55 聞き手 10:48 入ります。あと記録動画とかそういうのも入ります。
56 C 10:52 あれはすごく毎回みんなのものをまとめて見れるっていうのと、 毎回みんなのものをまとめて見れる 自分の活動に活かすヒントを他の学習者

の作品を鑑賞することで得る
他者から学ぶことで、次の活動が発展す
る

個別空間での独習とその経過を他の学習
者と見せ合うことは学習意欲を高める

57 C あと次の自分の作品と比較してどう発展していくかっていうアイデア集みたいなものにはなってました。 次の自分の作品と比較してどう発展して
いくかっていうアイデア集みたい

自分の活動に活かすヒントを他の学習者
の作品を鑑賞することで得る

他者から学ぶことで、次の活動が発展す
る

個別空間での独習とその経過を他の学習
者と見せ合うことは学習意欲を高める

58 聞き手 11:08 なるほど、アイデア集ですね。
質問5-3 59 聞き手 11:17 ありがとうございます。協創ワゴンの授業をもっと良くするために、本当にこれは忌憚のない意見で構わないんですけど、

何かアイデアがあればでいいんですけど教えてください。
60 C 11:35 オンラインで受けてた子に、例えば私が対話会で話してるのを聞いたとかって聞くと、音切ってたって言ってる子が結構い

て、
音切ってたって言ってる子が結構いて オンライン参加の弊害／学習の形骸化 他者の対話から学び得ることはないと判

断し、参加だけしている学習者が複数い
る

オンライン参加の学習者の集中力や参加
意欲の変化を、教員は把握できない

無音で参加する意味と学習効果とは？

61 C なんかそれもうちょっと聞いてもすごい楽しいこと、石崎さんとか先生方も話してくれてたから、すごい聞いてほしくて。
それを聞いてもらえるにはどうしたらいいんだろうって考えたことはあったんですけど、まだ出てこないんですよね。どう
やったら音って聞いてもらえるんだろうって。

どうやったら音って聞いてもらえるんだ
ろう

オンライン参加の弊害／学習の形骸化 他者の対話から学び得ることはないと判
断し、参加だけしている学習者が複数い
る

オンライン参加の学習者の集中力や参加
意欲の変化を、教員は把握できない

無音で参加する意味と学習効果とは？

62 聞き手 12:10 なんか初めて聞きましたけど、結構ショックっすね。
63 C 12:17 言っちゃいました。
64 聞き手 12:18 いやいや、全然いいんですけど。そうかと思って。そういう参加の仕方があるかと思って今まできちゃうしな。
65 C 12:27 そうできちゃうから。でも、どうしたらいいんですかね。音を聞いてもらうっていうのは字幕が出るわけでもないじゃない

ですか。その場で
66 聞き手 12:44 そう出たらね。
67 C 12:45 でもそう思うと質問が流れてくるやつあったじゃないですか。
68 聞き手 12:51 はいはい。
69 C 12:52 あれは音切っててもぱって何を今してるんだろうってわかるからすごくいいと思います。 音切っててもぱって何を今してるんだろ

うってわかるからすごくいい
リアルタイムコメント投稿アプリ
（Commentscreen）で表示されるコ
メントは授業状況も把握できた

カメラ、音声、字幕の組み合わせが授業
状況の理解を促進し、オンライン学習者
の理解を向上させる可能性

カメラ、音声、字幕などの多メディアに
よる授業の配信と記録の可能性

カメラ、音声、字幕などの多メディアに
よる授業の配信と記録は、学習者の学習
にどのような影響をもたらすのか？

70 聞き手 13:00 字幕流そうと思えば流せれる機能がズームでもそろそろできるらしいんですよ。
それでやるとあれかな、一応見たこと見たってか話してる内容は理解できるのかな。

71 C 13:19 できますね。
72 聞き手 13:23 なんで音消すんですかね。
73 C 13:25 なんかでも、例えば考えたのが、オンラインで受けるっていう選択肢を取るってことは、 例えばなんか他の課題をやりた

いとかっていう子がいたとしたら、なんか手で作業するじゃないですか。 何をしながら聞いてる。
他の課題をやりたいとかっていう子がい
たとしたら、なんか手で作業する

授業の会話をラジオのように流しながら
別な作業をするオンライン参加の学習者
もいた

多様な参加方式によって、学習者の参加
方法も多様になる／時間の有効活用

カメラ、音声、字幕などの多メディアに
よる授業の配信と記録の可能性

カメラ、音声、字幕などの多メディアに
よる授業の配信と記録は、学習者の学習
にどのような影響をもたらすのか？

74 C 目でずっと見ながら他の音を聞きな。なんか音を聞く。課題をやりながらとかならわかるんですけど、 それなんなんだろ
うってずっと思ってました。話それちゃうんですけど。

75 C となると、きっとラジオみたいに音の方が授業わかると思うんですよ。でも、その音を消してるってことは、
76 聞き手 14:05 いやいや、それは知りたいです。いや、なんかラジオみたいに 聞いてて他の作業してる人はいるだろうなと思うし、そう

いうコメントももらったことがあるので、全然それは予想もつくんですけど、 音を切って画面だけ表示させ、もしかした
ら画面も表示してないかもしれないんですけど、なんかただ居るだけっていう状況を作ってたってことですかね。
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表８−２：協力者 Cのインタビュー結果（全２ページの２ページ目：SCAT でコーディング済） 

 
  

77 C 14:31 なんかそれがもったいないな。
78 聞き手 14:36 確かにもったいないっすね。なんだろう、 言葉じゃ。言葉じゃないと回答できない。なんかクイズとか出しといた方がい

いんですかね。
79 C 14:48 確かにずっとなんか聞いてるだけになっちゃう感じはあったんで、対話会がメインだったじゃないですか、授業の中では。 ずっとなんか聞いてるだけになっちゃう

感じ
長時間の対話をオンライン視聴するの
は、集中力が持続しづらい

対話を聞く学習者らがその対話に能動的
に関われていない

対話を聞く学習者に対話の外にいると思
わせてしまう授業運営をしている／対話
を聞く学習者らがその対話に能動的に関
われる

対話を聞く学習者らが主体的に対話に参
加し、対話が発展する方法とは？

80 C 14:48 それは聞くのが好きな人はいいけど、そうじゃない人は結構長いかなっていう。 聞くのが好きな人はいいけど、そうじゃ
ない人は結構長い

長時間の対話をオンライン視聴するの
は、集中力が持続しづらい

対話を聞く学習者らがその対話に能動的
に関われていない

対話を聞く学習者に対話の外にいると思
わせてしまう授業運営をしている／対話
を聞く学習者らがその対話に能動的に関
われる

対話を聞く学習者らが主体的に対話に参
加し、対話が発展する方法とは？

81 聞き手 15:05 うん、うん、うん、うん、うん、うん。あと、あれですね、以前、何年、 去年とか、一昨年とかだと、オンラインの人も
結構関係なく、対話はしてたんですよ。今回、おそらのくTAの人たちも、ある意味気を遣ったってのもあると思うんです
けど、目の前にいる人たちと直接話した方がっていう意味で、結構、こう、現場にいる人たちを優先してたかなとも思うん
ですけど。
あとは、現場にいる人たちの方が、多分作品が、色々、 聞いてみたい作品が多かったっていう、こう、偶然も重なったの
かもしれないですけど、うん、結果的には、結構オンラインの人あんまり関わらない状態で終わっちゃう会は確かに多かっ
たんですよね。うん、それかな。ちょっとこれはあれですね、こっちの方に宿題があったって感じですね。はい、ありがと
うございます。

質問5-4 82 聞き手  一応質問自体はこれで最後なんですけど。
最後に今みたいな話でもいいし、喋りながら前に言ったことでちょっと追加とかでもいいですし。このインタビューだけ
じゃなくて、前回やってもらったアンケートとか、あと授業体験したことを踏まえてでもいいです。とにかくなんか全体を
通してですね、 気づいたこと、感じたことがあれば、本当にもう些細なことでも良いんで、なんかあればあればでいいん
ですけど、教えてもらえたらなと思います。

83 C 16:44 後期のその授業のひとつっていうアイデア生成の中で、いろんな授業形態を体験できたっていうのはすごく大きかったと思
います。

（ひとつの授業で）いろんな授業形態を
体験できたっていうのはすごく大きかっ
た

多様な受講方法と補助ツール・資料を提
供された授業だったため、学習方法を能
動的に工夫することができた

柔軟な受講方法が学習を継続・発展させ
る

授業参加の方法を自分で選択するできる
こと、工夫できることは、主体性・能動
性につながる可能性がある

84 聞き手 16:54 どのあたりが大きかったですか。
85 C 16:56 やっぱり対面もあるで、オンラインでも繋がれる、先生は記録を取っといてくれて、それを後で見返せるっていう、すごく

いろんないろんなことを試せる授業だったかなっていう。
いろんないろんなことを試せる授業 多様な受講方法と補助ツール・資料を提

供された授業だったため、学習方法を能
動的に工夫することができた

柔軟な受講方法が学習を継続・発展させ
る

授業参加の方法を自分で選択するできる
こと、工夫できることは、主体性・能動
性につながる可能性がある

86 C あと、さっきも話した、みんなの作品を見れる環境を整えてくれてるっていうのが、特に文字とか何回か繰り返してブラッ
シュアップしていくような授業にはすごく、さっき言ったアイデア集みたいな、うん、そういうお助けツールがいっぱい
あって、 作業をやる上では助かりました。

お助けツールがいっぱいあって、 作業を
やる上では助かりました

多様な受講方法と補助ツール・資料を提
供された授業だったため、学習方法を能
動的に工夫することができた

柔軟な受講方法が学習を継続・発展させ
る

授業参加の方法を自分で選択するできる
こと、工夫できることは、主体性・能動
性につながる可能性がある

87 聞き手 17:49 ちなみに、その作品を見るときってどんなふうに見てました。
88 C 17:55 私は全部見てました。1個ずつ。
89 聞き手 17:59 それって、チームスの中で見てました。
90 C 18:02 チームスの中で見てました。
91 聞き手 18:05 大変でした？
92 C 18:07 うーんと、スマホで見ようとすると1個1個開かないといけないんで大変なんですけど、パソコンだとタイルにして ざっと

見てて、で、もっと読みたいのあったらクリックするしっていう、 なんか図鑑みたいで面白かったです。
パソコンだとタイルにしてざっと見て／
図鑑みたいで面白かった

オンライン授業ツールを駆使して他の学
習者の作品を鑑賞

他の学習者の作品を、学習者自身の制作
に活かす資料と捉えている

学習者同士の作業状況や制作内容を複数
回共有することはオンライン、オンデマ
ンド授業でも重要

作業の様子やその結果を学習者同士で共
有し意欲向上につながる最適な方法と
は？

93 聞き手 18:31 確かにスマホで見ると辛いですよね。あれ、そっか。授業の時、シェアポイントっていうのを使ってたんですけど。基本
ズームじゃないチームスで見るのと基本変わらないですけど、一応もっとブラウザーなんで、こう、融通が聞く感じかなと
思って。対話会の時シェアポイントとかで表示してたんですけど、 なんかシェアポイントって使ったことあります？

94 C 18:58 なくて。で、授業の時も正直あんまり使わなくて、未だにどういうものなのかわからず終わってしまいました。 未だにどういうものなのかわからず終
わってしまいました

オンライン授業ツールが有効に使えてい
ない

情報リテラシィ教育の重要性／UIの制約 情報端末の操作の習熟度に沿った情報提
供と資料内容の改善

活用機会を増やすための情報提供、利用
方法の講習、UIの改善の方法とは？

95 聞き手 19:08 なるほど。そっかなるほど。いやいや、全然それでいいと思うんですけど。
ありがとうございました。じゃあ一応インタビューは以上なので、ここで一旦ちょっと、録画を切らせて。
録音か。録音を切らせ。

96 聞き手 19:32 切り方がわからないぞ。ちょっと待ってくださいね。

ストー
リーラ
イン
（現時
点で言
えるこ
と）

・学習者Cは、オンライン参加に理解を示す一方、ハイフレックス授業は全て対面で参加した。オンライン参加には、教員
や他の学習者らとの対話のしづらさ、集中力を持続させる難しさがあると感じていた。
協創ワゴンを、対面とオンラインで参加する学習者らを繋ぐ象徴的存在と捉えていた。さらに学習者らの作品が集まったク
ラウドサーバをアイデア集と捉え、作品制作の参考にしていた。対面で参加しながらオンラインツールも活用し主体的・能
動的な学習を実践していた。
・対面会場の音声を消して、無音状態で授業にオンライン参加する学習者が多数いたという情報提供があった。

理論記述 ・協創ワゴンは、対面とオンラインで参加する学習者らをつなげる役割としてだけでなく、つなげることを体現した物理的
な象徴としても学習者からは見えている。それはリアカーを引いて商売する行商のように、ワゴンの移動先にヒトが集ま
り、交流が生まれる仕掛けと見えている。
・授業の参加方法を学習者自身が選択できることは、主体性・能動性につながる可能性がある。しかし多くの学習者らは、
履修科目が過密で課題も多く、一つひとつの授業に集中して参加しづらい。オンラインで参加する学習者の集中力や参加意
欲をモニタ越しからは把握できない。以上のことから、無音状態でオンライン参加する学習者が多数発生している可能性が
ある。対面会場の対話を傍聴するオンライン学習者に疎外感を抱かせず、その対話に関わっていると感じさせる方法（例：
リアルタイム字幕など）の検討が必要がある。

さらに
追究す
べき
点・課
題

・授業開始前の手続きの習慣化、授業内容を象徴する機器や装置を構築することは、学習者の思考を授業に自然と向かわ
せ、集中力を増進させるか？
・無音状態でオンライン参加する学習者の意図とは？
・オンライン学習者に疎外感を抱かせずに対話に関わっていると感じさせる方法とは？
・カメラ、音声、字幕など多メディアを活用した授業配信と動画記録は、学習者の学習にどのような影響を与えるか？
・作業の様子やその結果を学習者同士で共有し意欲向上につながる最適な方法とは？
・オンラインツールの活用機会を増やすための情報提供、利用方法の講習、UIの改善の方法とは？
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表９−１：協力者 Dのインタビュー結果（全３ページの１ページ目：SCAT でコーディング済） 

 

インタビュー_音声_20240321_D1
2024.03.23 土 午前 00:47 ・ 23分 9秒

質問 番号 話者 Time 発話 データの中の着目すべき語句
それを言いかえるためのデータ外の語句
（語句の言い換え）

それを説明するための語句
（左を説明するデータ外の概念） そこから浮き上がるテーマ・構成概念 疑問・課題

質問１ 1 聞き手 00:00 最初にどんな授業でもいいんですけど、体験したことがあるタイプ。授業のタイプってどれありますか。
2 D 00:14 私は全部あります。対面もハイブリッドオンラインもオンデマンドもあります。
3 聞き手 00:22 ちなみにこの4つってあれですか。高校の時とかにも体験しました。それとも大学に入ってからですか。
4 D 00:29 完全なオンデマンドの先に、動画が用意されてるとか、そういうのは初めてでした。
5 聞き手 00:37 うーん、なるほど。
6 聞き手 00:40 この時も。じゃあ、ちょっとその、完全じゃないかもしれないけど、そういうのは体験したこと。
7 D 00:46 そうですね。私たちの学年、ちょうど、コロナ始まった時に入学だったので、 そういう対策をしないとどうしても授業が

遅れてしまうっていうことだったので、オンラインの、今みたいにズーム での授業がちょっとあったりしました。
8 聞き手 01:04 なんか学校によってやっぱ違うんですね。こことか。
9 D 01:07 そうなんですね。
10 聞き手 01:09 うん。なんか全くやったことないとか、対面だけだったとか、学校に基本的に行かない時はプリントがこう郵送されて、

それを回答するとかっていうことだけだったとかっていう人もいたので、結構高校によっても対応が違うんですね。
11 D 01:30 そうですね。私の学校は結構ありました。
12 聞き手 01:35 大学入る前から少し、ちょっとそういうのにも慣れてたって感じですかね。
13 D 01:39 そうですね。でも全ての授業がそうとかじゃなくて、ある科目がそれで、みたいな感じでしたね。

さっき先生おっしゃってたように。はい。プリント配られてみたいなのもありましたし。
14 聞き手 01:52 なるほど。
15 D 01:53 はい。科目によって違いました。
16 聞き手 01:57 わかりました。じゃあ、次の質問として。

質問２-1 17 聞き手 02:01 高校の時の体験も含めてもらって全然構わないんですけど。ハイブリッドとか、先ほど言ったような、ちょっとハイブリッ
ドプラスオンデマンドの組み合わさったようなハイプレックス型授業っていうものの印象についてちょっと聞きたいんです
けど。率直な印象で全然構いませんので。どのような印象って持たれてます？

18 D 02:21 そうですね。私は結構手軽に参加できるなっていう印象がありますね。対面に比べると。 手軽に参加できる
質問２-2 19 聞き手 02:35 これってどうしてそういうイメージ持たれます？

20 D 02:40 その、対面だと結構強制力が高いじゃないですか。その、参加、 体も拘束されてっていうか、ちゃんとその場にいて、み
たいな。で、先生の話を聞いてだとかだと思うんですけど、こう、 家の中とか、自分がその場所にいなくても受けられ
るっていう点で、まずそう感じました。

対面だと結構強制力が高い／体も拘束さ
れて／ちゃんとその場にいて／先生の話
を聞いて／自分がその場所にいなくても
受けられる

対面授業は拘束と強制を感じ、余計な集
中力を使ってしまう

柔軟な受講方法が学習を継続・発展させ
る

複数の学習者で同じモノを見るからこ
そ、学習者同士で意見交換することの敷
居が低くなる

21 聞き手 03:09 ちなみにその対面の強制力って今言ってたのは、 同じ場所とか。あと、あれですかね、先生の話を聞くっていうその時間
みたいな。

22 D 03:22 そうですね。時間もそうですね。ハイブリッド。そうですね。オンデマンドとかだったら、自分の好きな時間に 受けられ
たりとか。選ぶことがこっちが選択できるので、そう感じました。

オンデマンドとかだったら、自分の好き
な時間に受けられ／こっちが選択できる

学習者自身が受講時間を決められる 柔軟な受講方法が学習を継続・発展させ
る

複数の学習者で同じモノを見るからこ
そ、学習者同士で意見交換することの敷
居が低くなる

23 聞き手 03:40 選択できる。
質問３-1 24 聞き手 03:45 じゃあ、そのハイブリッドハイフレックス型授業でもう本当に個人の体験で構わないですけど、予想以上に大変だったと

か、困ったとか、難しいと感じたことがあればでいいんですけど、教えてください。
25 D 04:02 そうですね。ハイブリッドの授業では、なんか私的には こう、なんか色々アイデアが膨らむかなっていう風に、イメージ

とかアイデアが膨らむかなっていう風に思いました。
それこそ、さっき言ってたように、対面の授業だと強制力が高いというか、いろんなものが拘束されるので、集中はできる
かもしれないんですけど、それ以外のことがあんまり考えられないっていうか、その先生が言っていることが全てとか、
その大きな割合を自分の頭の中で占めて、占められちゃうなっていう風に思ったので、 その、ちょっと拘束が、拘束力が
低いので、色々目に入るものが増えたりとか、頭の中で考える余裕がちょっとできた感じがして、ハイブリッドの授業は、
色々アイデアとか膨らむなっていう風に思いました。

イメージとかアイデアが膨らむ／先生が
言っていることが全て／拘束力が低いの
で、色々目に入るものが増えたりとか、
頭の中で考える余裕がちょっとできた感
じ

対面授業は拘束と強制を感じるが、オン
デマンドやオンラインは参加方法に選択
肢があることで、気持ちに余裕が生まれ
る

柔軟な受講方法が学習を継続・発展させ
る

授業参加の方法を自分で選択するできる
こと、工夫できることは、主体性・能動
性につながる可能性がある

26 聞き手 04:56 なるほど。じゃあ逆にその、大変だったとかっていう、こう、実感とかはあんまりないってことですかね。
27 D 05:05 そうですね。参加が難しいとかは別になかったです。特に私は感じなかったです。

質問３-2 28 聞き手 05:17 なるほど、そういうハイブリッド、ハイブリックス型授業に参加するために。あなた自身が工夫したこととかがあれば教え
てほしいんですけど。なんか工夫したことありますか。

29 D 05:30 それこそ、常になんか白い紙とか用意して、先生が言ってることとか、なんかメモったりとか、こう、なんか 画面の中で
受けることになるので、なんて言うんだろう。さっきの拘束力ともまた繋がるんですけど、逆にその欠点になっちゃう時あ
るじゃないですか。拘束力がないが故にぼーっとしちゃうっていうこともあると思うので、できるだけちゃんと書けるよう
書いたりとかして、頭の中に残るようにはしていました。

白い紙とか用意して、先生が言ってるこ
ととか（中略）メモったり／拘束力がな
いが故にぼーっとしちゃうっていうこと
もある／頭の中に残るようにはしていま
した

オンデマンドやオンラインの参加は対面
参加よりも拘束されない分、メモを取る
など学習者自身が学習方法を工夫する必
要がある

オンライン参加の拘束力の弱さが、学習
方法の能動的な工夫をする余裕を生んで
いる

肩肘張らず楽しい気持ちで参加できる授
業の設計の重要性

30 聞き手 06:12 なるほど、ちなみにそのメモとかって、その後何か活用されたりとかします？
31 D 06:18 そうですね。ハイブリッドの授業。これ授業名出しても大丈夫ですか。 アイディア生成の時にハイブリッドだったのはア

イディア生成だけだったんですけど、ハイブリッドの時にこの人の作品が良かったって 誰々さんとか書いて、後で見返し
たりとか、あとこの人のここがいいっていう、それもインタビューあったじゃないですか。作品に関するそれもちょっとメ
モったりして、 なるほどなっていう風に自分の中で生かすようにしてました。

（メモには）この人の作品が良かった／
誰々さんとか書いて、後で見返した／こ
の人のここがいい／作品に関するそれも
ちょっとメモった／自分の中で生かすよ
うにしてました

（対話会に参加した際）他の学習者の作
品の良かった点などメモをして、後で見
返すことで、自身の学習に活かした

オンライン参加の拘束力の弱さが、学習
方法の能動的な工夫をする余裕を生んで
いる

肩肘張らず楽しい気持ちで参加できる授
業の設計の重要性

質問３-3 32 聞き手 06:55 なるほど、次の質問いきますけど。そういうハイブリッドハイフレックス型授業に参加して、授業に対するイメージって何
か変化しました？変わらなかったら変わらないでも良いですし。
なんか特にここっていう風に限定してもらってもいいんですけど。なんかあれば教えてください。

33 D 07:14 うーん、そうですね。あ、でもすごい気軽に参加しても大丈夫なんだなっていう風には 思いました。最初のそのハイブ
リッドの授業の時に結構緊張してたんですけど、でも受けてく中で なんだろう。

すごい気軽に参加しても大丈夫なんだ オンデマンドやオンラインは気軽に参加
できる

柔軟な受講方法が学習を継続・発展させ
る

授業参加の方法を自分で選択できるこ
と、工夫できることは、主体性・能動性
につながる可能性がある

34 D 07:35 ハイブリッドだからこその良さ。さっきの拘束力もそうですし、あと他の人の作品を同時にこう見れるっていうのが すご
くいいなと思って。気軽に参加しても大丈夫なんだなっていう風に、肩の力がちょっと抜けた感じがします。

他の人の作品を同時に（中略）見れる オンライン授業ツールを駆使して他の学
習者の作品を鑑賞

柔軟な受講方法が学習を継続・発展させ
る

授業参加の方法を自分で選択できるこ
と、工夫できることは、主体性・能動性
につながる可能性がある

35 聞き手 07:56 逆に、あれですか、こう、そうじゃなかった、その、対面だけだった時とか、そういうのって結構大変だったんですか。
36 D 08:04 なんか、そうですね。私なんか結構頑張るぞっていう風に意気込んじゃう時が多いので、なんか、 そうですね、結構疲れ

もするじゃないですか。長く話を聞いてたりすると、そういうのに疲れたなっていう風に思うことは多かったです。 特に
いろんな人の作品を見るとかだったら疲れました。

（私は）結構頑張るぞっていう風に意気
込んじゃう時が多い

オンデマンドやオンラインは気軽に参加
できる

柔軟な受講方法が学習を継続・発展させ
る

授業参加の方法を自分で選択できるこ
と、工夫できることは、主体性・能動性
につながる可能性がある

37 聞き手 08:30 なるほど、その分、あれですね。じゃあちょっと集中力の持続とか、そういう意味では自分で調整できるって感じなんです
ね。

38 D 08:38 そうですね。
39 D 08:40 情報のこれを取る取らないとか選択できる感じはありました。
40 聞き手 08:49 今言ったことともちょっと重複してても全然構わないんですけど。はい。そのように気楽になったと先ほど言ってましたけ

ど、そのように変化したのはなぜでしょうね。
ていうのを改めて教えてください。

41 D 09:00 はい、そうですね。情報の取捨取捨選択ができるように、こっちに結構委ねられる部分が多いと思うので、 そういうの点
ですかね。

情報の取捨取捨選択ができるように、
こっちに結構委ねられる部分が多い

オンデマンドやオンラインは参加方法に
選択肢があることで、気持ちに余裕が生
まれる

柔軟な受講方法が学習を継続・発展させ
る

授業参加の方法を自分で選択できるこ
と、工夫できることは、主体性・能動性
につながる可能性がある

質問4-1 42 聞き手 09:18 次の質問としては、ちょっと今言ってたこととも重複してるかもしれないんで、それは全然気にしないで改めて言ってほし
いんですけど、対面授業、ハイブリッドハイフレックス型授業と対面授業との違いについてなんですけど、一般的な対面型
授業との違いを端的な言葉で示すとなんでしょうか。

43 D 09:43 この受ける生徒側に必要な情報、何かとかの情報の取捨選択を委ねられてる部分が大きいと思います。 情報の取捨選択を委ねられてる部分が大
きい

オンデマンドやオンラインは参加方法に
選択肢があることで、気持ちに余裕が生
まれる

柔軟な受講方法が学習を継続・発展させ
る

授業参加の方法を自分で選択できるこ
と、工夫できることは、主体性・能動性
につながる可能性がある

質問4-2 44 聞き手 09:59 で、その言葉になったのなぜかっていうのは、さっきも言ったかもしれないですけど、ちょっと改めて。はい、言っていた
だけると

45
46 D 10:07 対面の授業だと、やっぱり時間もそうですし、自分の体もその場所にいなきゃいけないとかで拘束される部分があって。

で、そして、 対面なので、自分が見ている景色とかがすごく大きく影響して、自分のアイデアとか、あと、その先生が例
えば言ってることが 大部分を占めてしまったりとかして、アイデアがちょっと広がりにくいなっていう風に自分で感じた
部分があったんですけど、ハイブリッドとかそういうね、体系の授業を受けることによって、 自分が、自分のアイデアが
広がったりとか、すべてその先生が言ってることが全てではないなっていう風に、自分の中で情報を選択することができる
と思ったからです。

対面の授業だと（中略）時間も（中略）
自分の体もその場所にいなきゃいけない
／拘束される／自分が見ている景色とか
がすごく大きく影響／先生が例えば言っ
てることが 大部分を占めてしまったり／
アイデアがちょっと広がりにくい／先生
が言ってることが全てではないなってい
う風に、自分の中で情報を選択すること
ができる

オンデマンドやオンラインは参加方法に
選択肢があることで、気持ちに余裕が生
まれる

柔軟な受講方法が学習を継続・発展させ
る

授業参加の方法を自分で選択できるこ
と、工夫できることは、主体性・能動性
につながる可能性がある

47 聞き手 10:57 今さっき他の質問でも出てたんですけど、自分が今目の前に見える景色みたいなのって結構重要視されてますね。
48 D 11:07 そうですね。なんか結構私、目からの刺激が本当に、特に自分強い人なのかなっていう風に思ってて。それで、例えば自分

の部屋だったら、色々なんか本があったりとか、いろんな色が目に入ると思うんですけど、そういうのを 拾って普段なん
か考えたりとかしてます。

49 聞き手 11:29 なるほど。
50 聞き手 11:32 逆に先ほど言ったように、じゃあそういうこ刺激が。目からの刺激が重要だから。

対面の時にすごい疲れやすいとかっていうのも、そういうとこに繋がってるんですかね。
51 D 11:46 あるかもしれないです。周りの空気とか結構、おっていう風に自分で感じ取っちゃうので、完全に自分の部屋とかハイブ

リッドとかだったら、自分とその画面の中のみで授業を受けることができるので。それも大きかったと思います。
質問5-1 52 聞き手 12:11 ありがとうございます。じゃあ今回アイデア生成プロセスの授業とかで、最新機材をワゴンに入れて、運びながらアリーナ

とかデザイン実習しとか、アリーナの中でもちょっと移動したりとかしながら授業してたというのを覚えてるかと思うんで
すけど、ワゴンのこと、ちょっとこの研究では通称協創ワゴンという風にしてちょっとこう、もっとこう、しっかりとした
構築をしようとしてるんですよ。ワゴンについてちょっと質問したいんですけど。ああいうワゴンを使ったハイブリッドハ
イフレックス型授業と他のハイブリッドハレックス型授業との違いなんですけど、ワゴンで実施されたアリーナでの対話会
やデザイン実習室1での対話会って体験されてどうでしたか。率直な意見を言っていただければと思うんですけど。

53 D 13:09 そうですね。なんだっけ。みんなの作品とかが すぐ個人の手元、スマホとかだけじゃなくて、みんなで見れるのがいい
なって思いました。どんな部屋とか、どんな環境に行っても。
はい、すごいいいなって思いました。

みんなの作品とかが すぐ個人の手元、ス
マホとかだけじゃなくて、みんなで見れ
るのがいいな

共同注視／授業に参加する全員で一つの
作品を鑑賞することで対話が生まれる

複数の学習者で同じモノを見て、その場
で気軽に意見交換をするのは対面でしか
味わえない

同じモノを見て、考えを巡らせることは
オンライン参加でも可能だが、学習者同
士で気軽に感想や意見を表出する機会は
対面参加の方が優れている

オンラインで共同注視を可能にする方法
とは？

質問5-2 54 聞き手 13:32 他のハイブリッド、ハイフレックス型事業にはないメリットとデメリット、もしそれぞれあればぜひ忌憚のない意見で教え
てほしいんですけど。

55 D 13:44 そうですね。デメリットすぐぱっと思いつかないんですけど、メリットとしては、さっき言ったように、全員で1つの画像
とか 動画とか、そういうのを共有できるのがすごくいいなって思いました。

全員で1つの画像とか 動画とか、そうい
うのを共有できるのがすごくいい

共同注視／授業に参加する全員で一つの
作品を鑑賞することで対話が生まれる

複数の学習者で同じモノを見て、その場
で気軽に意見交換をするのは対面でしか
味わえない

同じモノを見て、考えを巡らせることは
オンライン参加でも可能だが、学習者同
士で気軽に感想や意見を表出する機会は
対面参加の方が優れている

オンラインで共同注視を可能にする方法
とは？

56 聞き手 13:58 なるほど。 ちなみに、なぜそこすごくいいなって実感されたんですかね。みんなで1つのもの見るっていう
57 D 14:09 なんか同じ方に注意が見てるのがまずいいなって思ったのと、あと、 それぞれの画面とかだったら、その画面の大きさに

もよるんですけど、なんか違うふうに見えたりもするかなと思って。大きい方がやっぱり こうなってたんだとか。もちろ
んスマホの方がズームできたりとかあるかもしれないんですけど、動かないじゃないですか。みんなで見てるからそんな
に。スマホとかだったら自分で自由に動かせるけど、 動かなくて大きな画面で見れるのがいいかなっていう風に思いまし
た。

同じ方に注意が見てるのがまずいい 共同注視／授業に参加する全員で一つの
作品を鑑賞することで対話が生まれる

複数の学習者で同じモノを見て、その場
で気軽に意見交換をするのは対面でしか
味わえない

同じモノを見て、考えを巡らせることは
オンライン参加でも可能だが、学習者同
士で気軽に感想や意見を表出する機会は
対面参加の方が優れている

オンラインで共同注視を可能にする方法
とは？

58 聞き手 14:46 なるほど、今の話ってもうちょっと広げて聞かせてほしいんですけど、先ほど言ってた自分の、なんつうのかな、 色々拘
束が弱まって、自分のやり方で参加できるっていうことを突き進めていくと、もしかしたら、その、スマホとか、1人1台
端末持ってる中で、同じ場所にいながらも、それでこう、自由に自分でズームしたりとかしてみながら、はい、作者の話を
聞くとか、 そういうこともできた方がさらに良くなるんじゃないかなって今聞いてて思ったんですけど、それと全員で1つ
の情報を見られる違いとかってやっぱあるんですかね。

59 D 15:31 そうですね。そうだ、対話会の点ですごいいいなって 多分思ったんだと思います。1つの画面を見れるのがっていうのも、
同じ方に注意向いてた方がこう話が広がるというか、 こうなんだ、同じものを見ている意識が強まって、あれってこうだ
よねとか、近くにいる人、隣のいる人と話せる、話しやすいなって思いました。受けていて、授業

同じ方に注意向いてた方がこう話が広が
る／あれってこうだよねとか、近くにい
る人、隣のいる人と話せる、話しやすい

共同注視／授業に参加する全員で一つの
作品を鑑賞することで、話題が生まれや
すく、話が広がり、対話が活性化する

複数の学習者で同じモノを見ることで、
意見交換の敷居が低くなる

同じモノを見て、考えを巡らせることは
オンライン参加でも可能だが、学習者同
士で気軽に感想や意見を表出する機会は
対面参加の方が優れている

オンラインで共同注視を可能にする方法
とは？
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表９−２：協力者 Dのインタビュー結果（全３ページの１ページ目：SCAT でコーディング済） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

60 聞き手 16:00 なるほど。だから同じ画面見ながら、こう隣にいる人たちとだよね、こうだよねってこう指差したりとかしながら会話でき
るってのは、1人1台スマホを見ながらこうやってるとなかなかできない感じですかね。

61 D 16:16 そうですね。同じ例えば写真とかを見ていても、ズームする場所が違えば他の場所って気づけないじゃないですか。 同じ
大きさで同じように見てたら、ここってこうだよねにすぐ共感できたりとかできるかなっていう風に思いました。

写真とかを見ていても、ズームする場所
が違えば他の場所って気づけない／同じ
大きさで同じように見てたら、ここって
こうだよねにすぐ共感できたりとかでき
る

共同注視／作品の同じ場所を見ること
で、すぐに対話ができ活性化する

複数の学習者で同じモノを見て考えを巡
らせることによって、学習者同士で意見
交換しやすくなる

同じモノを見て、考えを巡らせることは
オンライン参加でも可能だが、学習者同
士で気軽に感想や意見を表出する機会は
対面参加の方が優れている

オンラインで共同注視を可能にする方法
とは？

62 聞き手 16:35 すごい。それはちょっと思ってもいなかった発見でした。
63 D 16:39 よかったです。

質問5-3 64 聞き手 16:42 じゃあ、今の話の延長でも、全然関係ない話でも構わないんですけど。今回のこういうワゴンとかハイブリッドハイフレッ
クスの授業をもっと良くするためには何かなんでもいいんでアイデアがあれば教えてください。

65 D 17:02 そうですね、さっき言ってたように1つの画面見れるのいいなって思ったのと、あと、私結構音楽流してくださってたの結
構好きで、 なんか多少の雑音とかがあった方が話しやすいし、活発になるのかもしれないなっていう風に思ったので、 な
んか良くするためっていうか、続けてほしいことになっちゃったんですけど。音楽とか、その、同じ画面で見れるとかをそ
のまま続けていった方がいいのかなっていう風に思います。

音楽流してくださってたの結構好き／多
少の雑音とかがあった方が話しやすい

BGMなど授業を活性化させる演出は、
授業の活動に良い影響を与える

授業内容と直接関係ない要素が、学習者
の活動を支える場合がある

学習者が集中と緩和を上手に切り替えや
すくなる学習環境の余白的要素の重要性

66 聞き手 17:37 ちょっと雑談になっちゃいますけど、今年は音楽流してましたけど。去年は流してなかったんですよ。そうなんですね。
うん。あのね、クレームが来たんですよ。

67 D 17:49 そうなんですね。
68 聞き手 17:51 クレームっていうか、ちょっとなんか 集中したいんで、その、音楽が邪魔ですみたいな感じで言われて、ごめんなさいみ

たいな感じで、そういう人が1人でもいるとちょっと流せないなと思って。
69 D 18:07 そうですね
70 聞き手 18:08 流さなかったんですけど、今年も1回ちょっと試しに流してみた時に、誰も何にも言わなかったんで、まあいっかと 流して

ました。
71 D 18:19 そうなんですね。私は結構あった方がなんかbgm感覚でいいなって思ってました。
72 聞き手 18:27 ちょっとね、最初ビクビクで流して、
73 D 18:32 クレームっていうか、あったんですね、意見が。過去に
74 聞き手 18:35 クレームって言っちゃうと、ほんとにもう、なんか 誤解が与えちゃうかもしれない。ちょっと訂正しますけど、なんか本

当に自分が集中したい時に、こう、色々雑音とか、さっきの話とも近いかもしれないですけど、こう、拘束されるっていう
のが、音が、 耳をそれで拘束しちゃうのが苦手なんですみたいな人がいて、なるほどそっか、そういうスタンスもあるか
と思って、じゃあやめますねつって、やめたね。

75 D 19:03 そうなんですね。私は有った方が結構楽しくできたので好きでした。
76 聞き手 19:11 なんかもっと前はね、ノリノリの曲とかかけてた。最近は気を使ってもうちょっとおしゃれなやつを
77 D 19:20 確かにノリノリのやつだとそうですね。おって思う人は多いかもしれないですね。

質問5-4 78 聞き手 19:29 そうなんです、じゃあ最後、もうこのインタビューだけじゃなくて、アンケートとかもそうですし、 授業の体験も含め
て、どっかでもなんでもいいんですけど、全体を通して気付いたこと、感じたことがあれば、 さっき言ったことの重複で
も全然構いませんので、あれば教えてください。

79 D 19:48 私はいろんなこの選択して授業を受ける方法について、この大学1年間で全部網羅したっていう感じだったんですけど、 い
ろんな授業の受け方があって、いいなっていうふうにすごく強く感じました。それこそ、さっきの拘束力の話であったりと
か、自分が見てるものの視覚の情報だったりとかも含めて、うんと、特に、なんか、自分で作るとか、 制作をするってい
うやつ。制作をするっていう授業に関しては、その、オンラインとかオンデマンドでする機会があってもいいのかなってい
うふうに思いました。

いろんな授業の受け方があって、いい
なっていうふうにすごく強く感じました
／制作をするっていう授業に関しては、
その、オンラインとかオンデマンドです
る機会があってもいい

実習系授業は、オンデマンド型で個別制
作し、発表会はハイブリッドで実施する
のが適している

制作は個別、共有は全員と切り分ける／
個人で制作した作品があるからこそ、み
んなで語り合える

学習者それぞれが表出したものを持ち寄
るところから、対話が始まる

80 聞き手 20:34 なるほど。ちなみに、今言った制作する授業では、オンライン、オンデマンドとかを組み合わせるのよかったなっていう
か、そういうがいいなって思った。

81 聞き手 20:45 具体的に実感した状況って、アイデア生成とは限らず、どの授業でどういう実感ありました？
82 D 20:54 そうですね。アイデア生成もそうですし、あと1回製図の授業でもあったんですよね。オンデマンドっていうか。 そうです

ね、オンデマンド。家でやっていいよみたいな時があったんですけど、やっぱりその作るものって、 アイデアの点でもそ
うですし、時間の面でも結構拘束されちゃうって思っていて。学校で全てを全部完結させなきゃいけないってなると、学校
でうまく時間使えればいいんですけど、それで間に合わなかった場合とか、結構焦ってしまうし、その作品の質にも関わっ
てくることなのかなっていう風に思って。でも、家でも作業ができるとか、オンデマンドでも もうできますよっていう風
な授業だったら、そもそも家にいろんなものがあったりとかして、家での作業の時間って結構学校よりは長く取れると思う
ので。 そうですね、家で作業ができるっていうことに関しても、いいなっていう風に自分は思いました。 時間が長くなっ
たり、質にもかかってくることなので。

作品の質にも関わってくること／家にい
ろんなものがあったりとかして、家での
作業の時間って結構学校よりは長く取れ
る／時間が長くなったり、質にもかかっ
てくる

制作はじっくり時間をかけたい。 作品制作に向き合う姿勢 制作に向き合う時間、方法を学習者自身
で決めることで、主体性が育まれる

83 聞き手 22:06 なるほど。先ほどの集中するっていうこととは、なんか自分自身でこう、そういうのを調整するっていう意味では、 やっ
ぱりそのおうちで作業するっていうのが1番適してるって感じですかね。

84 D 22:20 そうですね。私はそういう風に、そうですね、大部分家でやって、あとちょっと学校でできたらっていう風に 思います。
割合で言うと。

85 聞き手 22:33 なるほど、でも確かにそういうスタンスだと、やっぱりそうですよね。全部対面でやるとか、学校に残ってそのままやるっ
ていう状況とは全然違うので。やっぱりこう、自宅と家、自宅とその学校の使い分け的なことで言うと、拘束されない方が
いいですよね。

86 D 22:52 そうですね。すごいそれは感じました。
87 聞き手 22:59 ありがとうございます。質問自体は以上なんですよ。なので、録音も一旦ここ、一旦っていうか、ここで終わらせます。

ストー
リーライ
ン（現時
点で言え
ること）

・学習者Dは、一般的な対面授業を教員によって制御された場だと感じ、極度に集中して参加する傾向があった。本研究が
対象とするハイフレックス型授業では、授業参加の方法を自分で選択できることで、肩肘張らずに参加できた。学習者自身
が時間と方法を決めながら作品制作する個別制作と、制作した作品を鑑賞するハイブリッド鑑賞会を組み合わせた本授業
は、学習者Dの主体性・能動性の向上に貢献していた。特に鑑賞会では、複数の学習者で同じモノを見て、思いを巡らし、
考えを対話で深めることに面白さを感じていた。さらに学習を振り返るために、授業の動画記録やアンケート回答の結果を
活用し、次の活動につながる新しい視点を獲得していた。

理論記述 ・学習者らが作って、見せて、語り合うことを繰り返す学習プログラムは、対面、オンラインに関係なく実技系授業では有
効である。ただし教員が制作時間や内容を管理するような授業ではなく、制作は個人で実施し、見せて語り合うことを全学
習者で実施することが重要である。つまり制作は個別、共有は全員と授業内容を切り分けることで、学習者の活動にメリハ
リができ、主体性・能動性が向上する。
作品鑑賞では、作品の注目ポイントを教員と学習者らが共に考え、語り合える場をつくることも重要である。さらにBGM
を使用するなど授業の雰囲気を緩和させ、学習者らが気持ちにメリハリを作れるようなアプローチも効果的である。

さらに追
究すべき
点・課題

・オンラインで共同注視を可能にする方法とは？
・学習の省察をさらに促す授業記録の方法とは？
・SNSの記事投稿のように作品提出してコメントし合う仕組みは作れるのか？
・スマートフォンやタブレットで参加しても学習の質が保たれるハイブリット・ハイフレックス授業は作れるのか？
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表９−３：協力者 Dのインタビュー結果（全３ページの１ページ目：SCAT でコーディング済） 

 
  

インタビュー_音声_20240321_D2
2024.03.23 土 午前 2:15 ・ 13分 46秒

質問 番号 話者 Time 発話 データの中の着目すべき語句
それを言いかえるためのデータ外の語句
（語句の言い換え）

それを説明するための語句
（左を説明するデータ外の概念） そこから浮き上がるテーマ・構成概念 疑問・課題

（質問5-3
の続き）

聞き手 00:02 すいません、もう1度、同じことになっちゃうかもしれないですけど、言ってもらってもいいですか。

D 00:06 はい。事業のその対面の対話会とかのレコーディングをしてくださったりとか、あと、イチオシアンケートとかの アン
ケート結果を共有してくださるっていうのが、私はすごく良かったです。

対話会とかのレコーディング／アンケー
ト結果を共有／私はすごく良かった

授業記録とアンケート結果を学習の振り
返りに活用している

学習の省察が次の活動のヒントを作って
いる

授業記録の確認は学びの連続性づくりの
サポートをする

学習の省察をさらに促す授業の記録方法
とは？

聞き手 00:25 それ、どの点で良かったんですかね。
D 00:28 例えば特になんですけど、イチオシアンケートとかのコメント、それぞれみんなが文章打ってたりするじゃないですか。

で、誰が良かったとか。
結局そのと対話会の時に生かされるのって、この人が良かったとかぐらいなので、 例えば自分の名前が上がってたりと
か、この人がよかったよっていうのをアンケートとして全部公開してくださることで、この人のここがよかったんだとか、
この人はここの人の こういうところが気に入ったんだなとか、あと、自分の名前書いてくれた時は自分のここがよかった
んだとか、 それこそ対面の時の付箋とほぼ一緒な感じだと思うんですけど、それを対面じゃなくてオンデマンドでも実感
することができるので、コメントとか公開してくださるのいいなって思いました。

アンケートとして全部公開してくださる
ことで、この人のここがよかったんだと
か、この人はここの人の こういうところ
が気に入ったんだなとか、あと、自分の
名前書いてくれた時は自分のここがよ
かった／対面じゃなくてオンデマンドで
も実感することができる

（学習者らが気になる作品を選び、その
選んだ理由を回答する）アンケートに
は、なぜその作品を選んだのかコメント
が書くため、学習者同士で理由を確認し
合える。

学習者同士で学び合うためには、作品を
見せ合い、コメントを言い合うことを繰
り返すことが重要

作って、見せて、語り合うことが対面と
オンラインどちらでも実施できる仕組み

SNSの記事投稿のように作品提出してコ
メントし合う仕組みは作れるのか？

聞き手 01:21 なるほど。いや、あれについて正直あんまりこう、リアクションがなかったので。正直ちょっとどうしていいかがわかんな
い時はあったんですよ。で、チームスとかだと、アップしたファイルってどれぐらいこう、閲覧されたかってのが分かった
りするので。

D 01:41 はい、
聞き手 01:42 閲覧数だけ見て、あ、見られた見られてないとかって思ってたんですよね。
D 01:48 私は結構毎回楽しみにしてて。
聞き手 01:51 ほんとですか。
D 01:52 なんか何回か上がってないのあります？1回ぐらい上がってないの
聞き手 01:57 ありました？
D 01:58 なんかあった気がしたんですよね。前私が確認ミスですかね。
聞き手 02:02 いや、わからない。なんかね、抜けてる場合があるんで、そういう時は遠慮なく言ってほしいんですけど、
D 02:08 多分どっか抜けてたかもしれない。なんか1回上がってないなって思ってました。
聞き手 02:15 あげてたつもりが抜けてる可能性はありますね。
D 02:20 どこだっけな。13回かな。 上がってたのに上がってないって言ってたらすいません。
聞き手 02:27 いやいやいやいや。確認しときます。
D 02:29 どっかなんかサイトでも1個繋がんないとこあったような気がしたんですけど
聞き手 02:37 自分でやってて自分で混乱する節ですね。それ
D 02:43 でも、あれすごい私楽しみにしてました。
聞き手 02:45 ありがとうございます。いや、逆にそうやって活用してくれた方にだからこそちょっと聞いてみたいんですけど、 ちょっ

と当初excelだけアップしてて。はい。見づらいかなと思って ちょっとpdfにしたりと、エクセルとpdfのセットというか
こどっちでも同じ情報だよって言って、見やすい方で見れたらいいんじゃないかなと思って出したりしてたんですけど。ち
なみにその見る時ってどういう状況で見てました？スマホとか。それともパソコンとかですか。

D 03:17 私スマホが多かったですね。先生が投稿はいしてくださる。じゃ、あげましたよって言って、それに気づくのがスマホが多
かったので、 スマホで見ること多かったです。だからpdfの方が私見やすかったですね。

スマホで見ること多かった／pdfの方が
私見やすかった

スマートフォンが情報確認のメイン端末
になっている

学習者のデジタル情報の接点がスマート
フォンに限定されている

スマートフォンで完結する交流方法が基
本とする

スマートフォンやタブレットの画面で成
立するハイブリット・ハイフレックス授
業は作れるのか？

聞き手 03:33 やっぱそうなんですね。スマホでチームとかだと、excel開くの結構大変みたいな感じですよね。
D 03:38 そうですね。なんか横に長くなっちゃったりとかするので。あと、ちぎゅって縮まっちゃったりとか。 そうですね、pdf

の方が私は見やすかったです。
聞き手 03:50 なんか途中で気づいたんですよね。
D 03:57 そうですね。ぎゅってなっちゃうこと結構あるんで、途中で
聞き手 04:01 不思議な表示しますよね、あれって。
D 04:04 なんかね、比率とか気にしてくれないんだと思って。
聞き手 04:07 そうそうそうそう、 自分でね、マイクロソフトさん、自分でこれフォームスで作ってこうやって書き出せるようにしてる

のに、見づらくてどうするんだ。って思う時が。
D 04:22 そう、見づらいですよね。ちょっと
聞き手 04:26 そうなんすよ。なんかね、あんまりスマホに優しくないんですよね。
D 04:30 そうですよね。思いました。この1年ですごい思いました。
聞き手 04:33 Teamsのね、文字もちっちゃかったりとかね。
D 04:39 そうなんですよ。
聞き手 04:41 そうか。いや、なるほど。ちなみにこういうなんかチームズみたいなグループチャットみたいのって、他にもなんか使った

ことあります。
D 04:49 いや、私Teamsがだけですね。使ったことあるの。
聞き手 04:54 多分。もしかしたら、ちょっと将来的に色々こういうグループチャットって、仕事したりとか、他のグループとかに入った

時に使うかもしれないですけど。Teamsが1番使いづらいかもしれない...
D 05:06 あ、そうなんですね。1番優しくないんですね。
聞き手 05:10 そう、パソコンベースだし、wordとかexcelベースでなんか作られてる感じがするので、なんかスマホにあんまり優しく

ないというか。
D 05:21 確かにそうですね。すごい節々で感じました。
聞き手 05:26 たまに、今うちのゼミとかだとdiscordっていう、なんか、実況ゲーマーとかゲーム配信の人たちとかがこう、流行らせた

グループチャットがあるんですけど、それをうちのゼミ生たちがこっちの方が 使いやすいですよつって、それをゼミのグ
ループチャットで使ってるんですけど。一長一短はあるんですけど。でも、文字の見やすさとか、レスポンスのしやすさと
かは全然チームスよりはdiscordの方がいい感じだった。

D 05:56 そうなんですね。全然違うんだ。
聞き手 05:59 そう。気軽にみんなでこういう風に話する時も、もっと気楽に話ができたりとか。そうなんですね。
D 06:05 へえ
聞き手 06:06 元々、元祖で言うとslackっていうのがあるんですけど。はい、slackはもうすごくわかりやすいんですよ。
聞き手 06:17 slackから入った人間だったんで。はい。コロナになった時にうちでTeamsを導入するっていうのも一応提案した側ではあ

るんですけど。元々マイクロソフト365契約してたんで、うちの学校で。
D 06:32 はい。
聞き手 06:32 ああ、じゃあそのまんま1ヶ月で移行できるグループチャットとしたTeamsが1番からこれ入れましょうつって入れた

ちょっと失敗した。
D 06:41 ちょっと失敗だったんですね。
聞き手 06:46 そう、ただでね、入れれるし、なんかこうせこう、なんつうか、準備も短時間で いるから仕方ない部分もあったんですけ

ど、入れてみて、この使いづらさたるや。みたいな。
D 07:02 前に使いやすいの使ってるとなおさら感じますよね。
聞き手 07:06 そうなんです。 だから学生さんたち、これが初めてで、これが全てと思ってると申し訳ないかなと思いつつ、ただ、これ

を基準にね、新しく他のやつを使うとすごい便利とかわかりやすいとかってあるから、それはそれでいいのかなと思い。
D 07:30 そうなんだ。へえ
聞き手 07:33 そうなんです。だから、ちょっと皆さんの中では、授業の中でこういうZoomをね、使うことに対して、結構意見はあった

りするんですよ。
D 07:42 はい
聞き手 07:43 Teamsで完結してくれた方が、やっぱりすごくシームレスに動けるしとか、 応答アナウンスがあって応答したらすぐ参加

できるしとか、あとはやっぱり新しいアプリ入れたくないんで、 そういう色々意見はあって、分かるなとは思いつつ、な
んつうのかな、Teamsだけで完結しちゃうと、この使いづらさが当たり前だと思っちゃうと、なんかそれはそれでなんか
なと思って。

聞き手 08:17 そうなんです。あと、zoomの方は、やっぱりいろんなところではメインはズームなので、 先にこっちで、学校でいる間
に慣れといてもらった方が、それこそいろんな働き方とか、いろんなこう、繋がり方みたいな時に、いろいろ選択肢があっ
た方がいいかなっていう部分もあったんですよ。

D 08:37 なるほど。ずっと疑問だったんですね。どうしてzoomを経由するんだろうっていう風に思ってたんで。
聞き手 08:48 コロナ始まった当初は全部チームスでやってたんですけど、 zoomの方が画質がいいとか、録音技術もいいとか、 あと

色々メンテがされているので、すごいこう、セキュリティ的にも問題が少ないとか、そういうの色々あるんですけど。う
ん、1番はやっぱり、世の中的な、メインストリームの方のはこっちなので。そう、そういうのにもちょっと慣れてもらっ
たり、色々な使い分けが適宜できた方が皆さんにとってもいいかな、みたいな感じでした。

D 09:23 多分どうしてzoom使うんだろうっていう風に思った原因としては、前期でTeamsの会議を使った授業がずっとオンデマ
ンドじゃないオンラインの授業があったので、多分そう感じたんだと思います。私以外の人も。

聞き手 09:42 いや、そうなんですよね。でもね、なんかいきなり1年生始まって、新生活でこういうのも色々あって。ってなったらね、
ちょっとキャパオーバーの人もいるかなと。

D 09:53 はい。
聞き手 09:54 うんうん。基本的にはTeamsにちょっと慣れてもらいつつ、なれ、慣れた頃から、ちょっと色々ね、こう、選択手段が増

えてもいいのかな。
D 10:04 なるほど。
聞き手 10:05 そうなんです。あ、あと、たまにね、どっちもそうなんですけど、ZoomにしろTeamsにしろ、たまに突然使えなくなる

時とかがあるんです。
D 10:14 ああ、そうですよね。
聞き手 10:18 なんか、皆さんに入学するのが去年とか一昨年も、Teamsが全世界的に使えないとかって時期がたまにあって、 そういう

時、Teamsに頼ってる授業だと、やっぱりそれでやっただけだけど、もうダメになっちゃったんですよ。
D 10:34 そっかそっかそっか。選択肢として、ってことですか。
聞き手 10:37 そうそうそうそうそう。なので、一応、福田が担当してる授業は、みんなが体験したようなやり方も もっと前からやって

はいたのでTeamsが使えないとなれば、メールか何かでシェアポイントの方に上がってるよとか、Zoomでやろよみたい
な話をしながら、回避策は色々取ってはいたんですよね。
なので、備えてるっていうところもあるんですけど、あとは、いろんな選択肢があるっていう状況があった方が、何かしら
精神衛生上とかもいいかなみたいな。

D 11:15 そうですね。安心しますね。
聞き手 11:20 そうですよね。そういうのも自分の中で当たり前になってたから、あんまり説明しなかった。
D 11:26 今、すごい納得しました。そうだったんだって。
聞き手 11:32 そうなんです、逆にそのアンケートとか、対話会の記録とかも、一応そういう、振り返りの時とか、あと参加できなかった

とかね、なんかこう、 ラインの不具合でこの授業ちょっと受けれなかったって人が例えばいた時に、それもバックアップ
として使えればなと思ってたんですよね。
そういう想いでやってはいたんで、最近あんまり活用されてないんだったら、これ結構時間かかるので

D 11:59 そうですよね。
聞き手 12:01 なんか、俺のコメントはつけないで、みんなが書いたコメントだけそのままこう、 回答終わった時にボンボンって出した

方がいいのかなとか。対話会の記録自体も 以前はちょっと編集はしてたんですけど、それもやっぱりちょっと時間かかる
んで、今は撮って出しみたいな感じで出しちゃってますけど。あんまり重要ないんだったら、それサーバーも圧迫するし、
やんなくてもいいかなとか、色々考えたりもしてたんですよね。

D 12:29 そうなんですね、私は結構どっちも楽しみにしてました。
聞き手 12:33 いや、ありがたい。そういう生の声を聞けると、ちょっと、うん、意義が。なんとなく。また見出すなんてよかった。
D 12:41 うん。特にアンケート本当に楽しみに、毎回上がるの楽しみに待ってました。
聞き手 12:48 20人ぐらいとかはなんかこう、読者がいるなってのは知ってたんですけど、閲覧人数が20は必ず行ってたので、あげるタ

イミングとかによってこうね、すぐ見れる人と見る人とか見ると、トータルで20、45人30人ぐらいはいるかなと思ったん
ですけど、 100人ぐらい受けてる授業なので、 3割かとか、なんか割合で考えちゃうと。3割か。

D 13:21 そっか。私はでも本当結構楽しみだったんで、欠かさず結果を見てました。
聞き手 13:30 ありがたいです、良かった。なんかちょっと報われた感じがして
D 13:32 よかったです。

ストー
リーライ
ン（現時
点で言え
ること）

（D1に記載）

理論記述 （D1に記載）
さらに追
究すべき
点・課題

（D1に記載）



2023 年度 研究報告書 ハイフレックス型授業で複層化する学⽣の学習意識の調査 

50 

表 10−１：協力者 Eのインタビュー結果（全３ページの１ページ目：SCAT でコーディング済） 

 

インタビュー_音声_20240322_E
2024.03.24 日 午後 4:45 ・ 48分 50秒

質問 番号 話者 Time 発話 データの中の着目すべき語句
それを言いかえるためのデータ外の語句
（語句の言い換え）

それを説明するための語句
（左を説明するデータ外の概念） そこから浮き上がるテーマ・構成概念 疑問・課題

1 聞き手 00:00 いろんな授業のタイプがあったと思うんですけど。
質問１ 2 聞き手 00:06 体験したことがある授業対面のみ。ハイブリッドオンラインのデマンドどれ体験しました。

3 E 00:15 オンデマンド以外。
4 聞き手 00:18 なるほど。はい、わかりました。ちなみに、アイディア生成プロセスの時って 対面であったことあるのは覚えてるんです

けど。なんか他の参加方法ってしました。
5 E 00:32 オンライン。
6 聞き手 00:35 なるほど。
7 E 00:37 どっちも。これってアイデア生成プロセス以外の場合も含めますか。
8 聞き手 00:45 含めてます。はい、自分が経験したことがある。
9 E 00:48 はい。全部あります。
10 聞き手 00:50 全部あいてます。はいはい。 ちなみにその全部って大学生になってからですか。それとも高校の時からそういう経験って

ありました。
11 E 01:03 高校の最初の方はオンラインだったんですけど。
12 E 01:11 で、オンデマンドは大学に入ってからで。
13 聞き手 01:15 なるほど。
14 聞き手 01:17 高校のオンラインって、もちろんあれですよね。多分コロナになって、高校で授業の仕組み考えるってなった時に、高校が

オンラインを用意して、一斉にみんなでそれに参加するみたいな感じですかね。
15 E 01:32 はい。なんか小さいパソコンみたいなのが支給される学校だったので。
16 聞き手 01:42 すごいですね。なんかそういうの用意がいいというか。
17 聞き手 01:49 あれですか、オンラインのそういう授業が終わったらそれ返さなきゃいけないみたいな感じですか。
18 E 01:55 あ、もう渡され、卒業するしてからも自分のものになるっていう感じの
19 E 02:04 chromeブックなんですけど。
20 聞き手 02:07 はいはい。すごいですね。
21 聞き手 02:14 ちなみに高校の時のオンライン授業ってあれですか。先生が黒板の前に立って説明してるのをこう見るみたいな感じです

か。それともまた別な方法でした？
22 E 02:28 はい、でも本当に入学してすぐで誰も仲いい子とかいなかったので、みんな画面つけないで 黙って。で、そのまま時間過

ぎるって感じで。
23 聞き手 02:44 そっか、ちなみに友達ができ始めたのってな、どういう段階だったんですか。その時は難しいですよね。
24 E 02:52 その時難しくて。で、その、最初普通に登校する期間があって、1週間ぐらいで、 1ヶ月もないかな。いや、1ヶ月もな

い。2週間ぐらいオンラインの期間 あって、で、また登校開始なんですけど、その登校開始でやっと仲良くなれたかな。み
たいな。画面に出てくるじゃないですか。

25 E 03:18 その名前が。それで、大体名前覚えてなんか答え合わせみたいな感じで
26 聞き手 03:27 なるほど。
27 聞き手 03:30 面白い。ちょっと余談になっちゃいますけど。はい。この前卒業式があった時に、 今年卒業する学生さんたちも、みんな

やっぱり大学1年生の時に同じような体験してたんですよね。なので、
28 聞き手 03:48 卒業生の言葉みたいのが最後あったんですけど。
29 聞き手 03:52 ウチのゼミの谷口がですね、なんかそれ代表して読んでたんですけど、谷口くんも同じようなこと言ってました。最初 大

学って5月、違う6月ぐらいに授業が始まったんですよ。
入学して1、2か月後は、そのオンライン授業の準備をするための時間として、各自その準備をあててくださいみたいな。

30 聞き手 04:16 で、教員たちはその間にそのTeamsを導入してとか、授業の仕組み考えて。
で、学生さんたちはただただ何もやることがなく1、2ヶ月過ごすみたいな感じだったんですけど、やっぱり最初みんな
やっぱりオンラインみんな慣れてないから、名前だけの表示に戸惑ってたらしいんですけど、

31 聞き手 04:41 大学自体はそんな短時間じゃなくて、本当に1年ぐらいはずっとオンラインでやってたりとかしてたので、
32 聞き手 04:48 2年生ぐらいになってやっと答え合わせしたらしいですよ。
33 E 04:51 1年も！
34 聞き手 04:53 なんかね、そんな話をお礼の言葉みたいなので読んでました。
35 E 04:59 Teamsもそこで導入したんですね。
36 聞き手 05:02 そうですそうです。うん。microsoft365は元々使ってたんですけど、 でも基本的にはなんかメールとかぐらいしかみん

な使ってなくて、 一応授業の中でシェアポイントとかで提出する場所として使ってたりとか、資料配るときとかにそれ
使ってたりはしてたんで、

37 聞き手 05:27 Teamsが、ちょうどその前の年ぐらいにマイクロソフトが作ってて、 なんかグループチャットもできるらしいね、みたい
になってたんですよね。

38 聞き手 05:39 コロナになって、いや、これはもういっそやっぱTeams入れてやりましょうよみたいになって導入した。
39 E 05:47 新しいんですね、割と。
40 聞き手 05:49 そうそう、本当に3、4年前から今の仕組みになってるって感じですかね。

なので、今回インタビューしてるこの研究も、ちょうどそのぐらいから始めてるんですよ。最初は本当にオンラインだけ
だったので、 こういうことはあまりやってなかったんですけど、対面もオンラインも選べるみたいのがその、2年生ぐらい
になってきて。

41 聞き手 06:17 できればオンラインだけど、実技とか、どうしても対面でやった方がいいみたいな話になったやつに関しては 対面とかっ
てやってたんですけど、なんか色々選べた方がいいかなみたいなところで試行錯誤して2、3年経つって感じですかね。

42 聞き手 06:38 じゃあ、ちょっとインタビューに戻しますね。
質問２-1 43 聞き手 06:42 じゃあそういう体験をした上で、印象についてちょっと聞いてみたいんですけど、ハイブリット、もしくはハイフレック

スっていう、そのオンデマンドとハイブリッドを合わせたような仕組みとかをちょっと総称してハイブリッドハイフレック
ス型授業っていうことにしてしてるんですけど、 そういうのってどんなようなイメージ持たれてますか。

44 E 07:06 ハイブリッド。
45 聞き手 07:08 うん、なんでもいいですよ。もう率直に言って、
46 E 07:10 なんか。うん、好きな場所で参加できて、 好きな場所で参加でき ハイブリッド型は参加する場所を学習者

が自由に選択できる
参加する場所を学習者が選択できるハイ
ブリッドは好印象

多様な参加形態の選択が可能な授業は学
習者らの意欲を増進させる

47 E 07:18 いい印象ではあります。 いい印象
48 聞き手 07:21 ちなみに、いい印象のいいってのは、先ほどの好きな場所っていうのもあると思うんですけど、他にもなんかあったりしま

す？
49 E 07:29 うん。その日のコンディションが悪い時は家で受けたいし、なんか誰かと話して何か得たい時とかだったら、現地に行った

方がいいと思うし。 で、実際自分もそうしてたので、
その日のコンディションが悪い時は家で
受けたい／誰かと話して何か得たい時と
かだったら、現地に行った方がいい

学習者自身の体調、気持ちを基に参加形
態が選べる

参加する場所を学習者が選択できるハイ
ブリッドは好印象

多様な参加形態の選択が可能な授業は学
習者らの意欲を増進させる

50 E 07:55 どのようなイメージ。なんか言葉のイメージだけで聞いたら、なんか。
51 E 08:01 なんかあんまり、なんか近寄りがたいっていうか。カタカナだし、強そうだし、言葉が

質問２-2 52 聞き手 08:10 なるほど。はい。いや、大丈夫です。ありがとうございます。じゃあ、体験した上での話で全然構わないんですけど、 な
んか、今言ってた良い印象ということで、好きな場所でとかポジションとか選べる、対面もこう話したい時に選べるとかっ
ていうのはあったと思うんですけど、 そういう理由だってことと、全然話は重複してもらって構わないんですけど、どう
してそういうイメージを持たれたのかなっていうのをぜひ少し詳しく教えてください。

53 E 08:40 いい印象だっていう。やっぱ自由だからですかね。 やっぱ自由だから ハイブリッド型は参加する場所を学習者
が自由に選択できる

参加する場所を学習者が選択できるハイ
ブリッドは好印象

多様な参加形態の選択が可能な授業は学
習者らの意欲を増進させる

54 聞き手 08:50 自由っていうのは何が自由なんですかね。
55 E 08:54 参加方法、うんなんだろうな。対面で参加したい時は参加したいし、対面で参加したくない時は参加したくないのでそこを

自分で選択。
対面で参加したい時は参加したいし、対
面で参加したくない時は参加したくない
のでそこを自分で選択

ハイブリッド型は参加する場所を学習者
が自由に選択できる

参加する場所を学習者が選択できるハイ
ブリッドは好印象

多様な参加形態の選択が可能な授業は学
習者らの意欲を増進させる

56 聞き手 09:26 ごめんなさいね。対面で参加したい時としたくない時って、 もうちょっと詳しく、こう、どういうふうに、何を基準にそ
ういうするしないって決めてるのかなっての、なんかあったりします？

57 E 09:41 参加したい時は色々あるんですけど、なんかこれ今回は頑張ったぞ。っていう時とかは持っていって、 意見とか欲しい
し、他の人もどんなものを作ったのか気になるし、あと、 コメントを直で聞きたい時とか、あと、人と話したい時とか。
で、参加したくない時は、話したくない時とか、あんまり人と話したくないなっていう気持ちの時とか、あと、 うん、あ
んまり自分がやったものに満足がいってない時とかは、なんか、周りのなんすごい作品たちを見て、 自分はなんでダメな
んだとか。

これ今回は頑張ったぞ。っていう時とか
は持っていって、 意見とか欲しいし、他
の人もどんなものを作ったのか気になる
／コメントを直で聞きたい時／人と話し
たい時／あんまり人と話したくないなっ
ていう気持ちの時／あんまり自分がやっ
たものに満足がいってない時

成果物の完成度が、授業参加方法の選択
に影響を与える

成果物の完成度や納得度合いによって、
参加方法を変更する

多様な参加形態の選択が可能な授業は学
習者らに参加目的を意識させる

58 聞き手 10:41 じゃあ、結構あれですね、実習系の授業とかで、やっぱこう、自分がやってきた
59 E 10:55 音いま。一時的に聞こえなかったです。
60 聞き手 10:58 ごめんなさい。 自分のその、成果物の出来の納得度合いとかによっても、やっぱ結構大きく変わるって感じですかね？
61 E 11:08 変わってました。

質問３-1 62 聞き手 11:13 なるほど。そういう、感覚的なこととかもあると思うんですけど、実際その 授業参加中の試行錯誤についてきてみたいん
ですけど。
はい。ハイブリッドハイフレックス型事業で予想以上に大変だった、困った、難しいと感じたことがあればでいいんですけ
ど、あったら細かな話でもなんでもいいんですけど、ぜひ教えてください。

63 E 11:38 予想以上に大変だったこと、なんだろう、多分あると思うんですよ。オンラインで参加するときに、zoomでの参加の仕方
がちょっと難しくて、 慣れてないので音が全く聞こえなかったり、ミュートの仕方がわかんなかったりとかありました
ね。

zoomでの参加の仕方がちょっと難しく
て、 慣れてないので音が全く聞こえな
かったり、ミュートの仕方がわかんな
かったり

慣れないアプリに対する抵抗感 使用目的が不明なアプリ、使用頻度が少
ないアプリの習熟度は高くならない

慣れない操作が伴うアプリは、事前講習
が必要となる

学習者は普段から多量の情報に囲まれ情
報を単純化して処理したい

64 聞き手 12:32 これはあれですか、最後までそんな感じでした？それとも途中で何かこう変わったこととかありました？
65 E 12:39 ただ、オンラインで参加したのが1、2回ぐらいなので、いやもうそれはもう気にしないでそのままやってた気がします

な。とりあえず聞こえればいいやと思って。
質問３-2 66 聞き手 12:58 じゃあ今の話にもちょっと繋がるかもしれないし、対面で参加した時とかでも全然いいんですけど、なんかこう、 ハイブ

リッドハイフレックス型授業に参加するために工夫したことがあれば教えてください。
67 E 13:12 工夫したこと、うーん。
68 聞き手 13:24 実際にその場とかその時間じゃなくても、その前後とかでもいいですし、 参加するにあたってこんな準備したとか、あと

あとこういうことしたとかでも良いし、そのやってる最中の行動の時に、こういうの気にしてたとか、気をつけてたとかで
も良い。

69 E 13:47 なんか、対面に行くときは、ちゃんと準備するんですよ、ちゃんと。
70 聞き手 13:53 ちゃんと、はい。
71 E 13:56 だから、工夫したこと。工夫したことなのかわかんないんですけど。

うん。対面でする時も、しっかり準備とか固めて行ってました。オンラインに。
72 聞き手 14:14 はい、ごめんなさいね。そのちゃんととかしっかりっていうのはどんな、具体的にどんな準備してたんです。
73 E 14:23 その成果物のちゃんと説明できるように、そのプロセスだったりを説明できるようにしておきました。 （対面に行くときは）成果物のちゃんと

説明できるように、そのプロセスだった
りを説明できるようにしておきました

作品制作のプロセスを整理してから対面
参加していた

対話への目的意識を持って対面参加して
いた

対話が前提となっている授業では意欲的
な準備を心がける

74 聞き手 14:44 オンラインの時はどうでした？
75 E 14:46 オンライン時は説明する相手もいないので、だから普通に、普通にって言ったらあれだな、そこまで 誰かに見せるってい

うモチベーションがなかったので、 あんまりなんか、よし、これは納得だ。っていう形ではなかったかと思います。
（オンラインだと）そこまで誰かに見せ
るっていうモチベーションがなかった

オンラインでは制作プロセスを整理しな
いで参加していた

対話への目的意識が持てずにオンライン
参加していた

対話の意識が薄まる参加方法では、消極
的な準備になる

質問３-3 76 聞き手 15:23 ありがとうございます、高校の時にオンラインとかの体験はあったと思うんですけど、ハイブリッドハイフレックス型授業
にとりあえず ね、大学とかで参加し始めたと思うんですけど、授業に対するイメージって なんか変わりました？変わらな
かったら変わらなかったっていいですし、細かなところでなんかちょっと一部こういう風になったとかでもいいです。なん
でもいいのであれば教えてください。

77 E 15:50 もう本当に高校の時はもう本当に面白くなかったんですけど、大学でやってみて、なんか学ぶ内容が違うからなのかもしれ
ないんですけど、得るものが大きかったです。あと楽しいし

78 聞き手 16:07 どんなものを得れて、それが大きかったんですか。
79 E 16:11 どんなもの。内容だと思います。私の場合は、 内容とか、あとコメント。自分がやったものとか、みんながやったものに

コメントしてくれたり、 反応があるのが楽しいって思う要素だったと思います。
自分がやったものとか、みんながやった
ものにコメントしてくれたり、 反応があ
るのが楽しいって思う要素だった

自身の作品について他の学習者から反応
があることが楽しかった

様々な参加方法で受講する学習者らのコ
ミュニケーションする場として機能して
いる

様々な参加方法で受講する学習者同士が
対話する方法の模索

80 聞き手 16:34 それは対面だろうがオンラインだろうが、そういう何らかの反応があるってことがすごく 良かったって感じですかね。
81 E 16:45 そうです、なんか参加してる感がある感じが。
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表 10−２：協力者 Eのインタビュー結果（全３ページの２ページ目：SCAT でコーディング済） 

 

82 聞き手 16:48 なるほど。
83 聞き手 16:53 ちなみに、なんか具体的な例とかって思い浮かべます？どういう反応があった時に良かったなと。
84 E 17:02 どういう反応があった。なんだろう。イチオシアンケートとかの コメント返しとか。あとなんだろう。この人の名前が多

かったねみたいな感じで出るやつあるじゃないですか。 あれがあると楽しかったです。
イチオシアンケートとかのコメント返し
／この人の名前が多かったねみたいな感
じで出るやつ

アンケートで多くの回答者にピックアッ
プされた学習者の名前が表示される機能
と、アンケートコメントに教員が返すコ
メントに興味を持っていた

授業以外で教員とコミュニケーションす
る場を設ける／授業とは直接関係ない話
題でもやり取りする

学習者らの意欲向上を多角的なコミュニ
ケーション方法で支援する

85 聞き手 17:30 なるほど。ちなみに他の授業とかでも多分色々反応とかあったと思うんですけどそういうので、何かこう、印象に残ってる
ものとかありますか。

86 E 17:45 他の授業の。オンラインとか対面ですか。
87 聞き手 17:51 なんでもいい。
88 E 17:57 なんか自分の作品をgoogleフォトのアルバムにみんなが出していって、で、それを一覧で見れるやつとか楽でしたね。

Teamsこの授業みたいな展開図とかをチーム のファイルに入れていって、で、それを見るのって結構なんだろう見づらく
て、googleフォトに入れる授業があったんですけど、それはもうスクロールするだけで見えて、あと写真を押したらその
まま写真を押して横にスワイプしてったら、どんどん作品が見れるので、それはすごい楽でした。

自分の作品をgoogleフォトのアルバム
にみんなが出していって、で、それを一
覧で見れるやつとか楽でしたね

学習者らの作品を閲覧するのに適してい
るネットサービスの比較

情報の一元的管理／わかりづらいUIによ
る混乱

煩雑にならない授業情報の管理と共有

89 聞き手 18:48 うん。ほんとにあれですよね、Teamsって使いづらいですよね。 そういう意味で、一応なんかシェアポイントとかも こ
う、組み合わせて、とは思ってるんですけども、microsoft自体が正直あんま好きじゃないので、いや、本当だったらそう
いう風にしたいんですけど、出すとね、ちょっとね、セキュリティ上問題もあったりするから、こう、たしかしだなって感
じだったりするんですよ。
あと、なんかね、いろんなアプリに広がるのあんまりこう好きじゃない人もいるんですよね。

90 E 19:26 だから、googleアカウント作り直したりとかしてました。そのために。
91 聞き手 19:32 なるほどなるほど。ちょっと余談ですけど、これもまた余談になっちゃいますけど、 googleを使うこと自体も多分将来的

には便利になるとは思うんですよ、皆さんにとって。で、今回もzoomですけど、 さっき慣れな慣れなかったって話もあ
るんですけど、zoomをあえて使ってる理由もちょっとあって。本当はTeams内で全部完結してもいいんですけど、1年生
の皆さんが多分これから将来的にこういう、テレワークも含めてだけど、いろんな環境に慣れてくときに、実はzoomの方
がメインストリームだったりするので、 Teamsって逆にマイノリティなんですよね。しかも組織の中の閉じた状態だとす
ごく使い勝手いいんですけど、他の人たちとやり取りするときってすごく使い使って悪いんで。

92 聞き手 20:29 グループチャットとかで言っても、slackってやつがあったり、っていうのがあったりとか、色々あるんですけど、全部1
個で済むのは楽なんですけど、 それぞれ一長一短があるので、いろんなこと試せたらいいかなっていうので、zoom使っ
たりとか、あと、あんまり外に情報が出ない範囲であれば、皆さんの個人情報とか出ない範囲であれば、 googleも使って
いいかなと思って、googleサイトで授業の内容紹介したりとかもしてたりもするんですよ。なので、 ちょっとね、煩雑か
もしれませんけど、そういうのにちょっと慣れとくとと、皆さんにとってもいいかな、ぐらいな感じなんですよね。

93 E 21:15 グーグルサイトすごい便利でした。 グーグルサイトすごい便利でした 授業の情報を掲載するWebサイトがある
ことの意義

情報の一元的管理 煩雑にならない授業情報の管理と共有

94 聞き手 21:17 あ、あれ便利でした？
95 聞き手 21:21 いや、本当はね、あのまんまそこで、提出して、googleフォトに行ったら1番楽なんですけどね、でもなんか多分、意見

がずれる時があると思うんですよ。そこって
96 E 21:39 プラットフォームが、
97 聞き手 21:40 あ、はい、どうぞどうぞ。
98 E 21:42 管理が大変ですよね。
99 聞き手 21:46 管理大変ですね、管理はでも、そこまででもないですけど、やっぱりTeamsとかだと、提出された人とかの、こう、紐付

けができるので、誰がいつこれを出して、どう修正したかっていう、こう、タイムスタンプが残るので、
100 聞き手 22:06 それはそれで、皆さんにとっても、思わず消されちゃったとか、間違いがあって消されちゃったとかって時も、バックアッ

プできてはいるので、なんとかなるんですよね。
101 聞き手 22:17 30日間ぐらいは履歴戻せるはずなんで。はい、そう言う意味では、ゴミ箱に入ってても30日間ぐらいはほっとかれるはず

なんですよね。うん。被害はあんまり出づらいかなと思ってるけど、使い勝手が良くない。そこだけです。
102 E 22:43 提出場所間違えたりとかあったんですよ。結構重めの提出物の提出先を間違えちゃって、話しに行って お願いしますって

言って提出ってことにしてもらったりとか。ちゃんと期限内には出してたんですけど、その提出場所間違えてたってあっ
て、泣きながらお願いして。

提出場所間違えたりとかあった クラウドサービスへの作品提出で間違い
が発生しやすい

情報の一元的管理／わかりづらいUIによ
る混乱

煩雑にならない授業情報の管理と共有

103 聞き手 23:20 でもね、こういう クラウドサーバー系を使うとね、一応、提出時間内に出しましたよも、ちゃんと証明できますもんね。
ちゃんとタイムスタンプに残るから、嘘は言ってないというか、ごまかしてないってのはわかるから、提出した場所が違っ
たってことだけでね、なんとかなるっていうのもあったりするんで。そういうのはね、結構こっち側の管理としては、すご
く楽なんですよね。

104 E 23:50 うん、確かに。
105 聞き手 23:53 以前はね、もっとゆるゆるなサーバー使ってたんですよ、学校で。その時はもうね、平気でね、みんな自由に移動できる

し、履歴も残んないし、 なんか他の人がこう、上書きしてもなんかわかんないんで、もう生前説でこう運営されてて、 た
まにおそらく誰か嫌な人のやつ消してたんじゃないか疑惑もたまにあったりとかして、

106 聞き手 24:21 ほとんどうちの学校だとそういう人いなかったから成り立ってはいたんですけど、今から考えたらすごく牧歌的な、みんな
そういうのしないだろうっていうので成り立ってて

107 E 24:34 危うい。
108 聞き手 24:35 そうそう、危ういんですよ。いい文化ではあるけど、危うくて、そこにウイルスとかのファイル入ってたら1発でアウトだ

よね。みたいな
109 E 24:48 ほんとですか。
110 聞き手 24:49 もう毎日感じてます。
111 E 24:51 へーそうなんだ。
112 聞き手 24:53 誰も嫌なこと言わないので
113 E 24:56 そうなんですね。
114 聞き手 24:59 そっかそっか。すいません。じゃあちょっと話をまた脱線しちゃったけど戻すけど、 授業に対するイメージがどう変化し

たかで今色々言ってくれてたんですけど、その変化したなんか理由とかきっかけとかって 話が重複しててもいいんですけ
ど、なんかあったりします？

115 E 25:18 うん。やっぱ内容が楽しいのと、反応が返ってくることですかね。 内容が楽しいのと、反応が返ってくるこ
と

大学のハイブリッド・ハイフレックス型
授業の工夫が、授業参加の意欲を増進し
ている

大学の教員らは、ハイブリッド・ハイフ
レックス型授業設計に工夫している。さ
らに教員と学習者らと何らかの形で対話
できる仕掛けがある授業となっているた
め、学習者の授業参加の意欲を増進して
いる。

工夫された授業は、学習者らの意欲を向
上させる

116 聞き手 25:29 ちなみにその楽しさってなんていうんですかね、 何と比較してですかね。さっきの高校の時の話はあったんですけど、
やっぱ高校の授業との比較って感じですかね。

117 E 25:41 そうですね、オンラインだったことがその時ぐらいなのでオンデマンドの時はもう本当に動画見るだけだったので、何の反
応もないし、内容も面白くないしで、 それで楽しくなかった。

オンデマンドの時はもう本当に動画見る
だけだったので、何の反応もないし、内
容も面白くないしで、 それで楽しくな
かった

動画を見るだけの授業は孤独でつまらな
い

授業に参加する人たちとの対話や学び合
いがある授業が魅力的である

学習者らの主体性・能動性を向上させる
ハイブリッド型授業の仕組みづくり

質問4-1 118 聞き手 26:13 大学の授業、ここのやつも含めてでもいいんですけど、今まで経験したそのハイブリッド、ハイブレックス型授業と対面型
授業との違いについてちょっと聞いてみたいんですけど、 一般的な対面型授業との違いを、端的でもなくてもいいんです
けど、なんか言葉で示すとしたらなんでしょう。

119 E 26:38 一般的な対面型授業？
120 聞き手 26:41 例えば教室に行って、はい、先生が前にいて一斉に何かやるとかでもいいですし、同じ場所にいて、みんなでこう、 90分

なら90分同じことするとか、作業するとか。一般的に言われてこ、その場に行って、その時間一緒に その同じ内容をや
るっていうのと

121 E 27:10 オンラインでも対面でも常にベストコンディションでいられるので合ってる？待って
122 聞き手 27:24 うん、合ってます。
123 E 27:28 うん、そうなんだろう。オンラインはオンラインで、 なんか参加するぞって気持ちがなかったら、どんどん流されていっ

ちゃうし。でも、ちゃんと参加するっていう姿勢を持てば、コンディション悪い時の対面よりも得られるものが多いと思う
んですよ。それこそ、メモすることが自分のタイミングでできたりうん、一旦。一旦なんだろう。聞くことをやめて、あ
れってどうだったっけな。みたいなこと考えたりとか。その、自分のやる気次第でオンラインでも対面でも、どっちも何だ
ろう。自分のやる気次第で、なんて言葉繋げたら良いかわからないんですけど。

オンラインはオンラインで、 なんか参加
するぞって気持ちがなかったら、どんど
ん流されていっちゃう／ちゃんと参加す
るっていう姿勢を持てば、コンディショ
ン悪い時の対面よりも得られるものが多
い／メモすることが自分のタイミングで
できたり／聞くことをやめて、あれって
どうだったっけな。みたいなこと考えた
り

コンディションが悪くて参加する対面授
業よりも、集中力を持ってオンライン授
業に参加し、メモを取り思索できた方が
学びの成果は大きい。

コンディション、授業内容によって、学
習者が参加方法を適切に選択できるハイ
ブリッド型授業に有意性がある

学習者らの主体性・能動性を向上させる
ハイブリッド型授業の仕組みづくり

質問4-2 124 聞き手 28:46 やる気次第で変わるのってどっちの環境でもあるとは思うんですけど。今 話してくれたところで言うと、例えばオンライ
ンとかハイブリッドみたいなやつだと、 自分のペースでメモを取ったりとか、話をもう1回確認したりとか、自分が考えた
いなと思ってる時に考えれるみたいな。 自分がその授業内容とどう向き合うかっていうのを結構、それこそ自主的に決め
れてるって印象をちょっと話してくれてる内容から感じたんですけど、それって対面授業の時って なんか同じ状況が出来
づらいんですかね。それとももうちょっとなんか違う状況があるんですか。

125 E 29:36 問答無用に対面なので、本当になんか受け身になっちゃう気がします。てか、なってました。
うん。問答無用に対面だと。

問答無用に対面（だと）本当になんか受
け身になっちゃう気がします

学習者が選択や工夫できない対面授業で
は、意欲が減衰し受け身で受講すること
になってしまう

授業参加の選択権がない授業には学習者
は意欲が湧かない

授業内容だけでなく、設定した参加方法
の意味についても、今後は教員に説明責
任が生じる可能性が高い

126 聞き手 29:54 問答無用って言葉はすごい。やっぱ端的に表してますね。自主性となんか、対、対っていうか、対局になってるってことで
すよね。先ほどベストコンデションって話もあったと思うんですけど。なんかこう、そのコンディションのベストに持って
いくために、何かやっぱりやることあるんですか。

127 E 30:31 ベスト、対面にもオンラインにもベストコンディションはあるんですけど、ベストコンディションに持っていき方。
128 聞き手 30:43 うん。なんか、ベストかどうかってどう判断してんのかな、みたいな。
129 E 30:47 もう私の場合は、よし、今日ならなんでも話しちゃうなみたいな。話したいなとか。

エネルギーに溢れてる日とかですかね。
今日ならなんでも話しちゃうなみたい
な。話したいなとか。
エネルギーに溢れてる日

対面授業の参加に意欲が湧くのは、他の
学習者らに自分の考えを話したい、対話
したいと思えている時である

学習者らの主体性・能動性の起伏は、授
業内容以外の内的・外的要因によっても
左右される

さまざまな意欲を持って授業に参加する
学習者らを受け入れる仕組みの重要性

学習者らの意欲の起伏を受け止められる
授業に必要な要素とは？

130 聞き手 31:07 いや、なんかそういう時って、なんかちゃんと睡眠をとるとか、なんか色々あるのかなとか。ご飯を食べるとか
131 E 31:17 ちゃんと寝ることですね。 ちゃんと寝ること 良質な睡眠をすることで授業の参加状況

も変化する
身体的な状態が参加状況に影響する 学習者らの主体性・能動性を向上させる

ハイブリッド型授業の仕組みづくり
132 聞き手 31:26 うん、やっぱり寝不足だと、なかなかそういうコンディションにはなりづらい。
133 E 31:29 なりづらいと思います。
134 聞き手 31:33 課題が重なったりすると、皆さん結構睡眠不足だったりとか、そういうのを イチオシアンケートの最後の、なんか自由記

入欄とかに書いてくれるの多かったんですけど。そういうシチュエーションって今年ありました？
135 聞き手 31:44 そういうシチュエーションって今年ありました。
136 E 31:50 ありました。
137 聞き手 31:52 どうでした。そう、そういう時はやっぱりベストポジションになりづらかったです？
138 E 31:56 対面でのベストコンディションではなかったです。その時は。
139 聞き手 32:00 うん
140 聞き手 32:05 それでもオンラインだったらまだもうちょっとなんか。
141 E 32:08 はい。その状態で参加するなら、絶対対面よりもオンラインの方が普通に話を聞ける状態でした。 （コンディションが悪い）状態で参加す

るなら、絶対対面よりもオンラインの方
が普通に話を聞ける状態

学習者自身の体調、気持ちを基に適切な
参加形態が選べた方が学習効果は大きく
なる

コンディション、授業内容によって、学
習者が参加方法を適切に選択できるハイ
ブリッド型授業に有意性がある

学習者らの主体性・能動性を向上させる
ハイブリッド型授業の仕組みづくり

質問5-1 142 聞き手 32:19 なるほどね。ありがとうございます。じゃ、ちょっと次の質問にいきますが、今回、 アイデア生成プロセスの時とかに主
に使ってたんですけど、配信機材をちょっとワゴンに積んで移動して、こう場所とかこう 移動しても同じような状況で配
信できるような仕組みを、この研究では協創ワゴンって名前にしてちょっと構築しようとしてるんですよ。で、そういう協
創ワゴンを使った 授業と、そうじゃないハイブリッドハイフレックス型授業と違いみたいなものをちょっと聞いてみたい
なと思ってはいるんですが。 今回、ワゴン使ってアリーナとかで対話したりとか、デザイン実習室で対話したりとかして
た。体験してると思うんですけど、あれってどうでした？
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表 10−３：協力者 Eのインタビュー結果（全３ページの３ページ目：SCAT でコーディング済） 

 
  

143 E 33:16 いや、オンラインで参加してる側はいろんなところにカメラ置いてあるので、 その会場の景色をよく見れると思うんです
けど。あまりオンラインで参加してる時、 その画面を見ることで、多分あれ、対面の人が他の人の作品を見て回ってる時
だと思うんですけど、あんまり見てなくて、今。うん、でもなんか 実際に行われてる感がところどころで確認できるの
で、くらいかな。で、対面でいる時、なんだろう、そのdjのワゴンみたいな感じで、 今日もdjだなと思って、みんなで話
してましたね。

オンラインで参加してる側はいろんなと
ころにカメラ置いてあるので、 その会場
の景色をよく見れる／あんまり見てなく
て／実際に行われてる感がところどころ
で確認できる／djのワゴンみたいな感じ
で、 今日もdjだなと思って、みんなで話
してました

対面会場の様子を写す複数台のカメラ画
像は、会場の様子を把握するのに利用し
ている／協創ワゴンを利用する様子がDJ
みたい

会場の様子が把握できる協創ワゴンの機
能と、DJブースみたいな見た目に注目し
ている

オンライン参加時に対面会場の様子を把
握する方法の再検討

144 聞き手 34:18 みんなで
145 E 34:20 今日も今日もdjだねって。
146 聞き手 34:26 全然それは意図してなかったんですけどね。
147 E 34:29 盛り上がりっていうか、ちょっとテンション上がってるかもしれないです。
148 聞き手 34:38 なるほど。 使い勝手と運搬のしやすさを考えてるだけで、なんとなくなっちゃっただけなんで、結果的に djっぽくなって

るんだ感じです。
149 E 34:54 逆にdjをdj風にやったらもっとなんか面白いかも。 dj風にやったらもっとなんか面白いかも DJのように振る舞って楽しむ 協創ワゴンを敢えてDJブースに見立て

て、装飾する手もある
遊び、余白、余裕がある授業であること
を体現することで、学習者らの意欲にも
何らかの影響がある

協創ワゴンの外装をDJブース風に仕立て
ることが学習者らの意欲にどのような影
響を与えるのか？

質問5-2 150 聞き手 35:04 いっそね、そっちに振り切っちゃうみたいなね。ちょっと後で似たような質問があるんで、その時改めてこの話にもちょっ
と戻れたらなと思うんで、ちょっと違う質問もさせてもらえたらと思うんですけど、 メリットとデメリットってなんかあ
りました？今もちょっとちらっとそういう話はしてたと思うんですけど、その他のハイブリッドハイフレックス型授業には
ないメリットデメリットがあればあればでいいんですけど、教えてください。

151 E 35:37 このアイデア生成プロセスですか。
152 聞き手 35:41 以外の授業と、今回のアイディア生成プロセスでそのワゴンとか使ってるこうやり方との 違いで、メリットデメリットそ

れぞれが教えてほしいな
153 E 36:08 他にあったっけ。っていうのを今考えてて、
154 聞き手 36:13 なるほど、ハイブリッドはあったかもしれないなと思うんですよね。どっちで参加してもいいよとか。
155 E 36:22 なんかもう完全に最初から最後までハイブリッドっていうことが決まってるので、なんか情報を逃すことがなかったです。

なんだろう、いきなりこの日だけハイブリッドとかなると、 うまくなんだろ伝わってきてなかったら、会場に行っちゃっ
たり、対面なのに間違って休んじゃったりとか、いつもと違うことをする、そうすることになるので、そうしたらそれは難
しかったので、 アイディア生成プロセスは情報を逃すことが少なかったですね。

完全に最初から最後までハイブリッドっ
ていうことが決まってるので、なんか情
報を逃すことがなかった

授業の予定が共有されているため、迷い
なく授業に参加できた

明解な授業計画が立てられていると、学
習者らの学習に見通しが立つ

授業で学習すること、スケジュール、活
動方法などの見通しが立つと、学習意欲
が向上する

156 聞き手 37:20 ちなみに、いつもそういう同じ仕組みじゃなく、こう、その時その時の状況でいるやり方をこう、その都度変化させた授業
で、例えば 情報逃しちゃったってなった時に、どういう風にそれはフォローしてたんですか。自分で。

157 E 37:39 私の場合、まだギリ間に合うっていうことが多かったので、友達からそれを聞いて、やってましたね。でも満足いくものは
作れてないですね。

友達からそれ（変更があった授業内容）
を聞いて、（作業を）やってました

友達同士で情報交換をしながら授業や課
題を乗り切る

明解な授業計画が立てられていない授業
では、提出を間に合わせることが目的に
なってしまう

授業で学習すること、スケジュール、活
動方法などの見通しが立つと、学習意欲
が向上する

158 聞き手 37:58 やっぱりそれぞれ友達同士でそういう情報交換をしながら、なんとかこうこうついてったとか乗り切ったみたいなのが多
かったんですね。ちなみにそれって高校の時と大学の時で、その状況ってやっぱり大学の時の方が頻度が高いというか、そ
んな感じですか。

159 E 38:24 そうです。絶対に
160 聞き手 38:30 さっきの、ちょっと次の質問だとさっきの話に繋がるかな。いっそ振り切っちゃえば。みたいな話に繋がるかもしれないで

すけど、もっと協創ワゴンを使った授業がもっと良くなるためにはどんなアイデアがあるか、もしあればでいいんですけ
ど、教えてください。

161 E 38:47 もっと良くするために。なんか楽しいって思えば、きっとなんか参加したいって気持ちが高くなると思うので、
162 聞き手 39:04 そんな時にやっぱりdjですか。
163 E 39:08 djとか、うーん。
164 聞き手 39:21 いやもう全然個人的な感覚でも構わないんで、もっとこうなったらもっと楽しく参加できるのになとかでも良いんですけ

ど、
165 E 39:35 これ考えれば考えるほど出てきそうですね。
166 聞き手 39:39 いや、そうなんですよね。ただ、やってる側としては結構こう なんだろうな、準備とか1回こういうのでうまくいってるし

とか、なんかわかんない話ばっかりになっちゃう部分が結構あって。
なんかさっきみたいにdjって言われないと気づかなかったですし。なので、もうあればあれだけ嬉しいなって感じです。

167 E 40:03 今djに支配されちゃってて、頭が。
168 聞き手 40:06 じゃ、ちなみにその、具体的にどんなふうな振り切り方したらいいですかね。dj
169 E 40:13 うん。まずは形から。
170 聞き手 40:16 どんな形になったらいいですかね。
171 E 40:22 なんか盛り上がりが必要な時とかはもうサングラスかけちゃって。
172 聞き手 40:28 形。なるほど。
173 E 40:30 サングラスかけちゃって、アロハシャツとか着ちゃって。
174 聞き手 40:35 なるほどね。あと、こういうヘッドホンしたりと、
175 E 40:41 て感じの。はい。その、それをどこの部分に組み込むかはわかんないんですけど。
176 聞き手 40:47 そうね。いや、今年ちょっとおとなしめだったんですけど、皆さんが対面とかオンラインとかで作品を見てるときに、結構

bgmを流す機会は以前からやってたんですけど。以前は結構、それこそクラブミュージック的なの流してたりしてたんで
すよ。で、今年ちょっとおとなしめだったんですけど、 去年は流してなかったんですよ。流すと気が散って無理ですって
いう意見がちょっと出てきたんで。 でも今年はあんまそういう意見がなかったのと、曲に対して色々なんかコメントが
あったりもしたので、 じゃあこのまま流し続けてもいいかなと思って流してたりしてたんですけど。ただ、去年のことが
あって、ちょっとおとなしめだったんですよ。

177 E 41:45 うん、確かにあんまり音聞こえてたなとは。うん、思い出せない。
178 聞き手 41:53 もっと前とかはもっとちょっとこう、ほんとにクラブ音楽でデザイン実習1、 包まれるみたいな感じで。はい、みんなも

ちょっとなんか乗りながら、歩きながら作品見てるみたいな、もうそっち側に行っちゃってもいいって感じですかね。
179 E 42:12 こっち側だと良いですね、音楽流すタイミングが。見て回ってる時はなんだろう。同じものを見てる人同士でなんか話した

りとかもしたいので、なんだろうな。その、見て回ってる時はクラブ音楽よりもちょっとおとなしめの方がいいのかなとは
思います。

見て回ってる時はクラブ音楽よりも
ちょっとおとなしめの方がいいのかな

他の人と話ながら作品を見てることを引
き立てるBGMが流れていて欲しい

学習者らの活動を引き立てる演出 遊び、余白、余裕がある授業であること
を体現することで、学習者らの意欲にも
何らかの影響がある

180 聞き手 42:48 やっぱりあれですよね。黙って見てるっていうんじゃなくて、やっぱり他の人と話ながら見てるからこそですよね。それ
は。もう音うるさいな、邪魔だなみたいになっちゃうってことですよね。

181 E 43:04 でも今年のは全く思わなかったです。
質問5-3 182 聞き手 43:10 ありがとうございます。じゃあ、ちょ、最後に、 今までの授業体験でもいいですし、今回のアンケートとかインタビュー

のことでもいいし、その全体を通してなんでもいいんですけど、なんか気づいたこととか感じたことがあったり、ちょっと
伝えとかなきゃいけないこととかあればで良いんですけど、なんでも良いんで教えてください。

183 E 43:34 全体っていうのは、
184 聞き手 43:38 もう授業、このいろんな形式の授業体験をしたっていうことから、 インタビューから、このインタビューの前にあったア

ンケートとかも全て
185 E 43:51 なんかすごい丁寧だなと思います。 すごい丁寧
186 聞き手 43:54 丁寧？
187 E 43:57 うん、なんだろう、特化しているっていうか、なんか全てやることに多分理由がある感じが伝わってきて、なんかこの作業

大変だけど多分意味あるんだろうなとか思ってやることができてましたね。
全てやることに多分理由がある感じが伝
わって／この作業大変だけど多分意味あ
るんだろうなとか思ってやることができ
てました

公式サイトやグループチャットで活動内
容を適宜説明したことで、学習者らが活
動に専念できた

明解な授業計画が立てられ、丁寧な解説
がされると、学習者らの学習に見通しが
立つ

授業で学習すること、スケジュール、活
動方法などの見通しが立つと、学習意欲
が向上する

188 聞き手 44:27 ちなみにそれってなんか特にその理由が先に説明されて納得してやってるとかって限らないじゃないですか。今言ってくれ
たみたいに、なんかあるんだろうなって思いを馳せながらやってるように。なんかなる時とならない時って多分あると思う
んですよね。なんかそう思わせてしまう状況って、どうしてなってたんですかね。なんかこれ、あんまり説明はされてない
けど、なんか意味あんだろうなとか、やること全てに理由がありそうだなってい、思えてたのって、なんでですかね。

189 E 45:05 なんかTeamsの投稿のところとか、googleサイトとか、なんか、隅々まできっちり書かれてたからですかね。なんか、な
んだろうな、でも、本当に そう思ってたんですよね。

Teamsの投稿のところとか、googleサ
イトとか、なんか、隅々まできっちり書
かれてたから

公式サイトやグループチャットで活動内
容を適宜説明したことで、学習者らが活
動に専念できた

明解な授業計画が立てられ、丁寧な解説
がされると、学習者らの学習に見通しが
立つ

授業で学習すること、スケジュール、活
動方法などの見通しが立つと、学習意欲
が向上する

190 聞き手 45:35 個人的にはですよ、そんなつもりで書いてたつもりはないんですけど、なんか、いや、どっちかというと、もうちょっとネ
ガティブで分かりづらいかなとか、もうちょっとこうしないとわかんないかなみたいな 試行錯誤してすんなり書けてな
い。自分なんですよ。もうなんか感覚的にとか、パッと思ったことを書いてパンって出すような感じ。すごいぎこちない感
じなんですけど。

191 E 46:06 いや、それだからだと思います。そういう印象も。
192 聞き手 46:10 なるほど。
193 E 46:12 疑問持ったとしても、それはもうほぼ全部見てみたら書いてあったので。 疑問持ったとしても、それはもうほぼ全

部見てみたら書いてあった
公式サイトやグループチャットの説明が
答えにもなっている

活動前は活動の指針となり、活動後は活
動結果の意味を解説するような説明が書
かれている

授業で学習する内容の意義などが丁度良
いバランスで示せると学習者らの学習意
欲が向上する

194 聞き手 46:24 そういうところになんかきっちり感って、嫌な人は嫌じゃないですか。前に1回言われたことはあるんですよ。そういう
のって すっごいグダグダ書いてるけど、何言ってるか全然わかんないみたいなことを最後授業評価アンケートに言われた
ことがあって。両極端なんですね。そう。そうじゃないって人もいるんだけど、

195 E 46:49 多分見る人の問題も、問題じゃないけど、 作業してない段階で読んでも全くわかんないんですけど、作業してした後に出
てきた疑問ってのは全部書いてあるので、多分なんか見るタイミングの問題かなって。その文章を

作業してない段階で読んでも全くわかん
ないんですけど、作業してした後に出て
きた疑問ってのは全部書いてある／見る
タイミングの問題かな

学習者らの活動状況に沿った情報提供を
公式サイトやグループチャットで実施で
きているか

活動前は活動の指針となり、活動後は活
動結果の意味を解説するような説明が書
くことの難しさ／うまくいかないと学習
者を混乱させる

授業で学習する内容の意義などが丁度良
いバランスで示せると学習者らの学習意
欲が向上する

196 聞き手 47:22 なるほど、いや、でもそれすごくありがたいですね。意図してることではあったので、そんな言葉でこう、意図はしてな
かったですけど、その前にわからないね。確かにそうなんですよ。 答え的なこと言っちゃわないようにしよう。は、すご
い気遣ってはいるんですよね。これやればいいのね。は。多分なんか幅が狭まっちゃうだろうなと思って。

197 聞き手 47:54 アイデア生成なのにアイデア出てこないじゃんこれじゃ。と思いながら、みんななりのアイデアが出てくるけど、 なんだ
ろうな、バラバラにならない状況みたいな、そこら辺をどう狙うかみたいなのが。 なので、あんまり答えは言いたくない
けど、でもなんかこう、何もできない状況にはしたくないっていう選び方はしてはいるんですよね。 なんだけど。そう、
確かにね、こうやってる側の目線としては、作業前は何書いてあるかわかんないけど、作業中に わかるっていうのはそ
う。その通りだなと思ってます。なるほど。ありがとうございます。

198 聞き手 48:36 すいません、ちょっとなんか予定が結局1時間ぐらいになっちゃいましたけど、ちょっと、ごめんなさい。ありがとうござ
いました。
じゃあ一応このインタビュー自体はこれで全て終わったので、一旦これで。

ストー
リーライ
ン（現時
点で言え
ること）

・学習者Eは、対面会場で他の学習者らとの作品を鑑賞し対話することに意欲的だった。そのため作品の完成度が高く、他
の学習者らに自分の考えを話したい、対話したいと思える時は対面参加していた。作品の完成度が低い時、体調不良の時は
オンライン参加を選択していた。つまり学習者自身の体調、気持ち、作品の完成度を基に、その時の自身にとって適切な参
加方法を選択していた。

理論記述 ・多様な参加方法が可能な授業では、参加方法の違いによって異なる目的を学習者らに考えさせる。そのため今後は授業内
容だけでなく多様な参加方法を提供する意図も、教員から学習者らに説明する必要がある。
・さまざまな意欲を持って参加する学習者らを受け入れる授業の仕組みと学習者の気持ちに余裕、余白、遊びを持たせられ
る仕掛けは、学習者らの意欲を向上させる。
・学習内容、スケジュール、活動方法などが学習前から見通しが立っていると、学習者の学習意欲が向上する
・学習内容の意義を適切なタイミングと適切な内容で示すことができると、学習者の学習意欲が向上する

さらに追
究すべき
点・課題

・普段から多量の情報に囲まれている学習者に適切なタイン技で適切な内容で情報を提供する方法とは？
・学習者らの意欲の起伏を受け止められる授業に必要な要素とは？
・協創ワゴンの外装をDJブース風に仕立てることが学習者らの意欲にどのような影響を与えるのか？
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表 11−１：協力者 Fのインタビュー結果（全２ページの１ページ目：SCAT でコーディング済） 

 

インタビュー_音声_20240321_F
2024.03.22 金 午後 10:27 ・ 24分 55秒

質問 番号 話者 Time 発話 データの中の着目すべき語句
それを言いかえるためのデータ外の語句
（語句の言い換え）

それを説明するための語句
（左を説明するデータ外の概念） そこから浮き上がるテーマ・構成概念 疑問・課題

質問１ 1 聞き手 00:00 今回のアイデア生成以外でも自分が体験したことがある受講タイプっていうのを教えてほしいんですけど、 どれ体験した
ことありますか。

2 F 00:14 対面のみとハイブリッドとオンデマンド、一応この3タイプだと思います。
3 聞き手 00:31 なるほど。わかりました。はい。ちなみに高校生の時とかからハイブリッドとかをデマンドとかって体験してました？
4 F 00:39 はい。高校生の時は基本は対面のみだったんですけど。高3の そういう受験シーズンに、交通状況とかコロナの影響があっ

て、オンラインのみの講習などが開かれてました。
5 聞き手 01:04 高校生の時代のことも合わせると、これ全て体験してるってことですかね。
6 聞き手 01:13 ありがとうございます。じゃあ次行きますね。
7 聞き手 01:21 ごめんなさい。ちなみにアイデア生成プロセス自体はどれで体験しました。
8 F 01:28 私は多分ハイブリッドで参加してたと思います。
9 聞き手 01:40 実際会場にいる時もあれば、あれですかね、モニター越しに会場の様子見てるとあったみたい。
10 F 01:47 そうですね、
11 聞き手 01:49 わかりました、ありがとう。

質問２-1 12 聞き手 01:54 で、ハイブリッド、ハイフレックス。ハイフレックスっていうのはハイブリッドにプラスオンデマンドみたいな、加わって
くみたいなやつなんですけど、 こういう両方に関して、どちらでもいいんですけど、その授業の印象についてちょっと聞
いてみたいなと思うんですけど、 ハイブリッドハイブリックス型授業にどのようなイメージを持たれてますか。

13 F 02:18 まず、全体を通して参加しやすいとか復習がしやすいという点で便利だなって思うんですけど、 半面、その取り組みの
ペースとか深度とかが人によって変わってきてしまうので、 学びの最終的な量は人によってかなり変わってきてしまうん
じゃないかなと思っていて。そういった面ではその個人の意欲とかに左右されるので、ちょっと生徒側が参加する意識を
保ったり、教授側としてもその公平に配分するのがちょっと大変そうだなって思ってます。

参加しやすいとか復習がしやすいという
点で便利／その取り組みのペースとか深
度とかが人によって変わってきてしまう
／学びの最終的な量は人によってかなり
変わってきてしまう／個人の意欲とかに
左右される

ハイブリッド・ハイブリックス型授業
は、参加の自由度が高い。そのため、学
習者個人の意欲によって学びのペースや
深さが変わる。

オンライン参加は、参加の自由度が高
い。そのため、学習者の意識や意欲に
よって、学びの質が大きく変わる。

オンラインから授業に参加できることで
欠席などで発生する学習の中断は解消す
る。しかし学習者の意識や意欲によって
は学習効果が低くなる場合がある。

質問２-2 14 聞き手 03:03 なるほど。そのイメージ、どうして持たれました？
何か実体験とかでもいいですし、印象とかでも全然構わないんですけど。

15 F 03:15 結構印象と実体験どっちもあるんですけど、なんか元々コロナ禍でそういうのが始まるっていう時期に、なんかどんな感じ
かなって想像してみて思った感想とかと、実際に高校とか大学でそういった タイプの授業を受けてきて、やっぱり普通の
対面のみの講義に比べると、終盤になって生徒側が課題が終わらないって嘆いていたり、教授さんもなんかあんまり参加し
てくれなかったり、 大変だなみたいなのを聞いたことがあったので、実際にそうなんじゃないかなとは思っています。

普通の対面のみの講義に比べると、終盤
になって生徒側が課題が終わらないって
嘆いていた／教授さんもなんかあんまり
参加してくれなかった

この授業の終盤、多くの学習者が他の課
題制作をしながらオンライン参加してい
た。その状況に教員が懸念を示してい
た。

学期末で活動が過密な学習者らがオンラ
イン参加すると、ながら学習／並行学習
／傍観が増加する可能性が高い

オンラインから授業に参加できることで
欠席などで発生する学習の中断は解消す
る。しかし学習者の意識や意欲によって
は学習効果が低くなる場合がある。

16 聞き手 04:03 ご自身的にはその状況同じでした？自分も終盤になるとなかなかそういうみんなの声と同じ感じでした？
17 F 04:14 そうですね、ありました。そういうことも

質問３-1 18 聞き手 04:20 わかりました。じゃあ、色々苦労もあったかと思うんですけど、 そういうハイブリッドハイフレックス型授業で予想以上
に大変だった、困った、難しいと感じたことがあればでいいんですけど、 であったら、なんか些細なことでもなんでもい
いんですけど、教えてください

19 F 04:41 特にデザイン系の、制作系の授業とかで、ハイブリッドとかハイフレックスみたいな形で、実際にリアルタイムで先生とお
話したり、手元とかを見ることができない状況だと、やっぱり何をしたらいいのかとか、どうやってやったらいいのかがわ
かりにくいっていうことがあったり、授業のペースとその実際に進行している制作物のペースが違うことも結構あって、
まだそこやってないとか、もうそこ、そのやり方じゃない方法でやっちゃったなとか、 そういうすれ違いみたいなのが起
こっちゃったりするときは大変だったなって思いました。

実際にリアルタイムで先生とお話した
り、手元とかを見ることができない状況
だと、やっぱり何をしたらいいのかと
か、どうやってやったらいいのかがわか
りにくいっていうことがあった／授業の
ペースとその実際に進行している制作物
のペースが違うことも結構あって、 まだ
そこやってないとか、もうそこ、そのや
り方じゃない方法でやっちゃったなと
か、 そういうすれ違いみたいなのが起
こっちゃったりする

実習系のオンライン授業で、教員の手元
の作業が見えない、話ができないと、行
動がしづらくなる。他の学習者と制作
ペースや制作方法がずれがちになる。

学習者Fは、全ての学習者が活動内容を
事前に理解し、制作ペース、制作方法を
揃えて進めた方が良いと考えている。

学習過程を学習者自身でデザインしたい
考えているとは限らない。

出る杭になりたくないという心境はどこ
から発生するのだろうか？

質問３-2 20 聞き手 05:31 じゃ、そういう色々な大変なことがあった時、それ以外でもいいんですけど、なんかこう参加するのに 工夫したこととか
があれば教えてください。

21 F 05:44 特別なことはあまりできなかったと思うんですけど、私はその授業、例えばサイトとか、配られた資料とかをできるだけ事
前に読み込むようにしたり、 わからないところはできるだけ早めにチャットなどで質問するようにしてペースを合わせよ
うとしていました。

配られた資料とかをできるだけ事前に読
み込むようにした／わからないところは
できるだけ早めにチャットなどで質問す
るようにしてペースを合わせよう

授業資料を事前チェックし、不明な点も
事前にチャットなどで質問して、授業進
行に自分を合わせる努力をする。

学習者Fは、全ての学習者が活動内容を
事前に理解し、制作ペース、制作方法を
揃えて進めた方が良いと考えている。

学習過程を学習者自身でデザインしたい
考えているとは限らない。

出る杭になりたくないという心境はどこ
から発生するのだろうか？

22 聞き手 06:12 あれですよね、こう、先ほど言っていただいたように、人によってペース色々変わるっていうのを、実際自分でも その授
業ペースと制作ペースみたいのがこうずれてくみたいなものが実際起こってて

23 F 06:28 そうですね
24 聞き手 06:29 事前にチェックしたりとか、色々質問したりとかしながら、補いながら、なんとかこう、ペースを合わせてくみたいな状況

を工夫して作ってったですかね。
25 F 06:40 はい。
26 聞き手 06:42 ちなみに、逆にもっとこう、早まったみたいなこととかあります？遅れを取り戻すんじゃなくて、先に行っちゃったみたい

な
27 F 06:50 ちょっとありました
28 聞き手 06:52 ありました。具体的にそれはどういう時にそういうのが起こったんですかね。
29 F 06:59 なんか最初に先生がこの講義ではこういうことをこういうふうにやっていきますって言っていて、 最終的にはこういうこ

ともやっていきますみたいな話をしていたので、そんな全部トントン拍子に進んで行くのかなって思ってたので、ちょっと
余裕を持ってやりたいなみたいな気持ちで、ちょっと予習っていうか、先取りして作っちゃったものがあったんですけど、
なんかちょっとやりすぎちゃったかなみたいになっちゃって。

ちょっと余裕を持ってやりたいなみたい
な気持ちで、ちょっと予習っていうか、
先取りして作っちゃったものがあった

予習をいつもより頑張りすぎた。 学習者Fは、全ての活動が平均点になる
ことを望んでいる可能性がある。

学習過程を学習者自身でデザインしたい
考えているとは限らない。

出る杭になりたくないという心境はどこ
から発生するのだろうか？

30 聞き手 07:36 それはそれで、あれですか、こう、よかったって思ったんじゃなくて、ちょっとやりすぎちゃったなみたいな反省みたいな
感じ。

31 F 07:44 両方ですね。なんかここまで自分で頑張れたのはすごいなって思うんですけど、なんかちょっと、周りの作品とかも見てい
ても、 なんかちょっとやりすぎちゃったなみたいな時が。あ、

ちょっとやりすぎちゃったな 予習をいつもより頑張りすぎた。 学習者Fは、全ての活動が平均点になる
ことを望んでいる可能性がある。

学習過程を学習者自身でデザインしたい
考えているとは限らない。

出る杭になりたくないという心境はどこ
から発生するのだろうか？

32 聞き手 07:59 え、ダメなんですかね、やりすぎは。
33 F 08:01 なんか他の部分は皆さんと比べても なんか平均的だったり、あんまできてないなっていうところとかもあるのに、そこだ

けなんかちょっと頑張りすぎちゃってちょっと。みたいな。
もうちょっとほかの部分その分頑張れたかなみたいな。

もうちょっとほかの部分その分頑張れた
かな

他の学習者らの作品より頑張りすぎた分
を、他の制作に振り分けれたらよかっ
た。

学習者Fは、全ての活動が平均点になる
ことを望んでいる可能性がある。

学習過程を学習者自身でデザインしたい
考えているとは限らない。

出る杭になりたくないという心境はどこ
から発生するのだろうか？

34 聞き手 08:21 なるほど
35 F 08:22 はい

質問３-3 36 聞き手 08:27 そういう色々な苦労とか工夫とかしつつですけど。
ハイブリッドハイブレックス型授業に参加して、授業自体に対するイメージって何か変化しましたか。

37 F 08:40 あんまり変わらなかったと思います。
38 聞き手 08:43 これってなぜですかね。
39 F 08:48 なんか結局さっき言った、その人によって差が出やすいとかっていうのもあると思うんですけど、 結局それって普通の対

面のみの授業でも予習復習の量って人によって全然違うので、 それがただちょっと激しくなりやすいだけなのかなって
思っていて、だからあんまり本質的には変わらないのかなって思っています。

40 聞き手 09:21 ちなみに、その本質的に変わらないのは確かにそうかなと思うんですけど、 パソコンとかスマホとかタブレットとかを元
に、こう、モニター越しにさっきやるときになかなか手元が見えない、 そういう苦労もあったとは思うんですけど、逆に
そういう端末とかいろんなもの使って離れたところで参加するっていうことと、やっぱり対面っていうのは変わらない感じ
ですかね。それとも何か変わりました？

41 F 09:54 それは結構違うところもあったなって思っていて、なんかその、良くも悪くも、それぞれにいいところと悪いところがあっ
たように思っていて。
なんか、でも、このこれから先の社会って、結構これからリモートみたいなことも増えると思うのでどんなふうに違うの
かっていうのを高校とか大学のうちに体験できてよかったなって思ってます。

このこれから先の社会って、結構これか
らリモートみたいなことも増えると思う
のでどんなふうに違うのかっていうのを
高校とか大学のうちに体験できてよかっ
た

将来を見据え、学生時代にリモート環境
に慣れておけることにメリットがある。

将来の就職先でオンライン業務があるこ
とを想定し、オンライン授業はその予習
だと捉えている。

将来に活かすことを習う場として大学を
捉えている。

42 聞き手 10:32 ちなみに、この後の質問にも、ちょっと今の答えてくれたこと絡むことがあるんで と。でもまた同じ回答になるかもしれ
ないんですけど、例えば対面とリモート、それぞれのなんかいいところ、 それぞれどういうふうに考えますか。

43 F 10:53 そうですね。なんか対面だと、 例えば授業の座る席とかによっても、手元の見やすさとか参加しやすさっていうのは結構
違うと思うんですけど、 リモートって大体みんな同じ環境でやってるので、そういう差が出にくかったり、逆になんかそ
の、手元が見えにくいみたいなことはあるんですけど、カメラで全員同じように 見せてくれることもあるので、そういう
時はなんか平等に見やすいなって思えたり。資料とかも オンラインとかオンデマンドの方がずっと見やすいところに残し
てくれてる場合が多くて、そういう時は結構後からここのフォーマットなんだっけなって見返したい時とかに便利なことが
多くて。なんかそういうのも踏まえると、なんか結局どっちにもいいところがあるなっていうのは本当に実感できて。なん
かでも どっちかが特別優れてるわけではないっていうのも思うので、その対面とかオンデマンドとかをいい感じに織り交
ぜていけたら一番受けやすいのかなって受講者としては思いました。

対面だと、 例えば授業の座る席とかに
よっても、手元の見やすさとか参加しや
すさっていうのは結構違う／リモートっ
て大体みんな同じ環境でやってるので、
そういう差が出にくかった／なんか結局
どっちにもいいところがあるなっていう
のは本当に実感／対面とかオンデマンド
とかをいい感じに織り交ぜていけたら一
番受けやすいのかな

対面授業では座る席で、参加のしやすさ
が変わる。
同じような情報機器を持つ学習者らがリ
モート参加するオンライン授業だと、対
面授業のような差が出にくい。
さまざまな形式の良いところを組み合わ
せた授業が受講しやすい。

ハイブリッド・ハイブレックス型授業
は、学習者の自由度を高めながら、受講
機会を均等にする方法として最適であ
る。

多様な方法で授業に参加する学習者らの
学習を均等にする必要がある

質問4-1 44 聞き手 12:25 ありがとうございます。今ちょっと発言してくれたこと、この後も同じ言葉で繰り返し答えてもらう場所もあるかもしれま
せんけど、 ちょっと次の質問に行きますね。
ハイブリッドハイフレックス型授業と対面型授業との違いについてこれからいくつかちょっと聞いていきたいんですけど、
一般的な対面型授業とのハイブリッドハイブレックス型授業との違いを端的な言葉で示すとしたら、 なんて言葉で示しま
すか。

45 F 13:03 参加のしやすさがやっぱり違うと思うので、利便性かなって思います。
46 聞き手 13:12 参加しやすさによる利便性ですね。

質問4-2 47 聞き手 13:20 その言葉になったのはなぜでしょう。先ほど言ってた言葉と重複しても全然構いません。
48 F 13:29 こう。やっぱりその、対面のみとか、そういう風に限られていると、どうしてもその、 交通状況とか体調とか、いろんな

理由があって参加しにくいことってあると思うんですけど、まずそういうのが 基本的に緩かったりあまりなかったり、参
加しやすいっていうのもありますし、その個人の意欲っていう差はもちろん出ちゃうんですけど、一律にその受講者に同じ
環境が配布されるので、 そういう面では、例えばなんかオンラインとかだと、本当により公平に学びやすい機会があるの
かなって思っていて。例えば、その福田先生が実装していたコメントスクリーンとかもかなりやれば、なんか自分が発言し
てるっていう匿名性がなんか守られているので、結構みんなコメントしやすかったんじゃないかなって思っていて。対面だ
と実際に挙手をしなきゃいけなかったり、結構授業の流れを止めてしまうっていうのでためらってしまうことも多いので、
そういう面でも、なんかこういうハイブリッドとかハイフレックスの方が参加しやすいっていうのはあるのかなって思って
ます。

交通状況とか体調とか、いろんな理由が
あって参加しにくい／参加しやすい／個
人の意欲っていう差はもちろん出ちゃう
／より公平に学びやすい機会がある／コ
メントスクリーンとかもかなりやれば、
なんか自分が発言してるっていう匿名性
がなんか守られているので、結構みんな
コメントしやすかったんじゃないか／対
面だと実際に挙手をしなきゃいけなかっ
たり、結構授業の流れを止めてしまうっ
ていうのでためらってしまうことも多い
／ハイブリッドとかハイフレックスの方
が参加しやすい

ハイブリッド・ハイブレックス型授業
は、交通状況や体調の変化があって対面
参加ができなくても参加しやすい。
オンライン授業は、学習者の意欲で学び
の深さの差は生じるが、学習環境はどの
学習者も均等である。
授業中に挙手して発言するのは授業の流
れを止めてしまうため実行するのは躊躇
する。コメントツール
（Commentscreen）は、匿名で自由
に発言しやすくメリットを感じた。

ハイブリッド・ハイブレックス型授業
は、学習者の自由度を高めながら、受講
機会を均等にする方法として最適であ
る。／匿名でいつでも意見できる方法
は、授業進行を止めず実施しやすい。

多様な方法で授業に参加する学習者らの
発言の機会を均等にし、発言しやすい環
境づくりが必要である。

質問5-1 49 聞き手 15:08 ありがとうございます。なんか後半でコメントスクリーンあんまり機能してなくて、ちょっと使い方もう少し工夫しなきゃ
と自分なりには反省してたんですけど、なるほど、あれはあれで有効だった。 今のコメントスクリーンとかもそうなんで
すけど、今回アイデア生成プロセスの時って、そういう配信機材とかをワゴンに積んで運びながら、場所をちょっと移動し
たりとかしながらやってたんですけど、 ワゴン自体をこの研究ではちょっと協創ワゴンって名付けて、こう具体的にもっ
とちゃんと構築しようと思ってるんですよ。

ワゴンを使ったハイブリッドハイフレックス型アイデア生成プロセスの授業のやつみたいのと、他の授業とかの ハイブ
リッドハイフレックス型授業との違いについて、印象とか感想とか、体験で全然構わないんで、ちょっといくつか聞かせて
ください。

ワゴンで実施されたアリーナでの対話会とか、デザイン実習室1での対話会ってどうでしたか。
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表 11−２：協力者 Fのインタビュー結果（全２ページの２ページ目：SCAT でコーディング済） 

 

  

50 F 16:25 そうですね、アリーナでの対話会って結構みんな遠目でなんかワゴンとかの映像を見る機会が多かったと思うんですけど、
それよりかは、例えばデザイン実習室での対話会みたいに、前提としてなんかズームとかで、なんかシェアポイントで作品
がわかりやすく、自分で自由に拡大もできるような資料みたいなものがあった方が、自分なりの発見もしやすかったり、皆
さんの発見の意図とかもわかりやすかったり、参加しやすいな思いました。

アリーナでの対話会って結構みんな遠目
でなんかワゴンとかの映像を見る機会が
多かった／ズームとかで、なんかシェア
ポイントで作品がわかりやすく／自分で
自由に拡大もできるような資料みたいな
ものがあった方が、自分なりの発見もし
やすかったり、皆さんの発見の意図とか
もわかりやすかったり、参加しやすいな

対面授業でも、オンラインツールを併用
することで、学習者ごとに作品をさらに
詳細に鑑賞ができ、発見も増えて、対話
しやすくなった可能性がある。

ツールの活用方法や場づくりをさらに工
夫することで、対話がさらに活性化でき
る。

対面授業でオンラインツールを利用する
端末は、ほとんどがスマートフォンにな
る。対面会場にいながら小さな画面のス
マートフォンで資料確認やコメント投稿
しながら円滑な対話が可能かを検討する
必要がある。

質問5-2 51 聞き手 17:17 他のハイブリッドハイフレックス型授業にはないメリットとかデメリットがあれば、 こちらに遠慮することなく思ったこ
と教えてほしいんですけどありますか。

52 F 17:33 そうですね。メリットとしては、その、全体的にサイトを作っていただけたと思うんですけど、それを確認することによっ
て、いつでもその 進捗とかその目標みたいなものがわかりやすかったので、それはすごい助かったなって思っていて。な
んか、なんて言うんだろうな、反面、実際に、例えばその第1回のその作品を提出する機会にならないと、ちょっと具体的
な作品とか、その周りの皆さんの進捗とかもわかりにくいっていうのがあって、なんか、初回に参加するときは、結構毎回
緊張してしまったのが、なんか良くも悪くも、他の授業だと、結構途中経過を出させるものもあって、デメリットかと言わ
れると、なんかちょっと微妙なんですけど、なんか私は結構ドキドキして、 なんか胸が痛かったので、なんとかなると嬉
しいかなって思います。

全体的にサイトを作っていただけたと思
うんですけど、それを確認することに
よって、いつでもその 進捗とかその目標
みたいなものがわかりやすかった／第1
回のその作品を提出する機会にならない
と、ちょっと具体的な作品とか、その周
りの皆さんの進捗とかもわかりにくい／
初回に参加するときは、結構毎回緊張し
てしまった／他の授業だと、結構途中経
過を出させるものもあって

授業のスケジュールと活動内容を掲載し
た公式サイトがあることで学習者のやる
べきことが明確だった。

途中経過を提出する他の授業とは異な
り、学習者らの制作状況が分かりづら
かったため、提出時に緊張していた。

学習者Fは、全ての学習者が活動内容を
事前に理解し、制作ペース、制作方法を
揃えて進めた方が良いと考えている。

学習過程を学習者自身でデザインしたい
考えているとは限らない。

出る杭になりたくないという心境はどこ
から発生するのだろうか？

質問5-3 53 聞き手 19:03 次の質問にそれちょっと繋がるかなとも思うんですけど。はい。今の話以外でも全然構わないんですけど、その、もっとこ
の ワゴンを使った授業でハイブリッドハイプレックスやるときに、もっと良くするために 何かアイデアがあれば、もう本
当になんでもいいのでたくさん、1個だけじゃなくてもいいので教えてください。

54 F 19:27 アリーナでの対話会だと、結構そのアシスタントさんの先輩が作品をピックアップして触れていくっていう形で進めてたと
思うんですけど、なんかもっとその、生徒さんも自由にワゴンに近づいて、アリーナだと結構付箋でみんなコメントを書い
てたと思うんですけど、なんかもう付箋を超えて、これ良かったよ。みたいな感じに。例えばホワイトボードをなんか目の
前にわかりやすく置いて、なんかその上にみんなが自由におすすめの作品を置いていくみたいな感じにすると、よりなんか
いろんな人のなんか関心が深まった作品が知られて、より良いんじゃないかなって思いました。

ホワイトボードをなんか目の前にわかり
やすく置いて、なんかその上にみんなが
自由におすすめの作品を置いていくみた
いな

対面時の鑑賞会でも、気になった作品を
学習者全員でピックアップし合えると、
全員が関心ある作品が分かる。

ツールの活用方法や場づくりをさらに工
夫することで、対話がさらに活性化でき
る。

55 聞き手 20:27 アリーナーじゃない、そのデザイン実習室1とか、あとデザイン実習室を繋げて、オンラインでそれに参加するときの、 な
んかこう、もっとこうしたらいいのにとか、あったりしますか。

56 F 20:41 そうですね。なんか、デザイン実習室の時も、なんか結構、皆さんが作品を歩いて見る時間って結構あったと思うんですけ
ど、なんかその、 交流した先に、なんか直接、直接的な対話っていうか、いいなって思った作者さん同士が話、話せる機
会とか、形式だと、結構その、ハイブリッドだったと思うので、オンラインで参加している人が 割と何もする時間が、何
もない時間が結構出ちゃってたと思うんですけど、それもなんかどうにかして、例えばチームズの作品を眺めながら、なん
かコメントスクリーンとかで、 何番の作品がこうで面白いみたいな風にコメントしやすい環境とかを整えてもらえると、
みんなより参加しやすいんじゃないかなっていうのは思いました。

皆さんが作品を歩いて見る時間って結構
あった／交流した先に、なんか直接、直
接的な対話っていうか、いいなって思っ
た作者さん同士が話、話せる機会／オン
ラインで参加している人が 割と何もする
時間が、何もない時間が結構出ちゃって
た／チームズの作品を眺めながら、なん
かコメントスクリーンとかで、 何番の作
品がこうで面白いみたいな風にコメント
しやすい環境

ハイブリッドハイブレックス型授業で
は、対面参加の学習者らの作品鑑賞中
は、オンライン参加者の待機時間となっ
ていた。コメントツール
（Commentscreen）で作品のコメン
トを投稿するなどオンライン参加者にも
活動をさせることで、この待機時間は活
動時間に変わる。

ツールの活用方法や場づくりをさらに工
夫することで、対話がさらに活性化でき
る。

対面会場とオンラインで別々な活動をす
ることで、その後の対話が活性化する工
夫はまだたくさんある。

学習者Fの提案は、コメントツールを活
用したオンラインならではの鑑賞会が、
対面会場の鑑賞会と同時間で実施できる
ため、今後実施したい。

57 聞き手 22:12 これ、コメントスクリーンの活用方法としてもうちょっと活性化しそうですね。
58 F 22:18 そうですね。

質問5-4 59 聞き手 22:22 じゃあ、最後の質問になるんですけど、 全体を通して、このインタビューだけじゃなくて、例えば事前にやったアンケー
トでもそうですし、 授業の体験の中のことでも全然構いません。本当にこうトータルで気づいたことを、感じたことは、
何か意見があったり言いたいこととかがあれば、本当になんでもいいのであればでいいんですけど、教えてください。

60 F 22:50 他の授業のオンデマンドの形式にの中に、youtubeの限定、今回の形を使って これまでの授業のポイントみたいなやつと
かをあげてくださってる教授の方がいらっしゃったんですけど、なんかそういう感じで、これまでのなんかこの課題の優秀
作品とか、こういういい作品の仕方があったよみたいなのを、なんかyoutubeとかサイトとかで気軽に見返せる環境みた
いなものがあったら、予習とか復習がしやすいんじゃないかなって思いました。

youtubeの限定、今回の形を使って こ
れまでの授業のポイントみたいなやつと
かをあげてくださってる教授の方がい
らっしゃった／これまでのなんかこの課
題の優秀作品とか、こういういい作品の
仕方があったよ／youtubeとかサイトと
かで気軽に見返せる環境みたいなものが
あったら、予習とか復習がしやすい

別授業の担当教員が授業のポイントや優
秀作品を選出して理由を述べる限定配信
動画を作って、授業活動の振り返りをし
ていた。

学習者が気軽に情報閲覧できるプラット
フォームを利用した授業コンテンツの提
供は、事前事後学習に寄与できる。

学習者Fは、全ての学習者が活動内容を
事前に理解し、制作ペース、制作方法を
揃えて進めた方が良いと考えている。

学習過程を学習者自身でデザインしたい
考えているとは限らない。

出る杭になりたくないという心境はどこ
から発生するのだろうか？

61 聞き手 23:39 その授業自体でのその限定公開されてたやつはかなりじゃあ有効だったんですね。
62 F 23:45 そうですね。
63 聞き手 23:48 具体的にどういう活用できました。これって
64 F 23:54 なんか、例えば自分の興味のある分野が重なってた時に、ここはこういう風に繋がってたんだっていうのを なんか一度考

えつけたら、なんかそこからどんどん発展させていきやすかったり、 逆にその動画のポイントを掴んでから、なんかもう
一度別の作品とかを見てみると、こういう見方もあったんだっていう風に、発展的な学習が結構できるなっていう風に思っ
たので、 すごいなんか良い学習をしているなっていう実感ができてよかったです。

自分の興味のある分野が重なってた時
に、ここはこういう風に繋がってたん
だっていうのを なんか一度考えつけた
ら、なんかそこからどんどん発展させて
いきやすかった／その動画のポイントを
掴んでから、なんかもう一度別の作品と
かを見てみると、こういう見方もあった
んだっていう風に、発展的な学習が結構
できるなっていう風に思った／良い学習
をしているなっていう実感ができてよ
かった

（別授業の担当教員が作成した）授業活
動の振り返り動画を視聴してから、これ
までの作品を見返すと、新たな視点で鑑
賞することができ、新しい考えが生ま
れ、学習の成果を実感できた。

学習者Fは、全ての学習者が活動内容を
事前に理解し、制作ペース、制作方法を
揃えて進めた方が良いと考えている。

学習過程を学習者自身でデザインしたい
考えているとは限らない。

出る杭になりたくないという心境はどこ
から発生するのだろうか？

65 聞き手 24:42 いいですね、このやり方。
66 聞き手 24:48 ありがとうございます。インタビュー自体は以上なので、ここで一旦ちょっとレコーディング。

ストー
リーライ
ン（現時
点で言え
ること）

・学習者Fは、他の学習者らの学習進度を気にかけ、可能な限り同じ進度で進められるよう努めていた。授業内容の事前把
握、授業活動の振り返りなど、事前事後学習もしっかり取り組んでいた。学習者らの学習機会を公平にする授業設計へのア
イデアが豊富である。そんな学習者Fは、ハイフレックス型授業に好意的である。ハイフレックス型授業は、学習者の意欲
で学びの深さの差は生じるが、学習環境はどの学習者も均等で、参加の自由度が高いためである。

理論記述 ・オンライン参加な授業は、欠席などで発生する学習の中断がない。しかしオンライン参加は、学習者の意識や意欲によっ
ては学習効果が低くなる。
・全ての学習者が、学習過程を自身でデザインしたいと考えるわけではない。
・多様な参加方法が選べる授業では、どの学習者も発言しやすい環境をつくり、発言の機会を均等にする仕掛けが重要あ
る。
・対面授業でオンラインツールを利用することで、活動がさらに活性化する可能性がある。しかし小さな画面のスマート
フォンで資料確認やコメント投稿しながら対面で対話が可能かは詳しく検討する必要がある。
・対面会場とオンラインの対話を活性化させるアイデアは、まだたくさんある。例えば学習者Fが提案したコメントツール
を活用したオンラインならではの鑑賞会は、対面会場の鑑賞会と同時間で実施できるため今後実施したい。

さらに追
究すべき
点・課題

・出る杭になりたくないという心境はどこから発生するのだろうか？
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4.2.2. 分析 

 デプス・インタビューは，協⼒者 6 名にオンラインで⼀⼈ずつに半構造化インタビュー
を実施した．どの協⼒者にも，４つの受講タイプ，ハイフレックス型授業の印象・良かった
点・悪かった点，受講する際に⼯夫したこと，ハイフレックス型に参加したことによる授業
イメージの変化・変化のきっかけ，協創ワゴンの印象，メリット・デメリット，協創ワゴン
がより良くなるアイデアを質問した． 

 インタビュー終了後，⾳声データからトランススクリプトした協⼒者 6 ⼈全員の発話プ
ロトコルデータを作成した．協⼒者 6 ⼈全員の発話プロトコルデータから，まず全体的な
傾向を抽出した．次に，協⼒者 6 ⼈全員の発話プロトコルデータを SCAT でコーディング
し，ハイフレックス型授業を経験した学習者らの学習意識を理解した． 

 協⼒者 6⼈の発話プロトコルデータに⾒られる全体的な傾向：協⼒者６名はいずれも⼤
学 1 年⽣だが，ほとんどの協⼒者が対⾯型，オンライン型，オンデマンド型，ハイフレック
ス型の４つの受講タイプ全てを体験していた．４つの受講タイプを１年間で体験したこと
になる．どの協⼒者も，授業参加の⽅法を⾃主的・能動的に模索し続けていた．ハイフレッ
クス型授業の印象では，「時間の使い⽅の利便性」，「好きなところで受け（ら）れる」，「い
けなくても参加できる」，「周りと交流するっていうのがちょっと⼤変」などを挙げ，「（オン
ライン型と対⾯型）それぞれの⽋点というかを補い合って（略）選べる」ことを利点と捉え
ていた．協創ワゴンについては，「⾏動に境⽬があんまりなく」，「いつも同じ環境ができ」，
「そこに⼈が集まって（略）会話が⽣まれて（略）次のことに発展して」いく過程に⾯⽩さ
を感じている回答者がいた．⼀⽅，ハイフレックス型授業は「楽な⽅（の参加⽅法）に流れ
ちゃう」，「⾳（声を）切って（受講してい）た（多数の学習者がいた）」などの⽋点を挙げ
ていた． 

 協⼒者 Aのコーディングデータから⾒えた「ストーリーライン（現時点で⾔えること）」：
協⼒者 A は，座学の⼀⻫授業では対⾯参加，実習授業ではオンラインやオンデマンドの組
み合わせが，⾃⾝の学習に効果的だったと実感していた．対⾯型の⼀⻫授業では，教員の熱
量を同⼀空間で実感できることに好意的だった．その熱量を回答者 A なりに⾒つけられた
時に，学習意欲を増進させていた．実習授業では制作に集中できる空間と時間を確保した個
⼈制作，教員や他の学習者らと制作状況の確認や意⾒交換するための対⾯参加，全学習者の
進捗状況をデータで複数回確認できるオンラインサービスを，適宜使い分け学習効果を貯
めようと⼼がけていた．ただし情報機器やオンラインサービスの経験値がまだ少なく，使い
分けに苦労していた． 

 協⼒者 A のコーディングデータから導かれる「理論」：実習授業では，個別空間での個
⼈制作（本報告書では「独習」と名付ける）と，教員や他の学習者との対話（本報告書では
「協習」と名付ける）それぞれの参加⽅法を，学習者⾃⾝で選択できるハイフレックス型で
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実施されることが望ましい．参加⽅法を学習者が選択できることで，教員や他の学習者との
距離感を学習者⾃⾝がデザインできる．このことによって，主体的・能動的な受講態度が醸
成され，学習意欲の増進に繋がる．独習する学習者は，教員の影響⼒から解放される．その
ため学習者は制作活動を通して，⾃分の思考に向き合う時間を獲得する．独習で制作した作
品を持ち寄り対話する協習では，学習者らが互いの能⼒差に意気消沈せず，制作意欲を⾼め
合える閲覧⽅法の構築が重要である． 

 協⼒者 Aのコーディングデータから⾒出した「さらに追究すべき点・課題」： 

• 独習の様⼦やその結果の共有が容易で意欲向上につながりやすい協習の⽅法とは？ 
• 情報機器やオンラインサービスの習熟度は，オンライン学習の意欲向上に影響するの

だろうか？ 

 協⼒者 Bのコーディングデータから⾒えた「ストーリーライン（現時点で⾔えること）」：
協⼒者 B は，どの授業でも対⾯参加を重視していた．しかし，体調不良や雪による交通障
害がある時はオンライン参加を選択していた．オンライン参加または授業の記録動画の後
⽇視聴など，対⾯以外の参加⽅法が複数あるハイフレックス型を採⽤した授業では，⽋席に
伴う学習の中断が回避でき，継続的な学習ができることに安⼼感を抱いていた．協⼒者 Bは
⾼校⽣の時に⼤学祭のオンライン配信の担当した．この経験があることで，協創ワゴンを⽤
いたハイフレックス型授業の良さを，配信側の教員と，受信側にいる学習者の両⽅の⽴場で
理解しようとしていた． 

 協⼒者 B のコーディングデータから導かれる「理論」：授業参加⽅法を学習者⾃⾝で選
択できること，受講⽅法を学習者⾃⾝が⼯夫できることは，主体的・能動的な学習過程の構
築につながる．授業設計に興味・関⼼を持つことは，学習者⾃⾝の学習過程も俯瞰的に捉え
るきっかけとなり，学習の意図・意義への理解も深まる． 

 協⼒者 Bのコーディングデータから⾒出した「さらに追究すべき点・課題」： 

• 断続的な授業参加もできる学習プログラムを設計することは可能だろうか？ 
• 情報機器やオンラインサービスの習熟度は，オンライン学習の意欲向上に影響するの

だろうか？ 

 協⼒者 C のコーディングデータから⾒えた「ストーリーライン（現時点で⾔えること）」：
協⼒者 C は，ハイフレックス授業を全て対⾯で参加していた．オンライン参加に理解を⽰
しながら，集中⼒が持続できない，対話がしづらいとも感じていた．学習者らの作品が集ま
ったクラウドサーバをアイデア集と捉え，⾃⾝の作品制作の参考にしていた．さらに協創ワ
ゴンを，対⾯とオンラインで参加する学習者らを繋ぐ存在と捉えていた．つまり，オンライ
ンツールを上⼿に活⽤して，対⾯学習の効果を向上させようとしていた．対⾯会場の⾳声を
消し無⾳状態で授業参加するオンライン学習者が多数いたとの情報提供もあった． 
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 協⼒者 C のコーディングデータから導かれる「理論」：協創ワゴンは，対⾯とオンライ
ンで参加する学習者らをつなぐ機能を持つだけでなく，協創ワゴンの存在がヒトを集め，交
流を促す存在とも捉えられる．⼈が集まる場所にリアカーを移動させ商売する⾏商のよう
な存在にも似ている．授業の参加⽅法を学習者⾃⾝が選択できることは，主体性・能動性も
向上させる．しかし多くの学習者らは，履修授業が多量で，⼀つひとつの授業に⾼い集中⼒
を持って参加ができていない．オンライン参加の学習者の集中⼒や参加意欲は，モニタ越し
には把握できない．これらの理由で，無⾳状態でオンライン参加する学習者が発⽣した可能
性がある．オンライン学習者に疎外感を抱かせず，対⾯会場の対話に巻き込む⼯夫（例：リ
アルタイム字幕など）が必要である． 

 協⼒者 C のコーディングデータから⾒出した「さらに追究すべき点・課題」： 

• 授業内容を象徴する機器や装置の活⽤は，授業に学習者を集めやすくするか？ 
• 無⾳状態でオンライン参加する学習者の意図とは？ 
• オンライン学習者に疎外感を抱かせず対⾯会場の対話に巻き込む⽅法とは？ 
• 独習の様⼦やその結果の共有が容易で意欲向上につながりやすい協習の⽅法とは？ 
• オンラインツールの活⽤に関する講習を開催することは，オンライン学習の意欲向上

にどの程度影響があるのだろうか？ 

 協⼒者 D のコーディングデータから⾒えた「ストーリーライン（現時点で⾔えること）」：
協⼒者 D は，通常の対⾯授業が教員に制御された場だと感じていた．そのため極度な集中
⼒を持って対⾯授業に参加していた．本研究が実現したハイフレックス型授業では，授業参
加の⽅法を学習者⾃⾝で選択できるため肩肘張らずに参加できていた．学習者⾃⾝が時間
と⽅法を決めながら作品制作する個別活動と，制作した作品を鑑賞するハイブリッド鑑賞
会を組み合わせた本授業は，協⼒者 D の主体性・能動性の向上に貢献していた．特に鑑賞
会では，複数の学習者で同じモノを⾒て，思いを巡らし，考えを対話で深めることに協⼒者
D は⾯⽩さを感じていた．さらに学習を振り返るツールとして，授業の動画記録，アンケー
ト回答の結果を活⽤して，次の活動に向けた意識を⾼めていた． 

 協⼒者 D のコーディングデータから導かれる「理論」：学習者らが独習で制作した作品
を⾒せ合って対話することを繰り返す学習プログラムは，対⾯，オンラインに関係なく実習
授業では有効である．制作は独習，作品共有は協習に切り分けることで，活動にメリハリが
でき，学習者らの主体性・能動性が向上する．ただし教員が時間や内容を⼀⽅的に管理しな
いことが重要である．作品鑑賞では，作品の注⽬ポイントを教員と学習者らが共に考え，語
り合える場をつくることも重要である．さらに学習者らの鑑賞と対話にメリハリを作る⼯
夫（例：BGMなど）も有効である． 

 協⼒者 D のコーディングデータから⾒出した「さらに追究すべき点・課題」： 

• オンラインと対⾯で参加する学習者らで共同注視を可能にする⽅法とは？ 
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• 学習の省察を促す授業記録の作成⽅法とは？ 
• SNSの記事投稿のように作品提出してコメントし合う仕組みは作れるのか？ 
• スマートフォンやタブレットで参加しても学習の質が保たれるハイフレックス型授業

は可能か？ 

 協⼒者 Eのコーディングデータから⾒えた「ストーリーライン（現時点で⾔えること）」：
協⼒者Eは，対⾯会場で他の学習者らと作品を鑑賞し対話することにとても意欲的である．
そのため，⾃⾝の作品の完成度が⾼い時，⾃⾝の考えを他の学習者らに話したい時は率先し
て対⾯参加をしていた．逆に，作品の完成度が低い時，体調不良の時はオンライン参加を優
先していた．対⾯参加を重視しながら対⾯参加だけに拘らず，体調，気持ち，作品のクオリ
ティなどを判断材料にして，最適な参加⽅法を適宜選択していた． 

 協⼒者 E のコーディングデータから導かれる「理論」：多様な参加⽅法が可能な授業で
は，学習者らが参加⽅法を常に選択する．そのため参加⽅法の違いによって，授業の印象が
変わる場合がある．多様な参加⽅法を提供する意図を説明することは，授業内容を説明する
ことと同様に重要となる．授業の内容，スケジュール，参加⽅法などの授業情報を，この情
報になった意図も併せて事前に学習者らに提供できると，学習者らは主体的・能動的に参加
⽅法が選択できる．さらに場所，時間，⼿段が異なる参加⽅法が可能な授業では，学習者の
気持ちに余裕，余⽩，遊びを持たせられる⼯夫がより重要になる． 

 協⼒者 Eのコーディングデータから⾒出した「さらに追究すべき点・課題」： 

• 普段から多量の情報に囲まれている学習者に適切なタイン技で適切な内容で情報を提
供する⽅法とは？ 

• 学習者らの意欲の起伏を受け⽌められる授業に必要な要素とは？ 
• 協創ワゴンの外装を DJ ブース⾵に仕⽴てることが学習者らの意欲にどのような影響

を与えるのか？ 

 協⼒者 Fのコーディングデータから⾒えた「ストーリーライン（現時点で⾔えること）」：
協⼒者 F は，他の学習者らの学習進度を気にかけ，可能な限り同じ進度で進められるよう
努めていた．授業内容の事前把握，授業活動の振り返りなど，事前事後学習もしっかり取り
組んでいた．学習者らの学習機会を公平にする授業設計へのアイデアが豊富である．そんな
協⼒者 F は，ハイフレックス型授業に好意的である．ハイフレックス型授業は，学習者の
意欲で学びの深さに差を⽣むが，参加の⾃由度が⾼いことによって学習機会はどの学習者
にも公平である． 

 協⼒者 F のコーディングデータから導かれる「理論」：オンライン参加の授業は，⽋席
などで発⽣する学習の中断がない．しかしオンライン参加は，学習者の意識や意欲によって
は学習効果が低くなる．全ての学習者が，学習過程を⾃⾝でデザインしたいと考えるわけで
はない．多様な参加⽅法が選べる授業では，どの学習者も発⾔しやすい環境をつくり，発⾔
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の機会を均等にする仕掛けが重要ある．対⾯授業でオンラインツールを利⽤することで，活
動がさらに活性化する可能性がある．しかし⼩さな画⾯のスマートフォンで資料確認やコ
メント投稿しながら対⾯で対話が可能かは詳しく検討する必要がある．対⾯会場とオンラ
インの対話を活性化させるアイデアは，まだたくさんある．例えば協⼒者 F から提案のあ
ったコメントツールを活⽤した鑑賞会は，対⾯会場の鑑賞会と同時間でオンラインでも実
施できるため今後実施したい． 

 協⼒者 Fのコーディングデータから⾒出した「さらに追究すべき点・課題」： 

• 出る杭になりたくないという⼼境はなぜ発⽣するのか？ 
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5. 考察 

 分析結果を踏まえて，場所，時間，⼿段が異なる参加を可能にした協創ワゴンが実現した
ハイフレックス型授業に参加する学習者らの学習意識を考察する． 

 対⾯，オンライン，オンデマンドの利点を使い分ける：対⾯，オンライン，オンデマン
ドを内包したハイフレックス型授業で学習者らは，それぞれの利点を状況などによって使
い分けていた．使い分けは⼤きく分けると２種類あった．１つ⽬は学習者本⼈の都合による
使い分けである．学習者本⼈の都合とは，スケジュール，受講⽅法の好み，他の⽤事，体調
や気分などのコンディションなどである．２つ⽬は授業内容に使い分けである．例えば鑑賞
会は対⾯，個⼈作業はオンラインなど活動の種類に適した参加⽅法を検討し選択していた．
また，授業参加の⽅法に選択肢があることで，「雪で登校が難しい⽇にオンラインで授業を
受け」ることで「対⾯以外の選択肢があるということは⼼の余裕」になった．選択肢がある
ことによって⽣まれた⼼の余裕は，学習に対して前向きな気持ちを醸成する． 

 授業の参加⽅法が選択できることで，学習者は学習の意味を考え始める：ハイフレック
ス型授業に参加した学習者らは，「作品について友だちと話したいから対⾯で参加する」，
「通学が⼤変だからオンラインで参加する」，「別な⽤事があるからオンラインで参加する」
など，「〜したい」，「〜だから」といった学習者の考えや意図が伴った思考と⾏動をしてい
た．ハイフレックス型授業のように授業に参加する⽅法を学習者が選択する環境は，学習者
を取り巻く状況（作品の完成度，授業以外の⽤事，体調，天候，授業内容など）を踏まえた
上で，教員や他の学習者との関わり⽅を学習者⾃⾝が⼯夫できる．意図的な思考と⾏動を繰
り返すことは，主体的・能動的な学習態度を醸成する可能性がある． 

 独習と協習を往還による学習の積み重ねが学習者の思考が深める：学習者⾃⾝が時間と
⽅法を決めながら個⼈で学習する独習と，その独習の成果を他の学習者らと鑑賞し合う協
習を繰り返すことに，ほとんどの学習者が肯定的だった．独習時の学習者は，⼀⻫授業とは
異なり教員の影響⼒から解放される．学習者の能⼒や状況に応じた肩肘張らない制作環境
を各⾃で構築できることで，学習者は個⼈でじっくり制作することができる．独習によっ
て，⾃分の思考に向き合う時間を獲得する．作品を持ち寄り，対話を繰り返す協習では，教
員と学習者らが作品の注⽬ポイントを共に考え，語り合っていた．この対話によって学習者
らは作品を他⼈と⾒せ合うことの抵抗感を減らし，他者の作品を観察し⾃分の学習に活か
す⼒を鍛えていた． 

 継続性が担保された学習プログラムが学習者の疎外感を軽減させる：協創ワゴンを⽤い
たハイフレックス型授業では，学習を振り返る資料として，学習者らの提出物，授業の動画
記録，アンケート回答の結果を SharePoint にアップロードして⼀元管理した．これらの資
料を⾒返すことで，次の活動に向けた意識を⾼めた学習者がいた．その⼀⽅，授業の⽋席を
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学びの中断や⽋損と捉え，疎外感を抱く学習者にとっても，この資料は学習を継続させるた
めに重要な役割を果たしていた．実際に，オンライン参加もできない体調や急⽤が発⽣した
学習者は，後⽇これらの資料を確認するオンデマンド型の学習に切り替えていた．ハイフレ
ックス型授業の授業参加の⾃由度の⾼さは，学習者の意欲によって学びの深さに差を⽣じ
させるが，学習機会はどの学習者にも公平に提供する．学習機会の公平な提供は，学習の継
続性も担保する． 

 いつでもどこでも誰とでも学び合える仕組みは，多様な関係をつくる：協創ワゴンを⽤
いた授業は，いつでもどこでもハイフレックス型授業が実施できることで「場所の制約がな
い」，「受け⽅を選べる」ため，「その時の⽬的で授業の受け⽅を変える」ことが可能だと学
習者は認識していた．さらに，授業に参加する場所，時間，⼿段が異なる学習者らをつなぐ
機能を持つだけでなく，「そこに⼈が集まって（略）会話が⽣まれて（略）次のことに発展
して」いく過程を⽣み出す存在だと捉えた学習者もいた．配信機材とオンラインサービスの
集合体である協創ワゴンが，ハイフレックスな配信を繰り返し実施する過程で，対話を⽣み
出す象徴的存在に受け⽌められたと考えられる．協創ワゴンを DJブースやリアカーで商売
する⾏商と⾒⽴てる学習者がいたように，協創ワゴンが動ける場所はどこでも学習の場に
変え，対⾯とオンラインの参加者が学びのグルーヴを⽣み出す．この学びのグルーヴは場所
や集まる⼈によって多様である． 

 ⾃由度の⾼い参加⽅法が，想定外の学習過程を⽣み出す：ハイフレックス型授業の「⾃
分に合った⽅法で取り組める」特徴は，⾵邪などの体調不良や通学困難な悪天候時に効果を
発揮した．またその特徴を，別なことをしながら受講する，いわゆる「ながら学習」に活か
す学⽣もいた．今回の調査では，「⾃由に話しやすい空間で友⼈と受講」する学⽣や対⾯会
場の⾳声を消し無⾳状態でオンライン参加する学⽣など，筆者の想定を超えたユニークな
受講⽅法をする学習者もいたことが分かった．「⾃由に話しやすい空間で友⼈と受講」した
学⽣は，おそらく⼤学構内の別教室からオンライン参加していたと推察する．友⼈と気軽に
話せない対⾯会場より，気づいたことや思ったことをその時にすぐ友⼈と話せる受講⽅法
を選択したと考えられる．協創ワゴンが配信する授業の様⼦を友⼈と注視しながら対話す
ることで，今までとも異なる学習の深め⽅ができることが分かれば，新たな参加⽅法となり
得る．対⾯会場の⾳声を消し無⾳状態でオンライン参加するのは，視覚情報だけでは対話を
重視した鑑賞会の内容を理解ができないため，授業の意図とは異なる参加⽅法となってし
まう．したがってこの参加⽅法は適切とは⾔えない．今回の調査の協⼒者には該当者はいな
かった．そのためこの参加⽅法の意図は，本研究では確認できていない．モニタの向こうの
学習者らの⾏動は⾒えない．この参加⽅法の意図を知ることで，オンライン参加の学習者ら
との対話のヒントが得られる可能性がある．無⾳状態でのオンライン参加の意識調査は，今
後の課題としたい． 
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 以上のことから，協創ワゴンを⽤いたハイフレックス型授業の学習者らは，異なる場所，
時間，⼿段から参加し，様々な考え，態度，⾏動で⽰しながら学習過程を構成していたこと
が分かった．学習者らの学習意識が何層にも重なって形成された授業とも⾔える．つまり，
場所，時間，⼿段が異なる参加を可能にした協創ワゴンが実現するハイフレックス型授業
は，学習者らの多様な学習意識が複層化した世界を⽣成することが⽰唆された． 
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6. おわりに 

 本研究は，筆者が開発した協創ワゴンを導⼊した実習授業の学習者への調査を基に，ハイ
フレックス型授業の学習意識を理解した．その結果，協創ワゴンが実現するハイフレックス
型授業は，学習者らの学習意識が複層化された学び場を形成することが⽰唆された． 

 しかし調査数がとても少なかったため，本報告で明らかになったことが，他の学習者に適
⽤できるとは⾔い切れない．そして分析結果の専⾨家検証がなされてないため，研究の質保
証ができていない．学習者の学習過程で発⽣する現象を具体的に捉えることも，学習者らの
意識変化を知る上では必要な⼿続きである． 

 協創ワゴンの開発や協創ワゴンを導⼊した授業で得られた知⾒は，実習授業で活⽤にさ
れるだけではなく，遠隔にいる⼈々との協働的創造活動を模索する市⺠や企業にも応⽤展
開できる可能性を持っている．特に北海道のように広⼤な⼟地で居住地が離れている地域
では，都市，⾃然，⾵習の違いなどをオンラインでつなぐだけではなく，現地に移動し合い
ながらそこでしか体験できないことを様々な⼈とハイフレックス的に対話することで，地
域や⽂化の新しい相互理解の場が創出できることも期待できる．今後は市⺠や企業の協働
への展開も視野に⼊れ，ハイフレックス型協創の構築を進める． 
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